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四
年
後
、
大
阪
で
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• 

そ
れ
で
も
明
る
い
楽
し
さ
求
め

日
米
の

T
V
ゲ
!
ム
機
に
期
待
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花
の
万
博
。
開
催
決
定

主
体
と
な
る

「側
国
際
花
と

緑
の
博
覧
会
協
会
」
を
設
立

す
る
予
定
。
ま
た
日
本
政
府

は

「特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
」
を
制
定
し
、
担
当
大
臣

を
設
置
す
る
な
ど
具
体
的
な

準
備
に
取
り
く
む
こ
と
に
な

っ
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
同
憾
の
準
備
を

進
め
て
き
た
大
阪
市
の
織
想

で
は
、
主
会
場
は
大
阪
市
鶴

見
区
と
守
口
市
に
広
が
る
都

市
公
園
鶴
見
川
跡
地
で
、
会
場

花
と
締
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
国
際
花
と
繰
の
博
覧
会
」

が
六
十
五
年
四
月
一
日
か
ら

半
年
問
、
大
阪
、鶴
見
区
の
鶴

見
織
地
に
て
聞
か
れ
る
。
こ

れ
は
十
二
月
五
回
、
万
国
博

覧
会
国
際
事
務
局
(
本
部
パ

4-

A

一三
一日
嗣
F
P
U

リ
、
略
称
B
I
E
)
の
総
会

で
正
式
決
定
し
た
も
の
で
、

日
本
で
聞
か
れ
る
悶
際
情
と

し
て
は
日
本
万
国
博
、
沖
縄

海
洋
博
、
つ
く
ば
科
学
博
に

次
い
で
四
番
目
と
な
る
。

同
時
の
開
催
に
向
け
て
は

大
阪
府
、
市
、
大
阪
二
十
一

世
紀
協
会
と
経
済
九
団
体
で

昨
年
十
月
九
日
に
「
国
際
花

と
緑
の
博
覧
会
協
会
設
立
準

備
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
て

お
り
、
問
委
員
会
で
は
四
月

を
め
ど
に
同
博
覧
会
の
運
営

ロンドン市内オリンピア展示場で開かれた第42回ATE会場にて、唯一の二階建て小間となったタイテル社のブース

四
、
五
年
前
ま
で
の
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
T
V
ゲ
l
ム

機
ブ

i
ム
は
す
で
に
衰
え
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
に
主
役
を
奪

わ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
A
M

T
V
ゲ
l
ム
機
へ
の
関
心
は

恨
強
い
も
の
が
あ
る

i
!こ

れ
が
今
年
の

A
T
E
の
印
象

だ
っ
た
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
は

英
国
で
伝
統
的
合
法
機
種
と

な
っ
て
い
る
A
W
P
機
(
フ

ル
ー
ツ
ア
ン
ン
)
を
中
心
に
、

多
人
数
が
参
加
す
る
英
図
式

ビ
ン
ゴ
、
カ
ジ
ノ
用
ス
ロ
ッ

ト

マ
シ
ン
、

T
V
カ
!
ド
ゲ

ー
ム
(
ポ
ー
カ
ー
類
)
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
が
、
賭

博
性
と
い
う
点
で
は
共
通
で
、

こ
う
し
た
も
の
に

A
M
機
市

場
が
押
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
、
な
ん
と
も
情
な
い
感
じ

が
す
る
。

今
回
の

A
T
E
(
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

・
ト
レ
ー
ド

・

エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
)
は
一
月

十
三
日
か
ら
四
日
間
、
ロ
ン

ド
ン
市
内
の
オ
リ
ン
ピ
ア
展

示
場
グ
ラ
ン
ド
ホ

l
ル
で
開

か
れ
、
英
国
業
者
を
中
心
に

約
百
六
十
五
社
が
国
際
色
豊

か
に
、

A
M
ゲ
ー
ム
機
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
機
、
遊
園
施
設
な

ど
、
ほ
ぽ
例
年
ど
お
り
多
彩

な
出
口
聞
を
行
な
っ
た
。
出
展

社
数
は
ピ

l
ク
(
八
二
年
)

の
二
百
社
以
上
か
ら
す
る
と
、

だ
い
ぶ
ん
減
少
し
て
い
る
が
、

意
外
と
業
者
同
士
の
団
結
カ

も
強
く
、
こ
れ
以
上
減
少
す

敷
地
は
約
百
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

J
ア

l
マ
ゾ

l
ン。

、

。
遊

び
の
ゾ

l
ンダ

、

J
悶
然
ゾ

ー
ン
H

の
一一一ゾ
ー
ン
に
分
け

ら
れ
て
お
り
、
う
ち
遊
び
の

ゾ

i
ン
に
は
各
腕
の
遊
園
施

設
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
全
日

本
遊
困
施
設
協
会

(
J
A
P

E
A
)
で
は
同
博
の
。
遊
間

地
H

部
分
へ
の
参
加
な
ど
に

つ
い
て
今
後
検
討
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

• 

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
、
っ
と
見

ら
れ
て
い
る
。

A
M
ゲ
ー
ム
機
に
関
し
で

は
、
英
国
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

メ

ー
カ
ー
は
ご
く
わ
ず
か
し
か

な
く
、
も
っ
ぱ
ら
日
米
の
製

品
が
英
国
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
ー
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ

る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
定

着
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
米

国
メ
ー
カ
ー
は
ア
タ
リ

・
ゲ

ー
ム
ズ
社
(
中
島
英
行
社
長
)

だ
け
が
、
世
界
的
ヒ
ッ
ト
作

と
な
っ
た

T
V
ゲ

l
ム

「
ガ

ン
ト
レ
ッ
ト
」
を
出
品
、
出

展
し
た
の
に
と
ど
ま
っ
た
。

日
本
の
メ
ー
カ
ー
で
は
デ
ー

タ
イ
ー
ス
ト
、

コ
ナ
ミ
工
業

隙
国
産
の

T
V
ゲ

l
ム
無

断
コ
ピ
!
品
対
策
を
め
ぐ
っ

て、

A
T
E
開
催
を
機
に

一

月
十
四
日
、
ロ
ン
ド
ン
に
て

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ

シ
ン
工
業
協
会
(
事
務
局
東

京
、
中
村
雅
哉
会
長
、
J

A

M
M
A
)
の
日
商
香
専
務
と

米
固
め

A
A
M
A
(ア
メ
リ

カ
ン

・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン

・
ア
ソ
シ
エ
|
シ
ョ

が
そ
れ
ぞ
れ
現
地
子
会
社
か

ら
出
展
、
新
ゲ

l
ム
を
披
露

し
た
。日
本
か
ら
の

T
V
ゲ
ー
ム

は
主
に
英
国
の
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ

ー
タ
ー
で
あ
る

エ
レ
ク

ト
ロ
コ

イ
ン
{
ア
イ
ス
レ
ジ

ャ
ー
、
ジ
ョ
イ
ラ
ン
ド
、
タ

イ
テ
ル
な
ど
各
社
か
ら
出
品

さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
目

立
っ
た
新
製
品
と
し
て
は
、

ア
イ
レ
ム
の

3

D
「バ

ト
ル

パ
l
ド
」
、
セ
ガ
社
「
ス
ペ

ー
ス
ハ

リ
ア
l
」
「
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
ソ
|
ン」

、
タ
イ
ト

i
「
ハ
レ
|
す
い
星
」
「
バ

ト
ル
レ

l
ン」

、
そ
し
て
任

天
堂
の
業
務
用
「
ス
ー
パ

ー

A
T
E
を
機
に

J
A
M
M
A
と
A
A
M
A
の
日
米

両
協
会
が
ロ
ン
ド
ン
会
談

韓
国
製
無
断
コ
ピ

l
品
退
治
め

6
し
協
調
確
認

ン
、
本
部
パ

ー
ジ
ニ
ア
州
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ラ
)
の
ロ
パ

ー

ト

・
ロ
イ
ド
会
長
が
会
談
、

今
後
と
も
日
米
関
協
会
が
協

調
し
て
、
総
国
製
コ
ピ
|
口問

対
策
を
強
め
る
こ
と
を
確
認

こ
の
会
談
で
は
、
日
南
氏

が
対
隣
国
製
コ
ピ
|
対
策
の

第

一
歩
と
し
て
先
ほ
ど
開
か

れ
た
日
除
貿
易
会
議
(
十
二

A T E86会場のうちアタリ祉の小間内会議室で、会識を終えた

JAMMAの自衛専務(左)と AAMAのロパート・ロイド会長

• 

マ
リ
オ

・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」
と

い
う
と
こ
ろ
か
。

こ
の
ほ
か

各
メ
ー
カ
ー
と
も
最
新
作
を

披
露
し
て
お
り
、
逆
に
日
本

の
T
V
ゲ
l
ム
に
対
す
る
欧

州
各
固
め
期
待
が
根
強
い
こ

と
を
示
し
て
い
た
。

笑
固
め

A
M
機
市
場
は
ギ

ャ
ン
ブ
ル
機
の
勢
い
で
、
い

ぜ
ん
困
難
な
状
況
の
中
に
あ

る
が
、

A
M
機
の
持
つ
明
る

い
楽
し
さ
は
不
可
欠
の
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
英
国
業

界
に
絶
え
ず
活
力
を
与
え
て

き
て
い
る
だ
け
に
、
今
後
の

回
復
が
な
お
さ
ら
に
待
た
れ

て
い
る
(
次
号
で
詳
報
の
予

定)。

， 

月
十
七
日
)
の
成
果
と
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
述
べ

、

こ
れ
ら
の
過
艇
で

A
A
M
A

が
収
集
し
た
記
録
交
官
な
ど

が
効
を
奏
し
た
点
を
強
調
し

た
の
こ
れ
に
関
し
ロ
イ
ド
氏

は
間
協
会
の
協
調
に
よ
り
成

果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
点
を
評

価
す
る
と
と
も
に
、
互
い
に

こ
れ
ら
武
重
な
情
報
交
換
を

継
続
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

ロ
イ
ド
氏
は

A
A
M
A
理

事
会
(
一
月
八
日
)
で
、
い

わ
ゆ
る
並
行
輸
入
が
問
題
化

し
て
お
り
、
同
協
会
と
し
て

並
行
輸
入
も
処
罰
対
象
と
な

る
と
の
見
解
を
公
表
す
る
と

述
べ
て
い
る
。
日
南
氏
は
次

回
の
日
総
貿
易
会
議
(
五
月
)

に
向
け
て
す
で
に
準
備
を
進

め
つ
つ
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

会
談
で
は
デ
ー
タ
イ
ー
ス

ト
の
横
山
貿
易
部
長
が
通
訳

し
、
記
録
文
仲
間
な
ど
資
料
交

換
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
、
両

協
会
は
国
際
市
場
を
脅
か
す

憐
国
製
コ
ピ

l
口問
退
治
で
協

調
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。



( 2 ) 制

側

セ

ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

摘
イ
ゼ
ス
(
本
社
東
京
、
中
山

部
隼
雄
社
長
)
と
の
取
引
き
の

ヨ

あ
る
A
M
業
者
ら
が
集
ま

っ

第
F

て
一
月
九
日
、
東
京

・
虎
の

一
門
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
て

一
「
S
G
懇
話
会
」
の
設
立
総

一
会
を
聞
き
、
同
会
は
正
式
に

一
発
足
し
た
。

一

こ
れ
は
セ
ガ
祉
と
の
取
引

一
関
係
の
あ
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、

一
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
i
タ
ー
ら

一
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
や
研

一
修
会
な
ど
を
通
じ
て
視
野
を

一
広
げ
、
相
互
の
利
益
向
上
と

'
一
交
流
、
親
睦
を
図
ろ
う
と
い

、
ご
う
趣
旨
で
、
山
中
秀
晃
氏
(
鮒

/
一

マ
タ
ハ
リ

l
電
気
商
会
)
、

吋
」
曽
我
栄
蔵
氏
(
鮒
西
部
リ

l

一対一

ス
)
、
川
楠
俊
太
郎
氏
(
附

'A一

カ
ワ
ク
ス
)
、
木
村
雅
三
氏

4一

(
附
総
商
)
、
内
田
博
氏
(
側

一一

友
栄
)
、
田
所
武
氏
(
鮒
束

ぷ
一

京
マ
ル
サ
ン
)
、
松
木
一
郎

ar
」
氏
(
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

コ
イ
ン
マ
シ
l
ン
鮒
)
、
原

田
福
一
氏
(
鮒
南
大
鵬
物
産
)

め
八
名
が
準
備
委
員
と
な
っ挨拶するセガキ土・

中山社長
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，' . • 

て
進
め
て
き
た
も
の
で
、
セ

ガ
社
か
ら
も
小
形
武
徳
販
売

事
業
本
部
長
が
委
員
と
し
て

参
加
、
こ
れ
に
全
面
協
力
し

て
き
た
。

同
会
の
設
立
総
会
は
九
日

午
後
三
時
か
ら
行
な
わ
れ
、

こ
れ
に
関
係
業
者
ら
七
十
二

名
が
参
加
し
た
。
同
総
会
で

は
セ
が
社
の
村
瀬
貞
昭
販
売

部
長
が
司
会
と
議
長
を
兼
任

し
て
議
事
を
進
め
、
経
過
報

告
、
会
則
案
ゑ
認
、
役
員
選

出
、
初
年
度
の
活
動
方
針
お

よ
び
予
算
な
ど
を
審
議
し
た
。

閉
会
の
会
則
に
よ
る
と
会
員

は
、
会
員
、
準
会
員
、
特
別

会
員
で
構
成
さ
れ
、
会
員
は

セ
ガ
社
と
取
引
き
の
あ
る
企

業
お
よ
び
団
体
で
、
準
会
員

は
正
会
員
に
準
じ
同
会
と
同

じ
目
的
を
持
つ
も
の
、
さ
ら

に
特
別
会
員
は
セ
ガ
社
お
よ

び
同
社
事
業
所
と
な
っ
て
い

る
。
入
会
手
続
は
セ
ガ
社
の

推
薦
を
受
け
幹
事
会
の
示
認

を
得
る
と
さ
れ
て
お
り
、
会

費
は
年
二
万
円
。

役
員
選
任
に
つ
い
て
は

-、
a

.

h

首

画一、
e
 

挨拶するセガヰ土・

小形本部長

設
立

準
備
委
員
会
員
を
幹
事
と
す

る
こ
と
で
了
承
さ
れ
、
幹
事

の
互
選
に
よ
り
会
長
に
山
中

氏
、
副
会
長
に
曽
我
氏
、
会

計
幹
事
に
川
楠
氏
を
選
出
、

い
ず
れ
も
疑
問
識
な
く
承
認
し

た
。
な
お
事
務
局
は
セ
ガ
社

内
に
設
置
さ
れ
、
事
務
局
長

に
同
社
の
村
瀬
部
長
が
当
た

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ほ

か
初
年
度
の
活
動
お
よ
び
予

算
に
つ
い
て
は
、
幹
事
会
に

一
任
す
る
こ
と
で
了
承
e

さ
れ

た
が
、
セ
ガ
社
で
は
同
ム
訟
の

積
極
的
な
活
動
を
援
助
す
る

た
め
助
成
金
(
数
百
万
向
予

定
)
を
検
討
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
設
立
総
会
に
引
続
き
セ
ガ

杜
の
中
山
社
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
S
G
懇
話
会
に
つ
い
て

「
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の
交
流
、

勉
強
会
を
通
じ
て
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
考
、え
や
意
見
を
く
み

取
っ
て
い
く
ほ
か
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
提
供
し
て
も
ら
い
そ
れ

を
ゲ

l
ム
機
に
生
か
し
た
い
。

会
員
に
は
情
報
提
供
、
製
品

価
格
面
で
の
特
別
な
配
慮
、

サ
ン
プ
ル
機
械
の
優
先
出
荷

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
」
と

述
べ
、
さ
ら
に
今
年
度
の
製

品
開
発
に
つ
い
て

「
H
シ
ス

テ
ム
凶
。
(
日
ビ
ッ
ト
P
C

基
板
)
と

ρ

シ
ス
テ
ム
E
O

を
大
き
な
柱
と
し
、
シ
ス
テ

ム
日
に
つ
い
て
は
コ
ン
シ
ュ

ー
マ
ー
で
は
で
き
な
い
高
度

な
も
の
に
全
カ
を
あ
げ
、
安

心
し
て
使
、え
る
よ
う
徹
底
し

た
コ
ン
バ

ー
ジ
ョ
ン
を
行
な

っ
て
い
く
(
す
で
に
五
作
目

ま
で
開
発
を
終
、
え
て
い
る
)。

ま
た
シ
ス
テ
ム
E
で
は
『
ハ

ン
グ
オ
ン

・
ジ
ュ
ニ
ア
』
を

第
一
弾
と
し
て
、
安
い
価
格

で
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

任
天
堂
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
日
経
産
業
賞

セ
ガ
社
「
ハ
ン
グ
オ
ン
」
日
経
流
通
賞

日
経
新
聞
社
に
よ
る
年
間
優
秀
製
品
に
選
ば
れ
る

日
本
経
済
新
聞
社
で
は
恒

例
の

「
日
経

・
年
間
優
秀
製

品
賞
L

を
決
定
、

一
月
六
日

付
で
最
優
秀
賞
十
五
点
、
優

秀
賞
三
十
七
点
を
発
表
し
た

が
、
う
ち
A
M
業
界
関
係
で

は
任
天
堂
側
(
本
社
京
都
、

山
内
浮
社
長
)
製
の
家
庭
用

T
V
ゲ
i
ム
機
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
」
が
日
経SG懇話会の設立総会(1月9日)にて、 左側は幹事会メンバー

唱ー
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三
協
会
共
濯
で
交

J
A
M
M
A
、

制
日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

糊
マ
シ
ン
工
業
協
会
(
中
村
雅

樹
哉
会
長
、
J
A
M
M
A
)
、

日

全
日
本
遊
園
施
設
協
会
(
山

内

U
Hpb

国
三
郎
会
長
、
J
A
P
E
A
)、

全
日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
連

合
会
(
中
西
昭
雄
会
長
、
A

O
U
)
の
三
協
会
共
催
に
よ

る
「
六
十
一
年
新
春
賀
詞
交

歓
会
」
が
一
月
七
日
、
東
京
・

霞
が
関
の
東
海
大
学
校
友
会

館
に
て
聞
か
れ
、
こ
れ
に
三

協
会
の
会
員
約
二
百
六
十
名

が
参
集
、
盛
大
な
パ
ー
テ
ィ

'

ー

と
な
っ
た
。

、，

間
交
歓
会
は
J
A
M
M
A

シ

の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
昨
年

~
.

は
旧
N
A
O
と
の
三
協
会
主

-w
催
で
闘
か
・
れ
た
が
、
旧
N
A

'
A

O
の
解
散
に
よ
り
今
回
は
A

4

0
U
が
共
催
団
体
と
し
て
初

一

め
て
加
わ
り
、
各
地
の
オ
ペ

戸

レ
l
タ
|
協
会
代
表
ら
が
参

a
ぐ

加
、
文
字
ど
お
り
A
M
業
界

あ
げ
て
の
催
し
と
な
っ
た
。

J
A
M
M
A
の
日
南
香
専

務
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
冒

頭
J
A
M
M
A
の
中
村
会
長

-
が
挨
妙
に
立
ち
、
「
当
業
界

一
は
昨
年
に
引
続
き
多
く
の
問

一
題
を
抱
、
え
て
い
る
が
、
な
か

一
で
も
新
風
営
法
に
対
し
て
は

号
一

真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

ヴ
一

な
ら
な
い
。
ま
た
地
球
レ
ベ

2
一
ル
に
ま
で
広
が
っ
た
コ
ピ
ー

第一

問
題
や
、
新
風
営
法
施
行
以

1
一
前
に
一戻っ

た
と
言
わ
れ
る
が
‘

十』

ヤ
ン
ブ
ル
機
営
業
問
題
な
ど

円一

も
あ
り
、
今
年
こ
そ
業
界
の

乞

真
価
が
関
わ
れ
る
厳
し
い
年

6
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
メ
-

8
カ
l
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

引

タ
l
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
こ
れ
ら
の

)

問

題

に
厳
し
く
対
処
し
、
こ

げ

の
産
業
に
自
信
と
誇
り
が
持

J
A
P
E
A
、

て
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
と
に
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
は
地
域
社
会
に
お
い

て
業
界
に
対
す
る
理
解
を
よ

り
深
め
る
よ
う
な
地
道
な
努

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

滋賀各協会で

の互礼会
業界に先がけ盛大に

兵庫、京都、

1月6日、

大阪、大
阪
府
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
マ
シ
ン

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

協
会
(
梅
原
靖
三
会
長
、
。

産
業
新
聞
の
優
秀
賞
を
、
側

セ
ガ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ

ス
(
本
社
東
京
、
中
山
隼
雄

社
長
)
裂
の
業
務
用
T

V
ゲ

ー
ム
機

「
ハ
ン
グ
オ
ン
」
が

日
経
流
通
新
聞
の
優
秀
賞
を

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

同
賞
は
毎
年
一
回
、
と
く

に
優
れ
た
新
製
品
を
表
彰
す

る
も
の
。
審
査
対
象
と
な
っ

た
新
製
品
は
八
五
年
一
年
間

に
日
本
経
済
新
聞
、
日
経
産

業
新
聞
、
日
経
流
通
新
聞
の

三
紙
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、

生
産
財
、
消
費
財
の
み
な
ら

ず
サ
ー
ビ
ス
(
金
融
、
保
険
、

旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
)
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
な
ど
約
二
万
点
。
予
備
審

査
で
選
ば
れ
た
二
百
七
十
点

を
対
象
に
、
審
査
委
員
会
が

受
賞
製
品
を
決
定
し
た
。
な

お
問
委
員
会
は
向
防
隆
委
員

長
(
東
京
大
学
名
誉
教
授
)

ほ
か
各
分
野
の
権
威
者
計
九

名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

今
回
選
ば
れ
た
日
本
経
済
、

日
経
産
業
、
日
経
流
通
の
最

議
3協会 r新春賀詞交歓会」にて、上の写真は 3協会代表による鏡開き

A
O
)
、
兵
庫
県
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン

・
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
協
会

(
河
合
久
雄
会

長
、
H
A
O
)
、
京
都
府
健

全
娯
楽
業
協
会
(
八
尾
嘉
宥

会
長
、
K
A
O
)
、
滋
賀
県

健
全
娯
楽
業
協
会
(
朝
日
正4ξ追秀彦氏中山正E軍民

治
会
長
、S
A
O
)
の
近
畿
四

協
会
共
催
に
よ
る
初
の
「
新

春
互
礼
会
」
が
一
月
六
日
、

優
秀
賞
は
各
五
点
ず
つ
で
、

優
秀
賞
は
日
経
産
業
で
二
十

七
点
、
日
経
流
通
で
十
点
と

な
っ
て
い
る
。
う
ち
日
経
産

業
優
秀
賞
は
八
部
門
に
分
け

ら
れ
て
お
り
、
日
経
産
業
、

日
経
流
通
で
そ
れ
ぞ
れ
A
M

業
界
か
ら
受
賞
機
が
出
た
こ

と
に
な
る
。

任
天
掌
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
は
日
経
産

業
新
聞
の
「
文
化

・
ス
ポ
ー

ツ
用
品

・
雑
貨
」
部
門
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
。
同
紙
で

は
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
に
つ
い

て

「
子
ど
も
た
ち
に
フ
ァ
ミ

コ
ン
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
、

爆
発
的
に
売
れ
て
い
る
」
と

し
て
い
る
が
、
単
に
子
ど
も

に
と
ど
ま
ら
ず
社
会
現
象
と

し
て
大
い
に
話
題
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
八
六
年
二
月
か

ら
は
R
O
M
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ

の
代
わ
り
に
磁
気
デ
ィ
ス
ク

カ
l
ド
を
使
、
7
H
デ
ィ
ス
ク

シ
ス
テ
ム
ダ
が
発
売
予
定
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
近
い
将

来
に
は
フ
ァ
ミ
コ
ン
を
利
用

し
た
通
信
網
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
と
も
大
い
に
注
目
さ
れ

て
い
る
。

セ
ガ
祉
の
「
ハ
ン
グ
オ
ン
」

は
日
経
流
通
新
聞
の
優
秀
賞

」

八号営業者のための

「

を
受
賞
。
同
紙
で
は
問
機
に

つ
い
て
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル

ボ
デ
ィ
と
ゲ
ー
ム
画
面
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
「
実

際
の
レ
ー
ス
に
参
加
し
て
い

る
感
じ
に
な
る
」
と
説
明
、

「昨
年
二
月
の
風
営
法
施
行

以
来
、
沈
滞
ム

l
ド
に
あ
っ

た
街
の
ゲ
ー
ム
場
に
新
風
を

吹
き
込
ん
だ
」
と
評
価
し
て

いヲ令
。

任
天
堂

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
に
よ
る網
も

電
話
回
線
で
相
互
通
信

デ
ィ
ス
ク
シ
ス
テ
ム
前
提
に
、

任
天
堂
側
(
本
社
京
都
、

山
内
浮
校
長
)
で
は
こ
の
ほ

ど
、
同
社
の
大
ヒ

ッ
ト
商
品

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
」
を
情
報
端
末
機
と
し
て

使
用
す
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
通
信
網
構
想
を
発
表
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
近
い
将

来

「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
と
連
絡

し
た
H
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ρ

か
ら
各
種
の
情
報
が

得
ら
れ
る
ほ
か
、

「
フ
ァ

ミ

コ
ン
」
利
用
者
同
士
の
通
信

が
可
能
と
な
る
。

「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
は
五
十

• • 

八
年
七
月
発
売
以
来
、
爆
発

的
な
ヒ
ッ
ト
を
続
け
、
こ
れ

ま
で
約
五
百
六
十
万
台
発
売

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

同
一
機
種
の
大
量
普
及
と
い

う
状
況
に
あ
っ
て
、
同
社
で

は
昨
年
五
月
に
フ
ァ
ミ
コ
ン

を
情
報
端
末
機
と
す
る
通
信

網
構
想
を
打
ち
出
し
て
い
た

反
射
的
な
能
カ
の
養
成
に
大

い
に
役
立
つ
も
の
で
あ
り
、

ゲ
l
ム
場
は
学
校
以
外
の
教

育
機
関
に
も
な
り
得
る
」
と

強
調
し
た
上
で
、
「今
後
は
業

界
の
領
域
を
十
分
把
擬
し
て

よ
り
健
全
な
営
業
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
要
望
し
た
。

こ
の
ほ
か
来
ひ
ん
と
し
て

出
席
し
た
大
阪
府
議
会
の
大

久
保
幸
義
、
国
由
一
周
尚
治
、
橋

爪
省
二
、
士口
瀬
昌
幸
、
八
木

ひ
ろ
し
の
各
議
員
、
大
阪
府

の
背
少
年
対
策
課

・
勝
部
斉

課
長
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の

後
K
A
O
の
八
尾
会
長
が
乾

杯
の
音
頭
を
と
っ
て
祝
宴
に

入
っ
た
。
宴
な
か
ば
で
は
H

A
O
の
河
合
会
長
に
よ
る
中

締
め
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、

ビ
ン
ゴ
を
使
っ
た
抽
選
会
な

ど
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
終
始

な
ご
や
か
に
進
め
ら
れ
た
。

特
許
・
実
用
新
案

出
願
公
告
・
公
開

(
ロ
月
刊
日
1
1
月
川
日
)

特
許
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

許
お
よ
び
実
用
新
案
の
公
行

な
い
し
公
閉
め
松
新
分
で
、

A
M
業
界
関
述
の
も
の
は
次

の
と
お
り
。
記
事
内
谷
は
、

公
告
/
八
ム
聞
の
日
付
、
発
明 ファミコン周テ.イ スク

も
の
で
、
そ
の
一
段
階
と
し

て
磁
気
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ド
を

使
用
し
た
。
デ
ィ
ス
ク
シ
ス

テ
ム
。
お
よ
び
同
シ
ス
テ
ム

周
新
ソ
フ
ト
を
一
月
二
十
一

日
か
ら
発
売
予
定
(
本
紙
前

号
既
訓
練
)
し
て
き
た
。

今
回
発
表
さ
れ
た
通
信
網

構
想
は
、
電
話
回
線
を
利
用

し
て
一
定
地
区
内
の
家
庭
に

あ
る
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
と
情

報
拠
点
と
な
る
か
ホ
ス
ト
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
。
と
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
し
、
こ
の
拠
点

か
ら
各
種
め
ソ
フ
ト
を
提
供

し
て
い
く
と
い
う
も
の
。
ま

• • 

/
考
案
の
名
称
、
出
願
人
、

公
告
/
公
開
番
号
、
出
願
番

号
の
順
に
掲
級
。
な
お
⑮
は

審
査
請
求
の
あ
っ
た
も
の
を

示
し
て
い
る
。
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
発

明
協
会
な
ど
じ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

特
許
出
願
公
開

一
月
六
日
付
H
H
「
ゲ
l
ム

装
置
」

、
松
下
電
器
産
業
側

(
大
阪
)
、
日
ー
3
7
6
、

日
|
1
2
1
4
3
3
0

「ゲ

ー
ム
用
映
像
表
示
方
法
及
び

そ
の
装
置
」
、
辰
巳
電
子
工

業
側
(
大
阪
)
、
日
ー
3
8

3
⑮
、日
1
1
7
7
5
8
0
。

「
自
動
占
い
装
置
」
、
立
石

電
機
側
(
京
都
)
、
引
1
3

8

4

m

|
1
2
1
0
3
0
。

一
月
十
四
日
付

1
「
格
闘

技
ゲ

l
ム
装
謹
」
、
カ
シ
オ

計
算
機
附

(東
京
)
、
日
ー

8
0
8
2
日
|
1
3
0
5

4
p
o
。

ゲーム機設置営業者の

お庖ごとに 1冊は常

1，000円送料 250円
11冊以上のご注文の場合はお問い合わせ

下さい。送金方法11.、銅lf距彼替にて冊数
と金額をご記・入の上郵便局窓口へお出し

下さ、、。 郵便!i替口座 -大阪2-307852 

ユーズメント通信社

， 

定価

2冊以上の場合の送料
2~5 冊 350悶

6 ~IO冊 450問

アミ
〒530大阪市北区神山町9-16(山名ビル)ft06(314) 0309 

ず
フ
ァ
ミ
コ
ン
利
用
者
は
同
に
セ
ッ
ト
す
れ
ば
自
動
的
に

シ
ス
テ
ム
専
用
の
送
受
信
装
商
品
が
注
文
で
き
る
。

置
「
デ
ィ
ス
ク
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
以
上
の
よ
う
な
情
報
提
供

を
電
話
回
線
に
接
続
。
ホ
ス
の
ほ
か
、
デ
ィ
ス
ク
フ
ア
ツ

卜
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
の
ク
ス
同
士
の
通
信
が
可
能
な

情
報
が
電
話
回
線
を
通
じ
て
の
で
、
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
利
用

こ
の
デ
ィ
ス
ク
フ
ァ
ッ
ク
ス
者
同
士
の
通
信
も
で
き
る
こ

に
送
ら
れ
、
同
フ
ァ
ッ

ク
ス
と
に
な
る
。
な
お
相
手
側
が

に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
磁
気
デ
ィ

不
在
の
時
に
は
、
相
手
方
の

ス
ク
カ

l
ド
に
記
憶
さ
れ
る
。
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ド
に
メ
ッ
セ

デ
ー
タ
を
記
憶
し
た
同
カ
|

|
ジ
を
伝
、
え
る
こ
と
も
で
き

ド
を
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
。に
る
。

セ
ッ
ト
す
れ
ば
、
フ
ァ
ミ
コ
家
縫
周

T
V
ゲ
。l
ム
装
置

ン
本
体
に
接
続
さ
れ
た
家
庭
と
し
て
発
売
さ
れ
た
「
フ
ア

用
テ
レ

ビ
に
画
像
情
報
が
映
ミ
コ
ン
」
だ
が
、
単
に

T
V

し

出

さ

れ

る

。

ゲ

ー

ム

機

の

み

と

し

て

の

働

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
応
用
き
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら

例
と
し
て
は
、
学
習
塾
や
ホ
の
装
置
同
士
で
通
信
も
司
能

|
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
が
に
な
る
な
ど
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」

考
え
ら
れ
、
例
え
ば
学
溜
塾
の
カ
は
か
な
り
の
も
の
が
あ

の
場
合
で
は
塾
が
宿
題
な
ど
り
そ
の
め
ざ
ま
し
い
進
化

を
入
力
し
た
デ
ィ
ス
ク
カ
ー

ぶ
り
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て

ド
を
生
徒
に
渡
し
、
生
徒
は
い
る
。

各
家
庭
か
ら
フ
ァ
ミ
コ
ン
を

使
っ
て
そ
の
答
、
え
を
同
カ
ー

ド
に
入
力
し
た
後
、
同
フ
ァ

ッ
ク
ス
を
使
っ
て
、
塾
本
部

に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
ホ
ー
ム
シ
ヨ

y
ピ
ン
グ

な
ど
で
は
、
テ
レ
ビ
画
面
に

再
生
さ
れ
た
商
品
リ
ス
ト
や

絵
な
ど
を
見
な
が
ら
、
欲
し

い
商
品
の
コ
ー
ド
を
同
カ
ー

ド
に
入
力
、
同
フ
ァ
ッ
ク
ス

附
和
六
十

一
年
二
月

一
月
十
八
日
付

1
「
ス
ロ

ッ
ト
マ
シ
ン
」
、
高
砂
電
器

産
業
側
(
大
阪
)
、
m
i
l

l
0
7
8
@
、
日
1
1
3
2

東京(03)438・0698 大阪06(943)-2512 
名古屋(052)昂3・冊目描同(092)412-36舶志社(06)9.・3・33詑

互
い
に
助
け
合
う
識
見
が
大
大
阪
・
中
津
の
東
洋
ホ
テ
ル

事
で
あ
り
、
そ
れ
を
と
く
に
に
て
聞
か
れ
、
こ
れ
に
約
二

望
み
た
い
」
と
述
べ
る
と
と
、
百
六
十
名
の
A
M
オ
ベ
レ
ー

も
に
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
て
タ
ー
が
参
集
し
盛
大
な
催
し

祝
宴
に
入
っ
た
。
宴
は
終
始
と
な
っ
た
。

な
ご
や
か
に
進
め
ら
れ
、
A
同
互
礼
会
は
O
A
O
の
中

次
に
三
協
会
の
会
長
に
よ
O
U
の
中
西
会
長
が
、
業
界
川
亘
副
会
長
の
司
会
で
進
め

る
鋭
割
り
が
行
な
わ
れ
、
J
の
健
全
な
発
展
と
業
界
関
係
ら
れ
、
四
協
会
の
会
長
(
S

A
P
E
A
の
山
田
会
長
が

「
見
者
の
健
康
を
祈
し
て
中
締
め
A
O
は
吉
岡
和
晃
理
事
が
代

通
し
は
残
念
な
が
ら
不
透
明
を
行
な
っ
た
ほ
か
、
A
O
U
理
出
席
)
が
紹
介
さ
れ
た
後

で
あ
る
が
、
J
A
M
M
A
、

の
駒
井
徳
造
副
会
長
の
音
頭
代
表
し
て
O
A
O
の
梅
原
会

J
A
P
E
A
A
O
U
の
各
で
カ
強
く
万
オ
三
唱
を
行
な
長
が
挨
妙
に
立
っ
た
。
梅
原

会
員
が
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
い
故
後
を
締
め
く
く

っ
た
。
氏
は
H
全
国
連
合
会
。
問
題
な

ー

ど
も
含
め
こ
れ
ま
で
の
経
過

を
報
告
し
た
後
、
「昨
年
は
新

風
営
法
対
策
に
追
わ
れ
た
が

今
年
は
子
ど
も
や
家
族
連
れ

に
よ
り
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
、
よ
り
明
る
い
業
界
づ

く
り
を
目
指
し
て
遇
進
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

引
続
き
来
ひ
ん
挨
拶
が
行

な
わ
れ
、

矢
追
秀
彦
衆
院
議

員
(
公
明
)
が

・「
青
少
年
非

行
問
題
な
ど
に
留
意
し
た
よ

り
健
全
な
営
業
を
推
進
し
、

さ
ら
に
四
協
会
が
発
展
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
」
と
述
べ
た
。

ま
た
中
山
正
時
衆
院
議
員

(自

民
)
は
「
今
固
め
新
風
営
法

問
題
で
業
界
の
方
々

に
も
混

乱
が
あ
っ
た
よ
う
だ
」
と
前

置
き
し
た
後
、
ゲ
ー
ム
機
の

果
た
す
教
育
的
効
果
に
つ
い

て
触
れ

J
寸
先
の
器
用
さ
や

カメレタメ元軍詩を頼信
炉
』術技，EE

 

2
2
6
。
同

日

1
1
1
0

7

9

@
、
日
ー
1
7
2
3
1

0
。
「
遊
戯
用
振
り
子
式
乗

物
」
、
鮒
ト
|
ゴ
(
東
京
)、

l

、

J

G
I
l
l
0
8
1
日
ー
ー

守
d

つ
れ】q
a
A噌

p
b
。

株式会社

デ
ィ
ス
ク
の
発
売

予
定
1
ヵ
月
延
長

任
天
堂
が
ご
く
最
近
発
表

し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、「
フ

ァ
ミ
コ
ン
」

{
ア
イ
ス
ク
シ
ス

テ
ム
は
発
売
を
二
月
二
十

一

日
に
予
定
延
長
し
た
。
デ
ィ

ス
ク
式
新
ゲ
ー
ム
も
一
ヵ
月

延
長
、
と
な
っ
て
い
る
。

• • 

角
間
庄
助
(
北
海
道
)
、
ω

ー
1
9
5
0
8
9
日
|
8

q
J
n
u
n
c
o
o
。

一
月
十
一
日
付

1
「
ボ
ク

シ
ン
グ
遊
技
具
」
、
成
後
柏

(
隣
国
)
、
日
1
4
6
8
6

⑮
、
ω
1
7
4
9
2
8
4
立

体
ゲ

l
ム
装
置
」

、
カ
シ
方

計
算
機
側
(
東
京
)
、
日
ー

4
6
8
8
m
|
8
8
1
3
 

2
0
「
電
子
麻
雀
ゲ

l
ム
機
」
、

大
平
技
研
工
業
側
(
岐
阜
)
、

日
|
4
6
8
9
、
日
1
8

8

6
7
5
0
「
自
動
販
売
機
用

ゲ
l
ム
装
置
」
、
富
士
電
機

側
(
神
奈
川
)
、
日
ー
4
6

9
0
日
1
8
8
5
0
6
。

「電
子
ゲ

l
ム
装
置
」
、
カ

シ
オ
計
算
機
附

(
東
京
)
、

l

、

}

6
1
4
6
9
1
日
|
8

8

t
A
勺

a今
O

。

一
月
寸
八
日
付
H

「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
装

置
を
具
え
た
装
置
」
、
側
タ

イ

ト

|
(
東
京
)
、
日
1
8

0
9
4
日
1
9
0
8
8
4
。

平
素
は
格
別
の
お
引
立
を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
弊
社
が
発
表
数
し
ま
し
た
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機
「
怒
(I
K
A

R

I
)」
は
弊
社
が
独
自
に
開
発
製
品
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
の
機
械
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
こ
れ
に
類
似
す
る
商
品
と

し
て
製
造
、
改
造
、
販
売
、
輸
出
す
る
等
の
行
為
を
す
る
こ
と
及
、
び
こ
れ

ら
の
機
械
を
使
用
し
て
営
業
す
る
こ
と
は
著
作
権
法
、
工
業
所
有
権
諸
法
、

不
正
競
争
防
止
法
等
に
抵
触
し
弊
社
の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
で
は
、

業
界
の
秩
序
維
持
、

し
上
回げ
ま
す
。

実
用
新
案
出
願
公
開

十
二
月
二
十
六
日
付
l
「移

動
式
反
転
表
示
際
的
装
中
間
」
、

謹

丘と
Eヨ

こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分
に
ご
注
意
賜
わ
り

健
全
な
発
展
の
た
め
に
皆
械
の
ご
協
力
を
・
お
願
い
中

吹
田
市
豊
津
町
十
一
番
十
三
号
(
石
田
第
二
ピ
ル
)

株
式
会
社
ヱ
ス
エ
ヌ
ケ
イ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

吹
田
市
豊
津
町
十
二
番
目
一
号

株

式

会

社

新

日

本

企

画
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費、
。
連
合
会
市

第
2
回
理
事
会
、

N
A
O
資
産
は
凍
結
へ
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• • セ
ガ
社

関
係
者

止_，、、

予

を優
待
券
は
会
員
協
会
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
N
A

O

方
式
と
異
な
る
。
実
行
委
員

に
は
在
京
メ
ン
バ
ー
の
協
力

を
得
た
」
と
述
べ

、
中
西
会

長
は
「
メ
ダ
ル

ゲ
ー
ム
機
の

展
示
は

一
般
の
ゲ

l
ム
機
と

区
別
し
た
い
」
と
補
足
し
た

(開
催
要
領
な
ど
は
前
号
既

報
。
左
に
関
連
記
長
)
。
な

お
、
同
連
合
会
は
新
風
営
法

第
四
十
四
条
に
恭
づ
き
、
十

二
月
二
十
七
日
に

「胤
併
営

業
者
の
団
体
」
と
し
て
届
け

出
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

懸
案
事
項
の
う
ち
会
伐
に

つ
い
て
は
、
会
員
所
属
オ
ペ

レ
ー
タ
ー

一
社
当
た
り
五
千

阿
で
初
年
度
を
進
め
る
こ
と

汁

が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り

は

昨
年
十
月
か
ら
今
年
九
月
ま

い

で
の
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、

川

承
認
さ
れ
た
。
う
ち
収
入
で

叫

は
入
会
金
二
百
万
円
、
会
費

(

七
百
五
十
万
円
、
雑
収
入
五

4
冨時

百
五
十
万
円
の
計
千
五
百
万

国第会品目進国全+」.真写のよ

い
る
。
第
二
回
会
合
は
二
十

九
日
に

N
S
ビ
ル
で
開
き
、

出
展
社
の
小
間
位
置
な
ど
決

め
る
予
定
ー
ー
と
し
て
い
る
。

連
合
会
シ
ョ

l
実
行
委
員

の
メ
ン
バ

ー
は
次
の
と
お
り

(
順
不
同
、
社
名
略
称
)。

鈴
木
実
氏

(
タ
イ
ト

l
)
、

林
裕
通
氏

(友
栄
)
、
小
形

武
徳
氏

(
セ
ガ
社
)
、
前
回

洋
海
氏

(テ
ク
モ
)
、
小
倉

忠
弘
氏

(
G
M
商
事
)
、
国

所
武
氏
(
東
京
マ
ル
サ
ン
)
、

松
木
一
郎
氏

(I
C
M
)
、

松
浦
秀
雄
氏
(
ナ
ム
コ

)

相
国
進
氏

(ト
i
ゴ
)
、
長

谷
博
司
氏

(昭
和
鉄
工
)
、

鈴
木
基
悦
氏
(
ド
ヰ
)
、
久

回
読
男
氏
(
東
京
キ
ャ
ビ
オ

ー
ト
)
、
三
輪
一
郎
氏

(
サ

ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
)
、
筒

井
尚
一
氏

(
T
A
M
O
A
)。

れ
、
こ
れ
に
山
田
俊
夫
氏
が

問
委
員
会
監
事
に
加
わ
り
、

十
二
月
二
十
日
ご
ろ
第

一
回

会
合
を
聞
い
た
。
そ
こ
で
、

シ
ョ
ー
の
企
画
運
営
、
開
催

要
領
、
シ
ョ

|
実
行
委
員
の

指
名
に
つ
い
て
駒
井
委
員
長

と
中
西
会
長
に
一
任
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
後
、

開
催
要
領
が
発
表
さ
れ

(本

紙
前
号
既
報
)
、
出
展
募
集

と
な
っ
た
。
シ
ョ

i
実
行
委

員
に
つ
い
て
は
十
二
月
二
十

六
日
に
指
名
を
終
、
ぇ
、

一
月

十
六
日
に
第

一
回
会
合
を
聞

き
、
さ
ら
に
細
か
い
開
催
要

領
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

⑨ • 

z民ご

スー

大
川
功
氏
の
記
念
講
演
な
ど
多
彩
な
催
し
に

3
6
0
人

席状構終催 蘭と入 った旧ど項聞東一昭会シ日よレ差 、一成了の向もな(い NNにの四月雄」ン本る|各
:中名員後「理のる内て AAつう事大七会(・ア 。タ都

合 :酋をニ|掲新事ぞな回は o0いち会学日長率オミ会 |道
広 :会合 十 か春会 か ど博 「資がて会を校、、務ペユ 国協府
苧:長め 五 れ貨はせ 、氏当産強 は 費開友東 A 局 レ|迷会 県
H :が十名た詞、た不)分のく決 、き会京 O東 |ズ合(の
亥n:議七中 も交三 。可 -1債の引迫ま予 、館 霞 U京 タメ 会組 A
あ(長名 、の欽協 解か間継つつ算懸でが)、 I/'''合 M
とが委で会会 なり清ぎてた築家第闘で 中 速 ト「 ) オ

シ:な出任、」共 ー 」 算にいがな事二のは西合マ会にペ

ヨ :二 招協 O中氏しど集要 l成 員|び異シが兼つ メい つ
I :枚待 会 U ではたを要領の 、会笑に会ヨあシいンる開て
ヘ:配券買傘「こ 。説領、開シの行シな |りヨてト「催進
{ :布 をに下 Aの同明な事主催ヨ構委ヨら委 、l 、・Aがめ
IDJ : 、 委駒エ O間ら
け j'← f “ γ ーァ コ 員井キ U近れ
li 皿】← 『} . . ~ bd『 REzム岨岨園長徳スアか fこ

(「一-h て「カ造ポミにら副 86ユ追
. 報会 '- Iつ
d・Jl...t.. 9 晶 告 長にズて

営
哲
学
、
高
度
情
報
化
社
会

に
お
け
る

C
S
K
グ
ル
ー
プ

の
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
約
一

時
間
に
わ
た

っ
て
講
演
。
こ

の
中
で
同
氏
は
、
企
業
経
営

‘ 

は
ビ
ジ
ョ
ン

1
夢
を
持
つ
こ

と
で
あ
り
、
ト

ッ
プ
だ
け
で

な
く
社
員
に
も
夢
を
描
か
せ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、

高
度
情
報
化
社
会
は
端
的
に

オペレーター@パートナー

lAよDも2人@カで
… 媛務内容 ……ー

・ゲームコーナーの共同経営

・ゲームマシンの長期制賦販売

・長期資金拠資

ケイ・アミューズメントリース::
東京(425)8102 大阪(365)8879

制
-

鮒
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

湖
一
イ
ゼ
ス
(
本
社
東
京
、
中
山

崎
一隼
雄
社
長
)
の
関
係
者
に
よ

引
一
る

「
郎
新
春
賀
詞
交
歓
会
」

第
一
が
一
月
九
日
夕
方
、
東
京

・

一虎
の
門
の
ホ
テ
ル
オ

l
ク
ラ

一
に
て
聞
か
れ
、
こ
れ
に

A
M

一
関
係
業
者
ら
約
三
百
六
十
人

が
参
集
す
る
な
ど
盛
大
な
催

し
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
同
社
の
家
庭
用
T

V
ゲ
l
ム
機
な
ど
の
コ
ン
シ

ュ
ー

マ
|
製
品
を
取
扱
う
玩

具
卸
、
小
売
脂
の
税
睦
会
で

あ
る
「
S
&
G
ク
ラ
ブ
」
(
柿

沼
四
平
会
長
)
と
、
同
祉
の

業
務
用
A

M
機
を
取
扱
う
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
、
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ

ー
タ

l
の
親
睦
会

「
S

G
懇
話
会
」

(
山
中
秀
晃
会

長
)
の
共
同
主
催
、
同
祉
の

協
賛
で
行
な
わ
れ
た
も
の
。

同
交
歓
会
は
同
社
会
長
で
あ

り
同
祉
の
親
会
社
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
附

(
C
S

K
)
社
長
で
も
あ
る
大
川
功

氏
の
記
念
講
演
、
セ
ガ
社
の

新
製
品
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
順
で

進
め
ら
れ
た
。

大
川
氏
は

「ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
社
会
と
遊
ビ
ジ
ネ
ス
」
と

い
う
テ

l
マ
で
、
同
氏
の
経

支
出
で
は

T

A

M
O
A
へ
の
事
務
委
託
料
五

百
万
円
な
ど
が
泳
認
さ
れ
た
。

一
方
、
旧

N
A
O
か
ら
N

A

O
資
産
の
引
継
ぎ
が
求
め

ら
れ
て
お
り
懸
案
と
な
っ
て

い
た
が
、
清
算
人
で
あ
る
内

田
理
事
が
「
当
分
の
問
、
消

円
と
な
り

ア
イ
レ
ム
販
売
が
偏
向
板
使
用
の

立
体
T
V
機
完
成

ア
イ
レ

ム
版
売
附

(本
社
各
モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
閉
じ
場

大
阪
、
高
崎
由
之
社
長
)
で
函
で
あ
り
な
が
ら
少
し
呉
な

は

一
月
十
日
、
東
京
会
場
は
る
画
像

(
右
目
で
見
た
映
像

東
京
販
売
事
務
所
で
、
大
阪
と
左
目
で
見
た
映
像
の
違
い
)

会
場
は
本
社
の
あ
る
岡
本
興
が
映
し
出
さ
れ
、
偏
向
フ
ィ

産
ビ
ル
に
て
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ル
タ
ー
を
通

っ
た
こ
つ
の
画

イ
ベ

l
ト
シ
ョ
ー
を
開
き
、
像
が
偏
向
ガ
ラ
ス
に
よ
り
合

同
社
T
V
ゲ
l
ム
機

「
パ
卜
成
さ
れ
る
。
こ
の
合
成
画
像

ル
パ

l
ド」

「
ス
ペ
ラ
ン
カ
が
も
う

一
方
の
編
向
フ
ィ
ル

|
」
を
発
表
し
た
。
同
発
表

タ

ー

に

よ

三

汁

‘

会
に
は
同
会
場
で
オ
ペ
レ

l

り

、

再

び

包

日

夕

l
ら
関
係
業
者
約
百
八
十
分
縦
し
て

名
が
参
集
し
た
。

プ

レ
イ
ヤ

「
バ
ト
ル
パ

i
ド
」
は
ニ

ー

の
自
に

つ
の

T
V
モ
ニ
タ
ー
と
偏
向
映
る
。

っ

ガ
ラ
ス
を
使
っ
た
新
シ
ス
テ
ま
り
画
像

ム

「
A

X
1
9
0
2
シ

ス

テ

の

垂
直
光

ム
」
の
係
用
に
よ
り
、
よ
り
波
は
布
団

高
度
な
立
体
映
像
を
実
現
し
に
、
水
平

た
宇
宙
戦
争
ゲ

l
ム
。

光
波
は
左

同
シ
ス
テ
ム
で
は
、

二
つ
目
に
入
り
、

の
T
V
モ
ニ
タ
ー
を
横
方
向

立
体
効
果

と
上
部
に
向
け
て
九
十
度
の
が
生
ま
れ

角
度
で
設
置
、
そ
れ
ぞ
れ
の
る
し
く
み
。

モ
ニ
タ
ー
の
前
面
に
偏
向
フ
す
で
に

イ
ル
タ
ー
が
浸
か
れ
て
い
る
。
同
社
で
は

一吉田
う
と
あ
ら
ゆ
る
端
末
で
結

ん
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
で

あ
り
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

H

個
性
化
。
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
説
明
し
た
後
、

「
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
は
最
新
の
技
術

が
集
約
さ
れ
て
お
り
情
報
が

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
。

不
良
少
年
の

H

た
ま
り
場
。

で
は
な
く
、

若
者
が
楽
し
め

る
情
報
基
地
に
す
べ
き
で
あ

司.

セガ社系 rS&GクラブJ rS G懇話会』共催の「新春質問交歓会J (1月9日)Iニて、上の写真は大川功
CSK社長・(セガヰ士会長)の記念講演のようす。下の写真はパーティ ーのもようで、右下 (左から)セガ社

中山社長、 SG懇話会山中会長、 S&Gクラブ柿沼会長による
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文
庫
本
で
ゲ

l
ム
プ
レ

「
ゼ
ビ
ウ
ス
」
発
行

用
ゲ
ー
ム
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は

五
十
九
年
十
一
月
発
売
)
と

も
に
大
ヒ
ッ
ト
作
と
な
っ
た

T
V
ゲ
i
ム

「
ゼ
ビ
ウ
ス
」

の
ゲ

l
ム
ス
ト
ー
リ
ー
を
も

と
に
、
読
者
自
'
身
が
向
分
の

意
志
に
よ
り
本
の
中
で
ゲ
ー

ム
を
進
め
て
い
く
、
と
い
う

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

(R
P

G
)
風
に
脚
色
さ
れ
た
ゲ
ー

ム
ブ

ッ
ク
で
、
文
庫
判
で
作

ら
れ
た
。

本
の
内
容
は
、

ロH
同
月同国

側
ナ
ム
コ

(本
社
東
京
、

6
一中
村
雅
哉
社
長
)
で
は
こ
の

唱

ほ
ど
、
同
社
開
発
の

T
V
ゲ

日

|

ム
「
ゼ
ビ
ウ
ス
」
を
も
と

に
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
「
ス
ー
パ

j，

ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
i
ム
・

トド

ゼ
ビ
ウ
ス
」
を
著
作

・
制
作

ナ
ム
コ
制
作
、

東
京
創
元
社
発
売

し
、
同
舎
は
鮒
東
京
創
元
社

か
ら
十
二
月
下
旬
発
売
と
な

っ
た
(
定
価
凹
百
八
寸
同
)
。

こ
れ
は
、
業
務
用
T
V
ゲ

i
ム
機
(
五
十
八
年
一
月
発

売
)
、
家
庭
用
(任
天
堂

「
フ

ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
」

主
人
公
と

な
っ
た
読
者
が
、
未
知
の
惑

E
Hゼ
ビ
ウ
ス

H
に
テ
レ
ポ

ー
ト
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り、

T
V
ゲ
ー
ム
で
出
て
米

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
怪
物
が

次
々
と
登
場
、
読
者
は
こ
れ

ら
を
避
け
た
り
戦
っ
た
り
，
何

分
で
ゲ
ー
ム
を
進
め
て
い
き
、

最
後
は
H

ゼ
ビ
ウ
ス
民
H

の

泌
を
解
き
、
最
大
の
敵
H

ガ

ン
プ
。
の
肘
場
所
を
つ
き
と

め
や

っ
つ
け
る
ー
ー
と
い
う

も
の
。
従
来
の
ジ
ャ
ン
ル
に

1
1
 

m例E念ももももも
もももももも

⑩ • 

る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
新
製
品
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
セ
ガ

社
の
新
マ
ザ
ー
ボ

l
ド

「
シ

ス
テ
ム
時
」
の
第
一
抑

「
メ

ジ
ャ

ー
リ
ー
グ
」
お
よ
び
第

二
郊
の
試
作
機
の
ほ
か
、
「
ウ

才

l
ボ
i
ル
」
「
ど
き
ど
き

ペ
ン
ギ
ン
ラ
ン
ド
」
な
ど
の

T
V
ゲ
ー
ム
機
が
展
示
さ
れ

た
。
さ
ら
に
家
庭
用

T
V
ゲ

ー
ム
機
「
セ
ガ
マ
ー
ク
血
」

お
よ
び
対
応
ソ
フ
ト
が
各
種

展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
カ
ー
ド

1
月

9
日

(
東
京
)
、

テ
ク
モ

算
人
的
り
に
し
た

い
」
旨
の

申
し
出
を
残
し
欠
席
し
た
た

め
、
こ
の
問
題
は
白
紙
に
戻

っ
た
。

こ
の
過
松
は
不
可
解

な
ま
ま
で
あ
る
。

以
上
の
ほ
か
、
①

A
O
U

の
マ

ー
ク
原
案
が
決
ま
り
、

A
O
U
マ
ー
ク
入
り

「
風
営

許
可
証
人
れ
」
の
額
ぶ
ち
を

試
作
す
る
、
②
健
全
性
ア
ピ

ー
ル
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る

方
向
で
、
傍
原
油
削
三
副
会
長

へ
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
る
、

③
連
合
会
活
動
円
滑
化
の
た

め
顧
問
代
議
士
を
設
け
る
方

向
と
し
、
そ
の
人
選
な
ど
会

長
一
任
と
す
る、

④
J
O

U

に
協
力
し
青
少
年
指
導
員
養

成

講

座

を

開

催

す

る

な

ど
決
ま
っ
た
。

昨
年
の

A

M
シ
ョ

l
で
試
作

機
を
出
展
、
そ
の
後
ソ
フ
ト

の
開
発
を
進
め
今
回
の
発
表

会
で
完
成
ロ
聞
が
披
露
さ
れ
た
。

同
社
独
特
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト

に
な

っ
て
お
り
、
ソ
フ
ト
、

ハ
i
ド
の
両
方
で
新
タ
イ
プ

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
ス
ペ
ラ
ン
カ
|
」
は
地

底
探
検
を
内
容
と
し
た
ゲ
ー

ム
機
で
、
米
国
ブ
ロ

l
ダ
l

バ
ン
ド
社
の
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー

ム
を
許
諾
を
得
て
業
務
用
に

し
た
も
の
(
い
ず
れ
も
本
号

「
話
題
の
マ
シ
ン
」
参
照
)。

-

アイレム販売の新製品発表会(1月10目、犬阪会場)のもょう

ソ
フ
ト

(E
P
ヵ
l
ド
)
の

書
き
換
え
機
も
紹
介
さ
れ
た
。

引
続
き
パ

ー
テ
ィ
ー
に
移

り、

冒
頭
セ
ガ
社
の
中
山
社

長
、
「
S
&
G
ク
ラ
ブ
」
の

柿
沼
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

を
述
べ

、

「
S
G
慾
話
会
」

の
山
中
会
長
が
乾
杯
の
音
頭

を
と
っ
た
。
宴
な
か
ば
で
は

助
六
太
鼓
や
模
擬
富
く
じ
に

よ
る
抽
選
会
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
行
な
わ
れ
、
終

始
な
ご
や
か
に
進
め
ら
れ
、

盛
大
な
催
し
と
な
っ
た
。

の
新
作
展

10 
日

「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」

側
テ
ク
モ
(
旧
社
名
H

テ

ー
カ

ン
、
本
社
東
京
、
柿
原

孝
社
長
)
で
は
東
京
会
場
は

一
月
九
日
に
神
田
の
大
朋
会

館
に
て
、
大
阪
会
場
は
翌
十

日
に
中
之
'
品
の

N
C
B
会
館

に
て
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
イ
ベ

ー

ト
シ
ョ
ー
を
聞
き
、
同
社
開

発
の

T
V
ゲ
l
ム
機

「ワ
ー

ル
ド
カ

ッ
プ
」

の
テ
ー
ブ
ル

タ
イ
プ
を
発
表
し
た
。
間
発

表
会
に
は
東
京
、
大
阪
両
会

場
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ら
関
係

業
者
約
四
百
一九
十
名
が
参
集

し
た
。
こ
の
発
表
会
で
披
派
さ
れ

た
の
は
聞
社
T
V
ゲ
l
ム
機

「
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
」

ス
タ

な
い

ρ

ゲ
i
ム
ブ
ッ
ク
H

が

紋
近
現
わ
れ
て
い
る
が
、
業

務
用
T

V
ゲ
l
ム
か
ら
発
達

し
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て

の
も
の
に
な
る
も
ょ
う
。

東
京
創
元
社
か
ら
発
売
の
ゲ
l
ム

ブ
ッ
ク
「
ゼ
ビ
ウ
ス
」
の
表
紙

テ
ー
ブ
ル
型
披
露

ン
ド
タ
イ
プ
と
、
そ
れ
に
続

く
テ
ー
ブ
ル
型
。
と
く
に
後

者
の
テ
ー
ブ
ル
型
は
基
板
セ

ッ
ト
で
、
ス
タ
ン
ド
タ
イ
プ

と
同
時
発
先
と
な
る
も
の
だ

が
、
こ
れ
ま
で
ス
タ
ン
ド
タ

イ
プ
し
か
披
崩
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
急
ぎ
発
表
し
た

も
の
。
テ
ー
ブ
ル
引
で
は
同
社
附

発
の
独
得
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

パ
ネ
ル
(
操
作
盤
)
が
つ
い

て
お
り
、
ゲ
ー
ム
進
行
の
ス

ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
る
と
プ
レ

イ
ヤ
ー
は
か
な
り
の
体
力
を

要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ス
ポ
ー
ツ
ゲ

i
ム
ら
し
さ
が

評
側
さ
れ
て
い
る

(詳
し
く

は
本
号

「話
題
の
マ
シ
ン
」

参
照
)。

本
紙
伶

mm号制山

ロ
耐
の
J
A
M

M
A
鋭
部
国
型
事
会
の
記
ぃ
小

中
、
東
京
A
V
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
の
代
表
者
名
が

「欠
肘
徳

必
社
長
」
と
あ
る
の
は

「矢

野
将
版
社
長
」
の
繰
り
で
し

た
。
矢
野
徳
造
氏
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と

を
傑
く
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

訂
正

スーパーウヱポンを探せff111 
怒(いかり)

2人参加、生き残るため

敵の本拠地で壮絶な闘い

スベランカー

地底の洞くつ探険ゲーム

秘密の通路を探し出せ/

メジャーリーグ

リアルなTV野球ゲーム

ボールに合わせ画面移動

ほれほれもぐ

モグラがスコップで掘る

新しいクレーンゲーム機

⑩ • 
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は
八
月
一
日
か
ら
ニ
ト

4
日

間
の
子
定
で
、
尼
崎
市
内
の

記
念
公
凶
(
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
)
に
て
開
か
れ
、
入
場

者
数
を
ニ
ト
万
人
か
ら
二
十

4
M人
と
見
込
ん
で
い
る
。

地
部
分
「
ゆ
め
ゆ
め
ラ
ン
ド
」

こ
の
ほ
か
川
削
叫
が
会
で
は

に
同
協
会
会
民
布
ぶ
が
参
加
①
事
務
局
人
予
に
つ
い
て
附

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

H
H
b』検
J
し
た
が
、
川
村
山
川
は

こ
れ
は
同
協
会
に
「
も
り
つ
会
長
に

一
任
と
な
っ
た
。
②

こ
ラ
ン
ド
」
で
の
実
制
が
あ
第
二
卜
三
川
A

M
シ
ョ

ー
の

る
こ
と
か
ら
参
加
安
」
が
あ
決
昨
鍬
行
が
あ
り
、
剰
余
念

っ
た
も
の
で
、
同
協
会
で
は
の
う
ち

J
A
M
M
A
と
配
分

も
リ

っ
ζ

ラ
ン
ド
巡
党
委

H
さ
れ
る
川
協
会
の
分
に
つ
い

会
が
検
討
、
参
加
を
決
め
、
て
検
討
し
た
結
来
、
八
仁
川
似
を

十

一
一月
三

H
付
で
会
民
に
対
同
協
会
の
収
入
と
し
協
会
川

し
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
動
伐
に
あ
て
る
こ
と
で
了
水

参
加
申
込
み
を
募
る
文
占
を
と
な

っ
た
(
前
回
ど
お
り
)。

配
布
し
た
。
そ
の
結
果
、
申

③
同
協
会
の
「
協
会
案
内
」

込
み
は
十
五
社
あ
り
、
設
置
は
作
成
す
る
方
向
で
検
討
を

申
込
み
機
絡
は
十
三
機
縄
と
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
④

の
報
告
が
あ

っ
た
。

こ
の
設
も
り
っ
こ
ラ
ン
ド
の
決
算
報

置
機
純
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
告
が
あ
っ
た
。
⑤
同
協
会
新

ど
が
も
り
っ
こ
ラ
ン
ド
に
設
年
懇
級
会
を
聞
く
こ
と
に
な

置
し
た
も
の
だ
が
、
ま
だ
絞
り
、
こ
れ
は
そ
の
後
、
一
月

終
的
に
は
決
ま
っ
て
い
な
い
二
一
Er--
二
H
に
熱
海
で
実
施
す

な
お
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
る
旨
通
知
さ
れ
て
い
る
。

遊
園
施
設
の
運
営
を
め
ぐ
る

.
倫
理
規
定

J
A
P
E
A
第
何
回
理
事
会
、
事
務
局
人
事
は
会
長
一
任

全
日
本
遊
同
施
設
協
会
(
本
風
定
の
内
符
に
つ
い
て
大
令

部
米
京
、
山
国
三
郎
会
長
、
治
刷
会
長
か
ら
、「創
応
、
例

J
A
P
E
A
)
で
は
千
二
川

作

物

の
州中
南
に
附
す
る
以
」

六
日
、
東
京

・
辺
が
附
の
点
を
椛
リ
込
み
た
い
と
し
て
、

機
大
乍
校
友
会
館
に
て
第
二

そ

の

案
文
が
提
案
さ
れ
た
。

卜
六
回
理
が
会
を
開
き
、
コ
同
案
文
を
含
め
た
同
総
定
案

ピ
l
防
止
の
た
め
の
同
協
会
に
対
し
て
い
ろ

い
ろ
広
川んが

「倫
閣
内
現
定
(
案
)
」
の
検
出
た
が
、
こ
れ
は
同
協
会
の

討
、
ま
た
兵
庫
県
厄
崎
市
で
「
法
本
埋
念
と
も
言
え
る
」

八
月
に
開
催
さ
れ
る
「
部
フ
の
で
慎
重
審
議
を
要
す
る
と

エ
ス
テ
ィ
パ
ル
あ
ま
が
さ
さ
」

い
う
こ
と
で
、
同
州
判
定
案
の

へ
の
同
協
会
会
員
の
参
加
申
内
容
と
タ
イ
ト

ル
に
つ

い
て

込
み
状
況
の
報
告
な
ど
を
行
全
会
員
の
意
見
を
聞
く
こ
と

な
っ

た
。

に

な

っ

た

。

な

お
そ
の
結
果

同
協
会
の
「
倫
理
規
定
」

は
後
日
、
正
副
会
長
会
議
で

作
り
に
つ
い
て
は
、
前
回
理
と
り
ま
と
め
理
事
会
で
審
議

事
会
で
山
悶
俊
夫
理
事
か
ら
、
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

不
当
競
争
や
競
合
な
ど
を
防

「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
あ
ま

止
す
る
目
的
の
同
規
定
案
が
が
さ
さ
」
は
、
尼
崎
市
が
市

提
案
さ
れ
、
検
討
す
る
こ
と
制
七
十
周
年
を
記
念
し
て
聞

に
な
っ
て
い
た
。
今
回
は
同
く
イ
ベ
ン
ト
で
、
そ
の
遊
刷

ちひ、っこランド
ロビンソン 1号庖(春日部)屋上の

乗物機中心でサンエース運営

っ
こ
ラ
ン
ド
」
の
辺
引
を
、

場
ニ
純
輸
送
機
側
(
本
社
大
阪
、

前
問
主

一
社
.
い
と
の
オ
ペ
レ

ー
ト
部
門
の
「
会
社
、
側
サ

ン
エ
ー
ス
(
同
)
が
州
当
し

話
題
と
な
っ
て
い
る
。

同
百
貨
析
は
イ
ト

l
ヨ
ー

カ
州
北
が
、

「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
」

を
傘
下
に
持
つ
米
凶
有
数
の

小
売
グ
ル
ー
プ
、
ア
ソ
シ
エ

|
テ
ッ
ド

・
ド
ラ
イ

・
グ

i

ズ
と
業
務
提
携
し
、
五
十
九

年
十
月
に
新
会
社
、
ロ

ビ
ン

ソ
ン

・
ジ
ャ
パ
ン
を
設
立
、

今
回
同
新
会
社
の
第

一
号
広

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
。

問
問
は
地
下

一
階
か
ら
地
ト

七
附
ま
で
の
処
物
で
、
総
公

業
耐

Mmは
約
ニ
万
六
千
一
子
万

H
Vめ
る
。

屋
上
遊
闘
地
「
ち
び
っ
こ

ラ
ン
ド
」
は
約
一
万
二
子
手

方

μ
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

設
問
機
柑
の
ほ
と
ん
ど
は
小

引
釆
物
機
で
大
引
地
設
は
な

い
た
め
、
か
な
り
余
w
仰
を
持

っ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
っ
て

い
る
。
な
お
ゲ
ー
ム
機
関
係

は
ブ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
と
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
か
数
合
の

み
で
、

T
V
ゲ
ー
ム
機
は
設

置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
胤
件
対
象
外
と

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
近
く

にい巾

ι凶
』
前
が
あ
っ
て
胤

営
法
の
常
業
制
服
地
域
に
人

る
の
で
、
風
川
片
付
加
水
に
な
ら

な
い
よ
う
な
機
械
構
成
に
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
実

際
に
は
商
業
地
域
に
な
る
の

で
制
限
地
域
か
ら
外
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ

れ
て
お
り
、
砂
川
瓜
営
ω

と
の

関
係
は
あ
ま
り
明
ら
か
で
は

六
O
L

。
ぷ
山
機
的
は
レ
|
ル
定
行

λ
来
物
機
4

台
、
定
山
州
十
(州

転
式
合
む
)
染
物
機
約
一-
.ト

ム
川
、
刷
物
の
ぬ
い
ぐ
る
み
式

来
物

40.h、
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ

|
じ

行

エ

ア

l
ア
ク
シ

ョ

ン
遊
川
二

台

、
ゲ
ー
ム
機
数

れ
の
ほ
か
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
ミ
ニ
サ
イ

ク
ル
な
ど
を
ぷ
泣
し
た
の
ち

び
っ
こ
村
々
が
あ
る
。
そ
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

「
ロ
ケ
ッ
ト
号
」
(
朝
日

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
製

)
U

二
人
采
り
五
両
編
成
で
、
レ

ー
ル
令
長
百
十
日。

メ
ル
ヘ

ン
調
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

非
同
公
を
慌
リ
上
げ
て
い
る
。

利
用
料
は
采
市
券
を
口
っ
て

来
る
。
「
サ
フ
ァ
リ
ハ
|
ク
」

(
タ
ス
コ
製
)
エ
ア

i
マ

ッ
ト
に
同
社

H
7
ア
ワ
ア
々

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
(キ
リ
ン
、

魚
、
ラ
イ
オ
ン
)
を
配
し
た

避
け
パ
。
「
ち
び

っ
こ
村
L

入
場
料
制
で
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

や
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
を

n由
に

利
川
で
き
る
。

こ
の
い
刀
式
は

同
社
が
い
米
京

・
昭
島
市
の

S

.1・

障
害
物
を
片
付
け
て
進
む

マ
ウ
ス

第

6
回
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
大
会
、

」

4
U

優
勝
は
山
名
宏
治
氏

さ
れ
な
い

n立
明
ロ
ボ
ッ
ト

が、

二
行
五
ト
六
区
間
に
仕

切
ら
れ
た
迷
路
の

一
万
の
端

か
ら
中
央
に
あ
る
ゴ

i
ル
に
、

い
か
に
早
く
た
ど
り
治
く
か

を
競
う
も
の
。

A
1
凶
の
大
会
で
は
初
日
に

予
選
が
、
二
日
目
に
は
決
勝

ちひ・っこ ラン ドに登渇した朝日エンジニアリングの「ロケット号J

が
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
た
。

予
選
に
は
五
十
二
台
の
マ
イ

ク
ロ
マ
ウ
ス
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
う
ち
間
十
三
台
が
出
走
。

そ
の
結
来
、
予
選
の
上
位
十

一
向
と
れ
地
区
大
会
優
勝
の

五
台
、
計
十
六
れ
が
吻
日
の

決
勝
に
進
山
し
た
。
な
お
さ

き
の
位
界
大
会
で
催
勝
し
た

悩
山
マ
イ
コ
ン
ク
ラ
フ
な
ど

世
界
大
会
上
位
入
社
マ
ウ
ス

は
、
今
固
め
大
会
で
は

H

参

考
出
走
u

の
み
で
競
技
に
は

参
加
し
な
か
っ
た
。

自
立
烈
ロ
ボ
ッ
ト
，
マ
イ

ク
ロ
マ
ウ
ス
。
に
よ
る
迷
路

脱
出
を
続
う

「第
六
回
全
日

本
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
大
会
」

(
日
ぶ
・
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
協

会
主
催
、
側
ナ
ム
コ
が
特
別

協
力
)
が
十
二
月
七
円
か
ら

一
一日
問
、
東
京

・
北
の
丸
公

園
の
科
学
技
術
館
に
て
聞
か

れ
、
山
名
宏
治
氏
の
「
M
A

Y
R
O
S
E
」
が
優
勝
し
た

ほ
か
、
新
し
い
競
技
種
目
と

し
て
寸
ス
ー
パ
ー

マ
ウ
ス
競

技
」
が
披
露
さ
れ
た
。

科
学
技
術
館
で
は
科
学
技

，

術
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

、〆

を
題
旨
と
し
て
、
日
本
マ
イ

〆

ク
ロ
マ
ウ
ス
協
会
と
の
共
同

3
-主
催
、
ナ
ム
コ
の
全
面
協
力

一対一

に
よ
り
五
十
五
年
以
米
毎
秋

、4
一
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
大
会
、
マ

J

一
イ
ロ
ボ

ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な

一一

ど
の
銭
技
会
、
先
制
ロ
ポ
ツ

戸
一

ト
の
展
示
と
実
減
な
ど
を
行

a
f
d

一
な
っ
て
き
た
が
、
昨
年
八
月

彫

-

一
に
茨
城
県

・
筑
波
の

「科
学

崎
止

一

一

-一
一一一一
一一一一
一一一
一一一
一一
一一一
一一一一一
一-一
一一
一一
一一一
一一一
一一一
一-一
一一一一一一一一
一一一一
一一一一一
一一一一
一一一
一一
一一
一一一一
一一一一一一一一一一一一一
一一
一一一
一一
一一一
一一一一
一一一
一一
一一
一一一一
一一
一一
一一-一
一一一一一
一一一
一一
一一
一一一
一一一
一一一一
一一
一一一一
一一一一

一

か
つ
て
日
本
画
中
を
沸
か

A

M
ゲ
ー
ム
業
界
は
決
し
て
ず
、
ポ
ス
ト
イ
ン
ベ
|
ダ

i

ま
広
ま
な
社
会
現
象
を
生
み

一
せ
た
「
ス
ペ
ー
ス

・
イ
ン
ベ
景
品
を
提
供
せ
ず
、
純
粋
に
に
も
負
け
ず
、
堂
々
と

A

M

出
し
つ
つ
あ
る
が
、
A
M
ゲ

-
l
ダ

i
」
プ

l
ム
の
際
、
お
ゲ

l
ム
だ
け
を
楽
し
ん
で
も
ゲ

l
ム
業
界
の
追
い
上
げ
を
|
ム
業
界
に
大
き
な
山
抑
制
刊
を

一
隣
り
の
業
界
で
あ
る
パ
チ
ン
ら
う
営
業
を
基
本
に
し
て
お

仮
り
切
っ
た
パ
チ
ン
コ
業
界
与
、
え
つ
つ
あ
る
こ
と
も
ゆ
笑

一
コ
業
界
で
は
、
反
発
す
る
も
り

そ
の
区
別
は
明
ら
か
で

か

ら

、
A

M
ゲ

l
ム
業
界
が
で
あ
る
。
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」

一
の
参
加
す
る
も
の
な
ど
い
ろ
あ
る
。

こ
れ
ら
業
界
の
泣
い
学
ぶ
点
は
大
い
に
あ
る
、
と
に
容
を
奪
わ
れ
た
、
と
嘆
く

号
一

い
ろ
あ
っ
た
が
、
パ
チ
ン
コ
は
、
機
械
の
開
発
か
ら
営
業

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
必
要

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
多
い
が
、

7
一
業
界
と
し
て
の
最
も
冷
絡
な
ま
で
ノ
ウ

ハ
ウ
が
ま
っ
た
く
な
の
は
つ
ま
ら
ぬ
反
発
や
迎
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
の
お
か
げ

山
一

反
応
-
と
し
て
は
、

「
イ

ン

ベ

で

A

M
ゲ
i
ム
の
良
さ
が
科

第
一

l
ダ

l
に

負

け

な

い

ぐ

ら

い

諜

価

さ

れ

た

と

存

ぷ

オ

ペ

レ

一
客

を

魅

き

つ

け

る

パ

チ

ン

コ

|

タ

ー

も

い

る

。
雌
し
い
胤

叩一

の

新

開

発

が

望

ま

れ

る

」

と

営

託

可

制

で

緋

ら

れ

る

「

八

月
一

い
う
も
の
だ
っ
た
、
と

思

う

。

号

常

業

」

か

ら

す

れ

ば

、

山

辺
一

そ
の
後
パ
チ
ン
コ
業
界
は
、

山
肱
任
の

「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」

が
一

い
わ
ゆ
る
フ
ィ

l
パ

|

引

を

は

う

ら

や

ま

し

い

存

わ

れ
に
な

8
一
成
功
さ
せ
、
A

M
ゲ

|

ム

業

る

の

だ

ろ

う

か

。

同一

界
の
追
い
上
げ
を
振
り
切
っ

「
フ
ァ
ミ

コ
ン
」
に
白
け

一
た
。
パ

チ

ン

コ

業

界

は

「

避

な

い

A

M
機
オ
ペ
レ

l
シ
ヨ

)
一

一技

の

結

果

客

に

対

ロ

聞

を

提

供

ン

、

こ

れ

が

当

耐

の

線

組

と

げ
一

す
る
営
業
」
を
基
本
に
し
、

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

. ，:t 新
規
競
技
種
目
に
、

「ス

パh万
時
|
つ
く
ば
邸
」
会
場
で

「
部
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
世
伴

大
会
」
が
聞
か
れ
た

(本
紙

m
m号
既
報
)
閥
係
で
、

A
-

凶
は
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
大
会

だ
け
を
行
な
っ
た
。

マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
競
技
は

有
線
や
無
線
で
の
交
信
が
許

写真上はrスーパーマウス」デモ、下は久保会長(左)と倭E章者山名氏

『ーr-"_， __ ーーー=一一刷・. .. 論潮

フ
ァ

開
決
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
パ
チ
ン
コ

業
界
の
ほ
う
が

A
M
ゲ
ー
ム

業
界
よ
り
数
倍
も
大
き
く
、

ま
た
伝
統
的
組
織
と
い
う
点

で
も
は
る
か
に
A
M
業
界
よ

り
進
ん
で
い

る、

と
言
え
る
。

イ
ン
ベ

|
ダ
ー
に
も
負
け

旬、、

コ
ン
考

A
H
で
は
な
く
、
終
観
的
な
現

状
分
析
と
冷
静
な
判
断
な
の

で
あ
リ
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
法
上中

を
決
し
て
見
失
っ
て
は
な
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

税
収

「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
が

国
内
を
席
巻
中
で
あ
り
、
そ

の
篤
く
べ
き
普
及
ぶ
り
は
さ

いずれも 『ちびっニランド」 にτ、下はゲーム機設種のもょう• • 

C
ロ
ケ
「
エ
ス
バ
ラ
ン
ド
」

で
実
験
的
に
線
用
し
好
却
を

得
て
い
る
も
の
で
、
-
こ
れ
を

こ
こ
で
も
採
用
し
て
み
た
と

の
こ
と
。
な
お
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
ラ
ポ
社

製
で
、
品
川
リ
ム
け
や
は
し
ご
、

ネ
ッ
ト
な
ど
を
机
合
わ
せ
た

独
特
の
も
の
で
、

um
-K
遊
附

地
で
の
ぷ
汎
は
こ
れ
が
初
め

て
だ
そ
う
だ
。

な
お
ゲ

l
ム
機
は
税
収
、

ナ
ム
コ
」
小
カ
ス
カ
探
検
隊
」
、

こ
ま
や
「
虫
と
り
ゲ
ー
ム」

「坊
主
め
く
り
」
「
ど
き
ど

き
ロ
ボ
ッ
ト
」
、
タ
イ
ト

l

「
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
」

、
ヵ

ト
ウ
製
作
所
「
メ
ル
ヘ
ン
電

話
ボ
ッ
ク
ス
」
の
六
機
時
の

み
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
小
川
上
采
物
機

中
心
の
ロ
ケ
は
同
社
と
し
て

は
初
め
て
と
の
こ
と
で

向

性
で
は
「
来
物
機
は
必
命
が

長
い
し
、
ロ
ケ
の
改
装
が
簡

単
に
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
が
、
当
初
は
成
功

す
る
か
ど
う
か
不
安
が
あ
っ

た
し
か
し
オ
ー
プ
ン
以
米

約

一
ヵ
月
間
を
見
る
と
、
冬

場
の
-
』
の
時
期
と
し
て
は

F

想
以
上
の
光
L
L
げ
が
あ
り
好

調
今
後
の
間
組
は
州
の
シ

ー
ズ
ン
を
ど
う
克
服
す
る
か

だ
」
と
し
て
い
る
。

決
勝
大
会
で
は
エ
ン
ト
リ

ー
マ
ウ
ス
十
六
台
の
フ
ち
十

五
台
が
出
走
し
、
十
二
台
が

完
走
し
た
。
競
技
の
結
果
、

山
名
宏
治
氏
の
制
作
マ
シ
ン

「
M
A
Y
R
O
S
E
」
が
二

十
二
秒
三
六
と
い
う
タ
イ
ム

で
二
位
に
約
五
秒
差
を
つ
け

て
優
勝
。
ま
た
三
伎
は
芝
浦

て
し
〈
沼
気
工
学
科
の
「
A

S

T
R
O
N
」
、
三
位
は
渋
谷

俊
山
川
氏
の
「
K
E
M
」
で
、

こ
の
ほ
か
ナ
ム
コ
抗
、
協
会

奨
励
抗
な
ど
八
つ
の
抗
が
合

計
ト
ニ
取
引
に
附
ら
れ
た
。
な

お
縦
勝
し
た
山
名
氏
に
は
、

独
創
性
あ
ふ
れ
た
ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
を
採
用
し
て
い
る
と
し

て
特
別
技
術
賞
も
贈
ら
れ
た
。

ま
た
今
大
会
で
発
表
さ
れ

た
ス
ー
パ
ー
マ
ウ
ス
競
技
は
、

迷
路
の
中
に
移
動
可
能
な
障

害
物
を
置
き
、
マ
ウ
ス
自
身

が
そ
の
障
害
物
を
認
識
し
て

動
か
し
ゴ
ー
ル
へ
の
最
短
経

路
を
作
り
出
し
て
い
く
と
い

う
も
の
で
、
従
米
の
マ
イ
ク

ロ
マ
ウ
ス
銚
技
に
比
べ
よ
り

一
段
と
向
皮
な
知
能
が
要
求

さ
れ
る
。
同
校
校
は
さ
き
の

社
伴
大
会
の
後
に
設
け
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
今
川
の
大

会
で
は
舵
技
参
加
お
は
な
く

ナ
ム
コ
の
「
マ
ッ
ピ
|
」
な

ど
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
み
行
な
わ
れ
た
。

な
お
同
競
技
に
つ
い
て
い
や
務

同
で
は
「
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス

M6回マイクロマウス大舎に伴ない般けられた古学術ロ
ボ、アマチaアロポ、AMロボの展示会土器入口(科学
技術館2F) 

の
上
位
入
賞
者
の
多
く
は
予
}

の
ス
ー
パ
ー
マ
ウ
ス
に
移
行

す
る
は
ず
で
あ
り
、
技
術
や

ア
イ
デ
ア
な
ど
ど
ん
な
新
し

い
も
の
が
出
現
す
る
か
楽
し

み
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
大
会
期
間
中
に
は
、

学
術
ロ
ボ
ッ
ト
、
ア
マ
チ
ュ

ア
ロ
ボ
ッ
ト
さ
ら
に

A
M
ロ

ボ
ッ
ト
の
展
示
や
尖
椀
な
ど

が
行
な
わ
れ
、
家
族
辿
れ
な

ど
に
大
い
に
好
評
と
な
っ
て

い
た
。

社
名
変
更

側
グ
ロ
ー
バ
ル

・
ハ
イ
テ

ツ
ク
(
旧

・
附
マ
ッ
ク
ス
製

作
所
)

H
N
大
阪
市
生
野
区
兜

中
一
の

こ
の
十
二
、
宮
七
五

四
|
一
七
一
七
、
佐
藤
哲
夫

所
長
。

事
務
所
移
転

側
ナ
ム
コ

・
大
山
内
いや
務
所

t
崎
「
弘
県
大
山
市
川
円
以
町
三

の
附
三
二
、

宮
(
O
問
八
六
)

五
二
|
九
O
九
一
、
笠
原
法

失
所
長
。地

番
表
示
変
更

附
北
陪
レ
ジ
ャ

ー

i
M
井

市
川
M
谷
一
の

一
の
八
、
宮
(
O

七
七
六
)
二
七
|
O
三
三
O
、

大
西
権
済
社
長
。
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新
風
営
法
に
よ
り
1
八
号
営
業
L

と
し
て
い
わ
ゆ

る
「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
L

ガ
さ
ま
ざ
ま
な
現
制
を

受
け
て
い
る
が
、
新
風
営
法
以
外
に
も
地
方
自
治
体

に
よ
っ
て
は
「
青
少
年
条
例
」
に
お
い
て
ゲ
ー
ム
機

設
置
営
業
に
対
す
る
規
制
を
定
め
て
い
る
も
の
が
あ

り
、
薮
当
す
る
都
道
府
県
で
ゲ
ー
ム
機
設
置
営
業
を

行
怠
う
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
こ
れ
ら
「
青
少
年
条
例
」

に
も
十
分
注
意
を
払
っ
て
健
全
営
業
を
行
な
う
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
る
。

「
青
少
年
条
例
L

は
昭
和
二
十
五
年
五
月
に
全
国

で
初
め
て
岡
山
県
条
例
ガ
制
定
さ
れ
て
以
来
、
長
野

県
を
除
く
四
十
六
都
道
府
県
に
お
い
て
す
で
に
制
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
疋
長
野
県
で
は
畏
野
市
ガ
市
条
例

を
制
定
し
て
い
る
定
め
、
胃
少
年
条
例
は
全
一国
的
に

カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
条
例

は
青
少
年
の
保
護
、
健
全
育
成
な
ど
を
目
的
に
し
疋

も
の
で
、
こ
の
目
的
を
阻
害
す
る
も
の
に
対
し
て
現

制
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
。

本
紙
の
謂
べ
に
よ
る
と
六
十
年
十
二
月
現
在
、
四

十
六
都
道
府
県
の
半
叡
以
上
の
条
例
巳
お
い
て
ゲ
ー

ム
機
設
置
営
業
に
対
す
る
な
ん
ら
か
の
規
制
を
定
め

て
い
る
。
今
回
の
新
風
営
法
施
行
に
伴
な
い
、
半
撤

以
上
の
青
少
年
条
例
ガ
改
正
さ
れ
、
そ
の
結
果
胃
少

年
条
例
に
よ
る
ゲ
ー
ム
機
設
置
営
業
規
制
は
大
幅
に

緩
和
さ
れ
だ
ガ
、
い
ぜ
ん
と
し
て
青
少
年
に
と
っ
て

野
ま
し
く
な
い
と
さ
れ
る
遊
技
機
を
1
育
害
遊
技
機
」

と
し
て
青
少
年
の
遊
疫
制
限
を
定
め
て
い
る
も
の
、

業
者
側
自
主
規
制
の
制
定
や
届
出
の
義
務
な
ど
を
規

定
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
新
風
営
法
と
同
じ
く
こ

れ
ら
青
少
年
条
例
に
よ
る
規
制
も
当
然
効
力
を
育
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
十
分
注
意
し
て
営
業
を

行
な
う
必
要
ガ
あ
る
。

青
少
年
条
例
に
よ
る
ゲ
ー
ム
機
設
置
規
制
の
概
略

に
つ
い
て
は
本
紙
第
別
号
で
報
じ
だ
が
、

4

フ
回
は
さ

ら
に
詳
し
く
、
編
集
部
に
よ
る
解
説
と
と
も
巳
、
ゲ

ー
ム
機
設
置
営
業
に
関
連
し
だ
条
例
の
条
文
の
う
ち

代
表
的
な
も
の
を
肢
粋
し
て
あ
い
だ
。
な
あ
こ
れ
ら

の
規
制
ガ
あ
る
都
道
府
県
に
お
い
て
ゲ
ー
ム
機
設
置

営
業
を
行
な
っ
て
い
る
場
合
、

さ
ら
に
詳
く
は
苔
自

治
体
の
担
当
課
に
問
合
せ
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
論
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン

な
ど
の
H

著
し
く
射
幸
ゆ
を
そ
そ
る
あ
そ
れ
の
あ
る

営
業
H

に
使
用
さ
れ
や
す
い
遊
授
機
で
子
ど
も
に
遊

ば
せ
て
よ
い
か
ど
う
か
、
ガ
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で

あ
る
ガ
、
新
風
営
法
の
側
か
ら
は
こ
の
点
巳
つ
い
て

政
任
し
、
一
部
の
胃
少
年
条
例
で
こ
の
面
か
ら
親
制

を
加
え
て
い
る
ー
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
業
界
サ

イ
ド
で
も
、
こ
の
点
に
関
し
て
地
域
社
会
に
対
し
十

分
納
得
で
き
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
、
厳
守
す
る

こ
と
ガ
強
<
望
ま
れ
て
い
る
。

強化と徹底

自

... 

•• 

望まれる自主規制の

‘ー

ム
機
設
置
営
業
に
対
す
る
規

制
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
が
噌

加
。
五
十
九
年
七
月
現
筏
で

は
ゲ
ー
ム
機
設
置
営
業
に
関

す
る
な
ん
ら
か
の
規
制
を
定

め
た
も
の
が
三
十
一
、
う
ち

「
有
害
遊
技
機
」
を
指
定
、

行
少
年
の
遊
技
制
限
を
定
め

た
も
の
は
十
一
に
も
遥
し
、

さ
ら
に
増
加
の
傾
向
を
見
せ

て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
こ
の
ほ
ど

旧
風
営
法
が
新
風
営
法
(
「
風

俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
闘
す
る
法
律
」
)

と
法
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

さ
て
遊
技
機
(
場
)
に
関

す
る
規
制
で
は
射
幸
心
誘
発

行
為
の
禁
止
を
定
め
て
い
る

も
の
が
多
い
。
岩
手
県
の
背

関連事項の有無

名

開il
"1) 

白

H
主
規
定
制
定
の
出
品
務

深
夜
に
お
け
る
立
入
制
刷
版

。

布
官
官
遊
技
機
(
場
)
等
の
脱
出
品

遊
妓
出
問
{
場
}
に
剛
附
す
る
条
文

。

関i車事項

(注、 O印11.条例および条例範行総則による

むの.d印は条例でな〈事要綱によるもの}

青少年条例の制定年月 日と名称、

称~T 

総
都
道
府
県

。
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん

ど
の
条
例
で
は
地
方
自
治
体

の
資
務
、
各
都
道
府
県
民
の

責
務、

営
業
を
行
な
う
者
の

責
務
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
規
定
さ
れ
て
い
る
。
う
ち

営
業
を
行
な
う
者
の
責
務
と

し
て
規
制
の
、
主
な
対
象
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
有
害
な
興

行
や
広
告
物
、
図
持
な
ど
だ

が
、
な
か
に
は
ゲ

l
ム
機
設

置
営
業
・(場
)
に
対
す
る
な

ん
ら
か
の
規
制
事
項
を
盛
り

込
ん
だ
も
の
が
あ
る
。

ゲ
ー
ム
機
設
置
営
業
(
場
)

に
関
す
る
規
定
と
し
て
は
、

と
く
に
射
幸
心
誘
発
行
為
の

祭
止
な
ど
に
開
通
し
て
定
め

た
も
の
が
多
く
、
な
か
に
は

青
少
年
に
と
っ
て
好
ま
し
く

な
い
遊
技
機
を
「
有
害
遊
技

機
」
と
し
て
指
定
、
そ
れ
に

よ
る
青
少
年
の
遊
技
制
限
な

ど
を
躍
り
込
ん
だ
も
の
の
ほ

か
、
深
夜
に
お
け
る
営
業
所

へ
の
立
入
制
限
、
営
業
者
の

自
主
規
制
の
義
務
な
ど
を
定

め
て
い
る
。

六
十
年
十
二
月
現
在
、
ゲ

ー
ム
機
放
置
営
業
に
対
す
る

規
制
状
況
は
左
頁
の
一
覧
袋

の
と
お
り
で
、
行
少
年
条
例

で
遊
技
機
(
場
)
に
対
す
る
な

ん
ら
か
の
規
制
を
盛
り
込
ん

で
い
る
も
の
が
北
海
道
を
は

じ
め
二
十
七
も
あ
り
、
全
体

の
半
数
を
超
え
て
い
る
。
こ

の
う
ち
青
少
年
の
射
幸
心
を

誘
発
す
る
ゲ
ー
ム
機
を
「
有

害
遊
技
機
」
と
し
て
、
青
少

年
の
遊
技
制
限
を
定
め
た
条

例
は
背
縦
、
栃
木
、
滋
口
、

岡
山
、
広
島
、
長
崎
の
六
県

で
あ
る
。

ま
た
ゲ

l
ム
機
設
置
併
殺

場
へ
の
様
佼
立
入
制
限
を
織

り
込
ん
だ
も
の
は
京
都
を
は

じ
め
二
十
二
も
あ
る
。
な
お

「
深
夜
」
に
つ

い
て
は
い
ず

れ
も
午
後
十
一
時
か
ら
と
な

っ
て
い

る
が
、
そ
の
時
間
帯

は
都
道
府
県
に
よ
り
翌
日
の

日
出
時
ま
で
、
翌
日
の
午
前

四
時
ま
で
、
翌
日
の
午
前
五

時
ま
で
l
l
t
の
三
通
り
の
解

釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
業
者
の
自
主
規
制
の
義
務

や
そ
の
届
出
な
ど
を
規
制
し

た
も
の
が
大
阪
な
ど
十
一
。

こ
の
ほ
か
ほ
と
ん
ど
の
都
道

府
県
で
は
条
例
の
遵
守
、
徹

底
の
た
め
の
立
入
調
資
を
行

な
う
こ
と
や
、
前
則
の
規
定

な
ど
も
な
さ
れ
て
お
り
、
う

ち
ゲ
ー
ム
機
設
置
営
業
に
闘

す
る
罰
則
を
定
め
て
い
る
の

は
和
歌
山
を
は
じ
め
全
部
で

十
三
あ
る
。

新
風
営
法
に
伴
な
い
緩
和

青
少
年
条
例
に
お
い
て
ゲ

ー
ム
機
設
置
営
業
に
関
す
る

規
定
が
初
め
て
盛
り
込
ま
れ

た
の
は
富
山
県
条
例
(
五
十

二
年
三
月
改
正
、
同
年
十
月

施
行
)
で
、
同
条
例
で
は
著

し
く
射
幸
心
を
誘
発
す
る
ゲ

ー
ム
機
が
あ
れ
ば
「
有
害
遊

技
機
」
に
指
定
し
、
こ
れ
を

官
少
年
に
使
用
さ
せ
な
い
こ

と
を
定
め
た
。
続
い
て
岡
山
、

滋
賀
、
和
歌
山
な
ど
で
同
じ

よ
う
な
規
制
を
雌
り
込
ん
だ

条
例
が
制
定
さ
れ
た
が
、

こ

れ
ら
条
例
で
規
定
し
て
い
る

.1・

な
い
、
半
数
以
上
の
府
県
で

背
少
年
条
例
を
改
正
。
と
く

に
新
風
営
法
で
「
八
号
営
業
」

と
し
て
い
わ
ゆ
る

「
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
等
」
が
新
た
に
規

制
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
な
か

に
は
青
少
年
条
例
に
よ
る
ゲ

ー
ム
機
設
置
営
業
の
腕
制
条

文
を
全
文
削
除
す
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
全
体
的
に
同
条
例

に
よ
る
規
制
は
大
幅
に
緩
和

さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
い
ぜ

ん
と
し
て
前
述
の
と
お
り
背

少
年
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な

い
と
さ
れ
る
ゲ
l
ム
機
を

「有

害
遊
技
機
」
と
し
て
指
定
し

て
い
る
も
の
が
あ
る
。

少
年
の
た
め
の
環
境
浄
化
に

闘
す
る
条
例
、
福
島
県
青
少

年
健
全
育
成
条
例
、
新
潟
県

青
少
年
健
全
育
成
条
例
な
ど

。

。

。。。。。。。

の
は
、
業
界
側
が
四
十
八
年

十
二
月
に
警
察
庁
の
指
導
の

も
と
に
制
定
し
た
「
メ
ダ
ル

ゲ
l
ム
場
運
営
基
準
」
の
趣

U

間
に
合
わ
せ
た
も
の
で
、
「有

害
遊
技
機
」
と
は
ス
ロ
ッ
ト

マ
シ
ン
な
ど
の
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
を
指
し
て
い
る
。
従
っ

て
業
者
が
同
基
準
を
逃
守
さ

え
す
れ
ば
、
ゲ
ー
ム
場
が
た

ま
り
場
化
し
た
り
非
行
の
ぬ

床
と
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な

い
が
、
業
界
全
体
と
し
て
間

基
準
の
徹
底
を
欠
い
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
そ
の
後
も
ゲ
|

で
は
単
に
「
非
行
誘
発
行
為

の
防
止
」
と
し
て
射
幸
心
誘

発
行
為
の
禁
止
を
挙
げ
て
い

る
だ
け
で
具
体
的
な
内
容
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に

岡
山
県
青
少
年
保
護
育
成
条

例
で
は
「
有
害
地
設
等
へ
の

入
場
禁
止
」
と
し
て
、
射
幸

心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る

遊
技
を
さ
せ
る
「有
害
施
設
」

ま
た
は
「
場
所
」
に
は
背
少

年
を
入
場
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
と
規
定
し
て
い
る
。

射
幸
心
の
誘
発
行
為
の
禁

止
な
ど
に
関
連
し
て
と
く
に

「
有
害
遊
技
機
」
な
ど
の
指

定
を
し
て
い

る
の
は
前
述
め

よ
う
に
六
県
で
あ
る
が
、
う

ち
青
森
、
栃
木
、
広
島
、
長

崎
の
四
条
例
で
は
す
べ
て
の

ゲ
ー
ム
機
設
置
営
業
を
対
象

に
し
て
規
制
し
て
い
る
の
に

対
し
、
滋
賀
、
岡
山
両
条
例

で
は
「
八
号
営
業
」
を
除
〈

ゲ
ー
ム
機
設
置
営
業
に
つ
い

0
0
0
 。。

0
0
0
 

。。

。

。。

企メジャーリーグ

r価値あるこユーマシンをディストリビュートするバ|
• • ガントレットワールドカップスベランカーメジャーリーグ

長
野
を
除
く
四
十
六
都
道

府
県
に
よ
り
制
定
さ
れ
て
い

る
青
少
年
条
例
は
名
称
は
さ

ま
ざ
ま
な
が
ら
、

そ
の
目
的

と
す
る
と
こ
ろ
は
青
少
年
の

保
護
お
よ
び
健
全
育
成
な
ど

で
あ
り
、
こ
れ
を
阻
害
す
る

有
害
環
境
に
対
し
て
規
制
を

加
え
て
い
く
も
の
。
こ
れ
ら

青
少
年
条
例
で
言
う
「
青
少

年
」
と
は
、
ほ
ぽ
一
般
的
に

「
十
八
歳
米
満
の
者
」
を
指

し
て
い
る
。
う
ち
さ
ら
に

「
六
歳
未
満
の
者
や
婚
姻
し

た
女
下
を
除
く
」
(
滋
賀
)

と
す
る
も
の
も
あ
る
。
背
少

年
条
例
の
規
定
の
方
法
も
さ

ゲ
ー
ム
機
(
場
)
と
射
幸
心

U~..慢.見l照 :2 .: miR - .1:1i 県努ìt'l烹竺チ停樫烹待券聞い.• .. . .….............. ..….:..1. Q.J....... 1. Q .1... ...1. Q. 
背話語以 159・12・221 60・2・131行線以背少年健全資成条例 10101010 

岩手県 154・12・211 55・7・11背少年のための聡境浄化に関する条例 101 1010 
1自城以 160・7・10160・11・11背少年保縫条例

秋回以 159・12・211 60・2・131 秋附 lRTf少年の健全育成と I~t尭浄化に |刻する条例

山形比1・159・12・27159・12・271山形県背少年保線条例 1.d.1 I.d. 

総仏以 159・12・251 60・2・131偏向HAtf少年健全育成条例 101 10 

記長雨:1)9. ::':::8. :::.:: L 1 )9.: :.: :~~::.:):: 1柄拘証券雨房長長持12同まる主任::::::IC[:151:15:
災城県 15~ ・ 12 ・ 24 1 60・2・131;;X1I世l引?少年のための綴境聖書倫条例 1 1 1 1 0 

栃木県 159・12・271 60・2・131栃木県青少年健全育成条例 101010 10 

詳馬県 157・10・51 58・1・11詳嶋県青少年保護育成条例IJ 101 10 

崎玉県 159・12・25160・2・131均玉県清・少年健全育成条例 10 
千 1臨時~ 1 59・12・141 60・2・131子業保Tf少年健全育成条例

神奈川県 159・12・271 60・2・131神奈川県背少年保議育成条例

新潟県 152・3・311 52・7・11:漏話通県背少年健全育成条例

山梨県 152・12・221 53・4・11青少年保滋育成のための環境浄化に関する条例

長野県 1(袋野 1，1i) I(制定予定なし、行政指導による)
占争闘県 159・7・161 59・8・11 品問~I，締少年のための良好な環境豊富備に関する条例 1 0

ー函戸以!瓦:ii:ii!泌75:iil福山辰語録保右両副 ・・・ ・・・…・ φ ・r..r....r…ror 
石川県 159・12・21160・2・131 ;石川県符少年健全脊成条例

悩井県 159・12・241 60・2・131 ?福井県'i'f少年愛獲条例

岐阜以 158・3・25158・6・11岐阜県青少年保獲育成条例

愛知県 159・12・24160・2・131 :愛知県背少年保縫育成条例

三震 保 159・3. 29 1 59・4・11三蕊県背少年健全育成条例
jぷ玩泌 IiH - ii:ii 1 60 :i ・ ùpû品語録丙蕊証言尚己断言言語~...... . .. .. . .. . .. .. ..1 δ ! δ r"TO'f

京 高11J{.f 1 59・12・26160・2・131 f，'少年の健全な育成に関する条例 101 10 

大阪府 159・12・221 60・2・131大阪府狩少年健全育成条例 10 

兵脱出~ 1 59・12・201 60・2・131行少年愛減条例

奈良県 157・12・281 58・4・11奈良県背少年の健全育成に関する条例 101 101 10 

和歌山県 159・12・201 60・2・131和歌山県背少年健全育成条例 101 101 10 

鳥取県 157・12・211 58・1・11鳥取県背少年健全育成条例 1 1 1 10 

'Ij似以 160・3・221 60・7・11ぬ似品LtY少年の健全な育成に関する条例
岡山県 159・12・28160・2・131 岡山県背少年保，護育成条例

広ぬ以 159・12・25160・2'131r.z:ぬ保育少年健全育成条例

山口県 159・12・26160・4'1111J口県青少年健全育成条例

徳島県 156・12・11 57・4・11 i草刈保育少年保獲育成条例 101 101 10 

香川県 160・3・30160・4・101合川県背少年保設育成条例 101 101 10 

愛緩県 156・3・20156・4・11:変緩県背少年保議条例 101 1010 

お知県 160・3・23160・3・231潟知県背少年保議育成条例 1 1 1 1 0 

悩 l喝県 153・12・251 54・3・11悩岡県背少年保漣育成条例 10 

依 Ti 比~ 1 58・12・241 58・12・241佐ri県背少年健全育成条例 10 

長崎県 156・4・1156・7・11長崎県少年係議育成条例 10 

熊本県 160・3・19160・6・11熊本県少年保縫脊成条例 10 

大分以 159・12・25160・2・131 i'f少年のための環境浄化に関する条例

山崎以 159・3. 31 1 59・3・311山崎県における行少年の健全な育成に関する条例

鹿児向日，け 58・3・23158・7'.15 1鹿児刈県-r;少年保護育成条例

沖縄 県 158・10・171 59・2・11日l'純県1T少年{恥壁育成条例
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(本体のみ)

定量:30k<j(メダル貫畳含まず)
容震.
450枚(通常払い戻しメダル、ホッパー内)
200枚(le念メダル、ソレノイ附)
電源:JIl縮交流100V%Hz 

-
圃
割
問
副
書

-
m

‘

•• •• 岬

I
・
e
u・4

•• 

•• 町
田
副
』
・
且

•• 

W9ト23586

;;'z 
-ーー
(1: 

メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
幽
恨
の
段
置
還
営
に
つ

き
ま
し
て
は

『
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
湯
運

営
基
準
』
を
守
っ
て
ご
使
用
下
さ
い
。

• • 

4
人
ま
で
い
つ
で
も
参
加
/

剣
と
魔
法
で
謎
に
挑
む
冒
険

GAUNTLET 

コントロールボール採用

自在なプレイでサッカー

WORLD CUP 

地底の洞〈つ探険ゲーム

秘密の通路を探し出せ/

SPELUNKER 

リアルなTV野球ゲーム

ボールに合わせ画面移動

MAJOR LEAGUE 



川
町
-
て
の
み
規
制
し
て
い
る
。
ま

れ
一
ず
滋
賀
県
青
少
年
の
健
全
育

一成
に
関
す
る
条
例
で
は
、
ゲ

一
l
ム
機
の
構
造
ま
た
は
プ
レ

一
イ
の
方
法
か
ら
判
断
し
て
若

一し
く
青
少
年
の
射
幸
心
を
誘

町一
一
発
ま
た
は
助
長
す
る
も
の
を

湖
一「
有
害
遊
技
機
」
と
し
て
青
少
ま
た
ゲ

l
ム
機
設
置
営
業
合
は

「
八
号
営
業
」
を
除
〈

側
一
年
の
遊
技
を
制
限
し
て
い
る
所
へ
の
立
入
制
限
に
つ
い
て
と
す
る
明
確
な
表
示
が
な
さ

湘
一
か
、
具
体
的
な
機
種
名
は
挙
は
、
静
岡
県
背
少
年
の
た
め
れ
て
お
ら
ず
、
誤
解
を
招
く

第
一
げ
ず
単
に
概
念
的
に
規
定
し
の
良
好
な
環
境
務
備
に
関
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

一
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

る
条
例
な
ど
の
よ
う
に
射
幸
ゲ

l
ム
機
設
置
営
業
者
に

一

ま
た
「
有
害
遊
技
機
」
の

心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
対
す
る
自
主
規
制
は
十
一
の

一
定
義
と
と
も
に
そ
の
機
種
も
遊
技
場
へ
の
立
入
禁
止
や
、

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

一
指
定
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
さ
き
の

「有
害
遊
技
機
」
設
そ
の
多
く
は
岩
手
県
の
青
少

一
そ
れ
ら
は
す
べ
て
メ
ダ
ル
ゲ
置
営
業
所
へ
の
立
入
祭
止
な
年
の
た
め
の
環
境
浄
化
に
関

一
ー
ム
機
が
「
有
害
遊
技
機
」
ど
を
定
め
て
い
る
ほ
か
、
約
す
る
条
例
の
よ
う
に
、
青
少

一
に
当
た
る
と
し
て
い
る
。
長
半
数
の
条
例
で
深
夜
に
お
け
年
の
健
全
育
成
に
対
す
る
阻

一
崎
県
少
年
保
護
育
成
条
例
で
る
背
少
年
の
入
場
禁
止
を
規
害
防
止
を
規
定
し
て
い
る
。

一
は
、
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
を
「
有
定
し
て
い
る
。
な
お
「
深
夜
」
な
か
で
も
大
阪
府
背
少
年
健

一
害
遊
技
機
」
に
指
定
し
、

そ

の
時
間
常
に
つ
い
て
は
前
述
全
育
成
条
例
で
は
、
ゲ

i
ム

'
一

れ
ら
を
設
置
し
た
「
特
定
施
の
よ
う
に
三
通
り
の
規
定
が
機
設
置
営
業
を
含
め
六
業
種

、〆一

設
」
ま
た
は
「
特
定
場
所
」
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
午
後
十
を
「
自
主
規
制
対
象
業
者
」

〆
一

へ
の
背
少
年
の
入
場
を
禁
じ

一
時
か
ら
を
深
夜
と
す
る
こ
と
し
、
こ
れ
ら
の
業
者
は
自

3
一
て
い
る
。
ま
た
栃
木
県
青
少
と
で
は
共
通
し
て
い
る
。
深

主
規
制
の
規
約
な
ど
を
設
定

マ
一

年
健
全
育
成
条
例
で
は
技
術
夜
の
入
場
制
限
に
つ
い
て
は

λ

一
介
入
性
の
な
い
メ
ダ
ル
ゲ

l

新
風
営
法
で
、
「
十
八
歳
未

J
一
ム
機
を
「
有
害
遊
投
機
」
と
満
の
者
」
の
午
後
十
時
以
降

一一

す
る
ひ
と
つ
の
解
釈
基
準
を
「
八
号
営
業
」
所
へ
の
入
場

ぶ
一

示
し

て

い

る

。

を

禁

止

し

て

い

る

。
従

っ
て

，r
d
一

さ
ら
に
こ
れ
ら
メ
ダ
ル
ゲ
青
少
年
条
例
に
よ
る
こ
の
規

一
ー
ム
機
の
ほ
か
ゲ

l
ム
内
容
制
は

「
八
号
営
業
」
を
除
く

一
に
よ
り
一
部
の

T
V
ゲ
l
ム

ゲ

l
ム
機
設
置
営
業
所
に
つ

一
機
に
も
規
制
を
加
、え
た
条
例
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

一
が
あ
り
、

例
え
ば
青
森
県
背

る
。
さ
ら
に
京
都
府
の
青
少

一
少
年
健
全
育
成
条
例
や
広
島
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る

一
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
な
条
例
、
和
歌
山
県
青
少
年
健

一
ど
で
は
、
組
暴
性
や
残
虐
性

会
育
成
条
例
な
ど
の
よ
う
に

一
を
助
長
さ
せ
る
よ
う
な
ゲ

l

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
を
設
置
し

号
一

ム
機
に
対
す
る
青
少
年
の
遊
た
営
業
所
に
つ
い
て
の
み
深

?
一

枚
制
限
な
ど
を
制
定
し
て
い
夜
の
入
場
を
禁
止
し
て
い
る

2
一
る
。
こ
れ
ら
は
五
十
三
年
の
も
の
も
あ
る
。

第
一

「
デ
ス
レ
ー
ス」

問
題
を
踏
こ
の
ほ
か
宮
城
県
の
青
少

1
一
ま
え
て
青
少
年
条
例
に
反
映
年
保
護
条
例
で
は
風
俗
営
業

引
一

さ
れ
た
も
の
だ
が
、
具
体
的
所
へ
の
青
少
年
同
伴
の
禁
止

月
一

に
は
判
然
と
し
な
い
。
さ
ら
を
規
定
し
て
い
る
が
、
-
八

引
一

に
青
森
県
条
例
で
は
そ
れ
に
号
営
業
」
に
つ
い
て
は
除
く

6
一
加
、ぇ
、
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

ゆ
-
ほ
か

「
イ
ン
ベ
l
ダ

i
ゲ
ー
さ
ら
に
福
井
県
青
少
年
愛
護

れ

ム
機
等
」
が
青
少
年
の
射
幸

条
例
で
は
、
風
俗
営
業
所
お

心
を
あ
お
り
、
背
少
年
の
金
よ
び
風
俗
関
連
営
業
所
へ
の

銭
濫
費
に
つ
な
が
る
と
し
て
青
少
年
の
立
入
禁
止
を
規
定

い
る
。

こ
れ
は
か
つ
て
の
イ
し
て
い
る
が
、
同
条
例
の
場

ゲームマシン第277号、‘，，，1
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ン
ベ
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ダ
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ブ
ー
ム
を
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し
て
規
定
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

「
イ
ン
ベ
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ダ
|
ゲ

i
ム
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お
い
て
は
、
当
該
営
業
の
場
所
に
青

少
年
を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

2

興
行
場
を
経
営
す
る
者
及
び
ボ
|

リ
ン
グ
場
等
経
営
者
は
、
深
夜
に
お

い
て
営
業
を
営
む
場
合
は
、
当
該
営

業
の
場
所
の
入
口
の
見
や
す
い
と
こ

ろ
に
、
東
京
都
規
則
で
定
め
る
様
式

に
よ
る
掲
示
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

栃
木
県
青
少
年
健
全
育
成
条

伐
v(
営
業
者
の
白
、主
規
制
)

第
九
条

(
第
一

一環
、
第
二
項
略
)

3

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

物
ロ
聞
の
販
売
(
自
動
販
売
機
に
よ
り

物
品
を
販
売
す
る
場
合
を
含
む
。
)

又
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
業
と
す
る

者
は
、
相
互
に
協
力
し
、
自
主
的
方

法
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
背
少
年

の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

(有
害
遊
牧
の
指
定
及
び
制
限
)

第
十
五
条

知
事
は
、
遊
技
機
を
使
用
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し
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
設

定
し
た
自
主
規
制
は
(変
更
、

廃
止
も
含
め
)
知
事
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を

焼
定
、
そ
の
属
出
が
な
い
場

合
は

「府
の
抜
一滋・
」
を
設
定

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
ゲ
ー
ム
機
設
計

営
業
者
に
対
す
る
遵
守
事
市
明

を
規
定
し
た
も
の
が
あ
る
。

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条

例
で
は
青
少
年
非
行
防
止
の

努
力
会
義
務
づ
け
て
お
り
、
具

体
的
に
ゲ

l
ム
場
に
い
る
背

少
年
に
注
意
し
、
さ
ら
に
青
少

年
の
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

ま
た
福
井
県
条
例
で
は
、
営

業
所
内
に
お
け
る
背
少
年
補

導
へ
の
協
力
義
務
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
新
風
営
法

改
正
に
伴
な

っ
て
背
少
年
条

例
に
よ
る
ゲ
ー
ム
機
設
置
営

等
」
と
は
ど
の
よ
う
な
機
一
柿

を
指
す
の
か
は
っ
き
り
し
な

い
商
が
あ
る
。

の
立
入
制
限

業
の
規
制
は
大
幅
に
緩
和
さ

れ
た
と
は
一言
え
、
そ
れ
で
も

半
数
以
上
の
都
道
府
県
に
お

い
て
な
ん
ら
か
の
規
制
を
し

て
お
り
、
な
か
に
は
い
ぜ
ん

と
し
て
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
な

ど
を

「有
害
遊
投
機
」
と
し

て
指
定
し
、
青
少
年
の
遊
技

制
限
を
帰
り
込
ん
で
い
る
も

の
が
あ
る
。

問
題
の

「
有
害
遊
技
機
」

な
ぜ
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
な

ど
が

「有
害
遊
技
機
」
と
さ

れ
る
の
か
、
と
い
う
原
因
を

た
ど

っ
て
い
く
と
、
こ
れ
ま

で
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
な
ど
メ

ダ
ル
を
払
い
出
す
ゲ
ー
ム
機

で
、
現
実
に
賭
博
が
行
な
わ

れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。
し
か
し
最
近
で
は
、
メ

ダ
ル
な
ど
に
代
わ
り
ク
レ
ジ

ッ
ト

(
メ
ー
タ
ー
)
で
賭
博

を
行
な
う
ケ

l
ス
が
多
く
な

っ
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
換
金
式

の
賭
博
に
対
し
て
、
メ
ダ
ル

ゲ
ー
ム
機
だ
け
の
規
制
で
は

対
応
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

こ
れ
ら
青
少
年
条
例
が
対

応
し
よ
う
と
す
る
「
有
害
遊

投
機
」
が
賂
時
と
の
関
係
で

論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

当
然
こ
う
し
た
遊
技
機
を
使

用
す
る
賭
博
犯
の
実
態
把
娠

を
基
本
に
行
な
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

行
政
ば
か
り
に
頼
ら
ず
、
業

界
側
が
率
先
し
て
、
こ
う
し

た
問
題
に
取
組
み
、
地
域
社

会
に
十
分
に
協
調
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
、
と

言
え
る
。

北
海
道
青
少
年
保
護
育
成
条

av (深
夜
に
お
け
る
興
行
場
等
へ
の
立

入
り
の
一
禁
止
)

第
十
ニ
条
の
ニ

興
行
者
及
び
設
備
を

設
け
て
客
に
遊
戯
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ

を
行
わ
せ
る
営
業
で
あ

っ
て
規
制
で

定
め
る
も
の
を
営
む
者

(以
下

「興

行
者
等
」
と
い
う
。
)
は
、
深
夜
に

お
い
て
、
当
該
営
業
の
場
所
に
青
少

年
を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

2

興
行
者
等
は
、
深
夜
に
お
い
て
営

業
を
営
む
場
合
は
、
知
事
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
営
業
の
場
所

に
、
青
少
年
の
入
場
を
禁
止
す
る
旨

の
掲
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例青森

県
青
少
年
健i
全
=成同民

条

(遊
技
機
営
業
)

• • 
す
る
遊
技
(
風
俗
営
業
等
の
規
制
及

び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二

号
)
第
二
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定

す
る
営
業
の
営
業
所
で
行
う
遊
牧
を

除
く
。
)
が
遊
技
機
の
構
造
及
び
遊

技
の
方
法
か
ら
浩
し
く
肯
少
年
の
射

幸
心
を
誘
発
し
、
文
は
助
長
し
、
そ

の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か

に
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
当
該
遊

技
を
青
少
年
に
有
害
な
遊
技
と
し
て

指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

遊
技
機
を
設
置
し
、
客
に
遊
技
を

さ
せ
る
営
業

(風
俗
営
業
等
の
規
制

及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
闘
す
る
法

律
第
二
条
第

一
項
第
七
号
に
規
定
す

る
営
業
を
除
く
。
)
の
営
業
者
文
は

管
理
者
は
、

前
項
の
規
定
に
よ
り
指

定
さ
れ
た
遊
技
(次
項
に
お

い
て
「
有

窓口
遊
技
」
と
い
う
。
)
を
背
少
年
に

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

3

何
人
も
、

背
少
年
に
有
窓
口
遊
技
を

さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

》句
か
φ

い
。

(深
夜
外
出
等
の
制
限
)

第
二
十
一
条

(第

一
項
、第
二
項
略
)

3

興
行
を
主
催
す
る
者
及
び
答
に
遊

技
又
は
ス
ポ
ー
ツ
を
行
わ
せ
る
営
業

者
は
、
深
夜
に
興
行
又
は
営
業
を
行

う
場
合
は
、
入
場
し
よ
う
と
す
る
者

の
見
や
す
い
箇
所
に
知
事
が
規
則
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
深
夜
に
青

少
年
の
入
場
を
祭
じ
る
旨
を
掲
示
す

る
と
と
も
に
当
該
興
行
又
は
営
業
の

場
所
に
青
少
年
を
立
ち
入
ら
せ
て
は

な
ら
な
い
。

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条

伺
υ(
遊
技
機
設
置
場
所
に
お
け
る
非
行

の
防
止
)

第
二
十
二
条

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
、
ス

ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
そ
の
他
の
遊
技
機
を

設
叩
直
し
て
客
に
遊
技
を
さ
せ
る
営
業

(
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の

適
正
化
紘一寸
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
)
第
二

条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
営
業

を
除
く
。
)
を
行
う
者
及
び
そ
の
営

業
を
行
う
場
所
を
管
理
す
る
者
は
、

当
該
場
所
に
お
い
て
、
背
少
年
が
喫

煙
、
飲
酒
そ
の
他
の
非
行
を
し
な
い

第
十
六
条

遊
技
機
を
設
け
て
筈
に
遊

技
を
さ
せ
る
営
業
を
営
む
者
は
、
遊

技
機
の
構
造
及
び
当
該
遊
技
機
に
よ

る
遊
技
の
方
法
か
ら
み
て
、
当
該
遊

技
機
に
よ
る
遊
技
が
青
少
年
の
粗
暴

性
文
は
残
虐
性
を
助
長
し
、
か
っ
、

背
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
申告
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
青
少
年
に
当
該
遊
技
機
に
よ
る

遊
技
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2

遊
技
機
を
設
け
て
客
に
遊
技
を
さ

せ
る
営
業
を
営
む
者
は
、
青
少
年
に

そ
の
営
業
場
所
に
お
い
て
遊
技
機
に

よ
る
遊
技
の
た
め
金
銭
の
滋
賀
を
さ

せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
し(深
夜
興
行
等
)

第
+
九
条

興
行
を
行
う
者
又
は
設
備

を
設
け
て
客
に
遊
技
若
し
く
は
ス
ポ

ー
ツ
を
さ
せ
る
営
業
を
営
む
者
は
、

• • 
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止

努
め
な
け
れ
ば
な z

例新
潟
県
青
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年
健
/.べ£ 
育
成
条

(
非
行
誘
発
行
為
の
防
止
)

第
二
十
二
条

何
人
も
、
青
少
年
に
対

し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し

な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
第
一

号
略
)

二
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
の
ほ

か
、
深

夜

(
午
後
十
一
時
か
ら
翌

日
の
日
の
出
時
ま
で
の
時
間
を
い

う
。
)
に
外
出
さ
せ
、
又
は
興
行

若
し
く
は
営
業
を
営
む
場
所
に
立

ち
入
ら
せ
る
こ
と。

(
第
三
号
略
)

四

射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

五

善

良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
ら
せ
る
こ

L
」。

静
岡
県
青
少
年
の
た
め
の
良
好

な
環
境
整
備
に
関
す
る
条
例

(射
幸
心
を
誘
発
す
る
遊
技
場
へ

の

立
入
禁
止
)

第
十
三
条

保
護
者
は
、
そ
の
厳
殺
す

る
青
少
年
に
対
し
、

ぱ
ち
ん
こ
屋
、

ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
射
的
場
、
ま

あ
じ
ゃ
ん
屋
そ
の
他
の
遊
技
場
で
設

備
を
設
け
て
客
に
射
幸
心
を
そ
そ
る

お
そ
れ
の
あ
る
遊
技
を
さ
せ
る
も
の

に
入
場
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

福
井
県
青
少
年
愛
護
条
例

(風
俗
営
業
を
行
う
場
所
等
へ
の
立

入
り
制
限
)

第
十
五
条

何
人
も
、
風
俗
営
業
等
の

規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
闘
す

る
法
律
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る

風
俗
営
業
ま
た
は
同
条
第
四
項
に
規

定
す
る
風
俗
関
連
営
業
を
行
、
つ
州
場
所

そ
の
他
設
備
を
設
け
て
、
客
に
飲
食

さ
せ
る
営
業
を
行
い
、
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
場
所
に
、
正
当
な
理
由
の
な

い
限

り
、
青
少
年
を
立
ち
入
ら
せ
な
い
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
遊
技
業
を
営
む
者
の
責
務
)

第
十
五
条
の
ニ

設
備
を
設
け
て
客
に

遊
牧
を
さ
せ
る
営
業
を
営
む
者
は
、

深
夜

(午
後
十

一
時
か
ら
翌
日
の
日

の
出
の
時
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場

合
を
除
き
、
そ
の
営
業
場
所
に
青
少

年
を
容
と
し
て
立
ち
入
ら
せ
な
い
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
適
用
除
外
)

第
十
九
条
の
ニ

第
十
三
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
、
第
十
凹
条
、
第
十

六
条
又
は
第
十
七
条
の
規
定
は
、
風

俗
営
業
等
の
規
則
及
び
業
務
め
適
正

化
等
に
関
す
る
法
律

(昭
和
二
十
三

年
法
律
第
百
二
十
二
号
。
以
下
「法
」

と
い
う
。
)
第
二
条
第
四
項
の
風
俗

関
連
営
業

(以
下
「
風
俗
関
連
営
業
」

と
い
う
。
)
同
条
第

一
項
の
風
俗
営

業

(以
下

「
風
俗
営
業
」
と
い
う
。)

又
は
設
備
を
設
け
て
答
に
飲
食
さ
せ

る
営
業

(風
俗
関
連
営
業
又
は
風
俗

営
業
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以

下
閉
じ
。)
を
営
む
者
が
法
第
二
十
二

当
該
営
業
所
内
に
お
け
る
青
少
年
の

補
導
に
協
力
す
る
等
部同
少
年
の
健
全

な
育
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

滋
賀
県
丙
少
年
の
健
全
育
成

に
関
す
る
条
例

主主主

(業
者
の
自
主
規
制
)

第
十
条

図
書
等
を
取
り
扱
い
、
ま
た

は
興
行
を
主
催
す
る
者
そ
の
他
こ
の

条
例
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
業
者

は
、
県
お
よ
び
市
町
村
の
行
う
社
会

環
境
を
浄
化
す
る
た
め
の
施
策
に
協

力
す
る
と
と
も
に
、
相
互
に
協
力
し

て
自
主
的
な
規
制
措
置
を
講
じ
る
こ

と
に
よ
り
、

青
少
年

(六
歳
以
上
十

八
歳
未
満
の
者
を
い
い
、
婚
姻
し
た

女
子
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
)
の
健

全
な
育
成
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(有
害
遊
技
の
制
限
)

第
十
八
条

遊
技
機
を
設
置
し
て
遊
技

を
さ
せ
る
こ
と
を
業
と
す
る
者

(風

俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正

化
等
に
閲
す
る
法
律
(
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
百
二
十
二
号
)
第
二
条
第

一
頃
第
七
号
お
よ
び
第
八
号
に
規
定

す
る
営
業
を
営
む
者
を
除
く
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
)
お
よ
び
そ
の
管

理
者
は
、

青
少
年
に
射
宰
心
を
誘
発

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
遊
技
機
に
よ
り

遊
技
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2

知
事
は
、
遊
技
機
の
構
造
お
よ
び

遊
技
の
方
法
が
著
し
く
青
少
年
の
射

幸
心
を
誘
発
し
、
ま
た
は
助
長
し
、

そ
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の

遊
技
機
を
設
置
し
て
遊
技
を
さ
せ
る

こ
と
を
業
と
す
る
者
ま
た
は
そ
の
管

理
者
に
対
し
て
、
背
少
年
の
立
入
り

禁
止
ま
た
は
遊
技
方
法
の
改
善
そ
の

他
必
要
な
獄
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で

長
ピ
君
。
。

(
京
都
府
)
青
少
年
の
健
全

な
育
成
に
関
す
る
条
例

(
深
夜
に
お
け
る
興
行
場
等
へ
の
入

場
制
限
)

第
二
十
三
条

興
行
(
風
俗
営
業
等
の

規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す

る
法
律
(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

二
十
二
号
)
第
二
条
第
四
項
第
二
号

に
規
定
す
る
営
業
に
係
る
興
行
を
除

条
第
四
号
(
法
第
三
十
二
条
第
三
項

に
お
い
て
泳
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

又
は
第
二
十
八
条
第
五
雨
明
第
三
号
の

規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
引
き
続
い

て
そ
の
営
業
場
所
に
お
い
て
行
う
青

少
年
に
対
す
る
指
定
図
書
獄
の
版
売

等
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

2

第
十
瓦
条
、
第
十
八
条
又
は
前
条

の
川判
定
は
、風
俗
営
業
、
風
俗
関
連
営

業
又
は
設
備
を
設
け
て
客
に
飲
食
を

さ
せ
る
営
業
を
営
む
者
が
行
う
法
第

十
六
条
(
法
第
二
十
八
条
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、

法
第
二
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
徴

用
す
る
法
第
十
八
条
、
法
第
二
十
八

粂
第
五
項
第
三
号
又
は
第
二
十
二
条

第
四
号
(
法
第
三
十
二
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)

の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
つ
い
て

は
、
適
用
し
な
い
。

(
自
主
規
制
)

第
二
十
一
条

第
十
三
条
第
二
項
、
第

四
項
及
び
第
六
項
、
第
十
四
条
第
二

項
、
第
十
五
条
第
二
項
並
び
に
第
十

六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
の
規
定
(
以

下

「白
、主
規
制
に
関
す
る
規
定
」
と

い
う
。
)
に
従
っ
て
自
主
規
制
に
努

め
る
者
は
、
当
該
自
主
規
制
に
当
っ

て
互
い
に
協
力
す
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
に
規
定
す
る
者
の
団
体
は
、

自
主
規
制
に
つ

い
て
の
具
体
策
を
定

め
、
そ
の
内
容
を
構
成
員
に
周
知
徹

底
さ
せ
る
と
と
も
に
、
知
事
に
報
告

す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

av 

3

知
事
は
、
自
主
規
制
に
関
す
る
規

定
に
従
っ
た
自
主
規
制
に
努
め
て
い

な
い
者
及
び
そ
の
団
体
に
対
し
、
自

主
規
制
に
努
め
る
よ
う
要
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
(岩
手
県
〉
青
少
年
の
た
め

町

一
の
環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例

一

(そ
の
他
の
自
主
規
制
)

第
八
条

第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規

定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
物
品
の
販
売

又
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
(
以
下
「
物

口
聞
の
販
売
等
」
と
い
う
。
)
を
業
と

す
る
者
は
、
物
口
聞
の
販
売
等
に
関
し

背
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
・
害
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

• • く
。)
を
主
催
す
る
者
又
は
設
備
を
設

け
て
客
に
遊
技
を
行
わ
せ
る
営
業
で

規
則
で
定
め
る
も
の
を
営
む
者
(
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
興
行
者
等
」

と
い
う
。
)
は
、
正
当
な
理
由
が
あ

る
場
合
を
除
き
、
深
夜
に
お
い
て
そ

の
興
行
又
は
営
業
の
場
所
に
背
少
年

を
入
場
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

2

興
行
者
等
は
、
深
夜
に
お
い
て
輿

行
又
は
営
業
を
行
う
場
合
は
、
規
則

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
入
場
し

よ
う
と
す
る
者
の
見
や
す
い
場
所
に
、

深
夜
は
背
少
年
の
入
場
を
緩
む
旨
の

掲
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則

(
深
夜
の
入
場
を
制
限
す
る
営
業
の

指
定
等
)

第
二
条

条
例
第
二
十
三
条
第

一
績
の

規
則
で
定
め
る
営
業
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
硬
貨
又
は
メ
タ
ル
を
投
入
す
る

こ
と
に
よ
り
作
動
す
る
遊
技
機
を

設
澄
し
て
答
に
遊
技
を
行
わ
せ
る

も
の

(風
俗
営
業
等
の
拠
制
及
び

業
務
の
適
正
化
等
に
閲
す
る
法
律

(昭
和
二
寸
三
年
法
律
第
百
二
十

二
号
)
第
二
条
第

一
項
第
八
号
に

出
品
定
す
る
も
の
を
除
く
。)

(第
二
号
略
)

大
阪
府
青
少
年
健
全
育
成
条

傾
(
営
業
を
営
む
者
の
賀
務
)

第
五
条

物
同
聞
の
製
造
又
は
版
売
を
業

と
す
る
者
、
役
務
め
提
供
を
業
と
す

る
者
そ
の
他
の
営
業
を
営
む
者
は
、

そ
の
営
業
に
つ
い
て
、
社
会
的
責
任

を
自
覚
し
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成

に
配
車
す
る
よ
う
務
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

(
自
主
規
制
の
規
約
の
設
定
等
)

第
十
条

次
に
掲
げ
る
者
又
は
そ
の
組

織
す
る
団
体
は
、
当
該
者
が
そ
の
営

業
に
関
し
、
背
少
年
の
健
全
な
成
長

を
悶
常
一
目
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
滋
守
す
べ
き
基
準
に
つ
い
て

の
協
定
又
は
規
約
(
以
下
「
自
主
規

制
の
腕
約
等
」
と
い
う
。
)
を
・
縦
結

し
、
文
は
設
定
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
略
)

五
設
備
を
設
け
て
客
に
遊
技
を
き

せ
る
こ
と
を
業
と
す
る
者
(
風
俗

な
ら
な
い
。

(
非
行
誘
発
行
為
の
抑
制
)

第
九
条

何
人
も
、
背
少
年
に
対
し
次

に
似
げ
る
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
第
一
号
、
第
二
号
略
)

三

善
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
ら
せ
る
こ

レ」
。

・

四

射

幸

心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為
を
さ
せ
る
こ
と。

(
第
五
号
略
)

六
深
夜
(
午
後
十

一
時
か
ら
週
日

の
午
前
四
時
ま
て
の
聞
を
い
う
。

以
下
閉
じ
。
)
に
正
当
な
理
由
が

な
く
興
行
場
、
遊
技
場
等
に
立
ち

入
ら
せ
る
こ
と
。

青
少
年
保
護
条

((呂
城
県
)

侃
V
(
風
俗
営
業
等
を
行
う
場
所

へ
の
同

伴
の
禁
止
)

第

十

二

条

何

人
も
、
風
俗
営
業
等
の

規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す

る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

風
俗
営
業
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定

す
る
風
俗
閲
通
営
業
を
行
う
場
所
(
以

下
「
風
俗
営
業
等
を
行
う
場
所
」
と

い
う
。
)
に
青
少
年
を
同
伴
し
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
日
出
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で
の
時
間
内
に
お
け
る

同
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
ダ
ン
ス

教
授
所
等
へ
の
背
少
年
の
同
伴
(
同

法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
営
業
に

係
る
営
業
所
に
つ
い
て
は
、
日
出
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
時
間
内
に
お

け
る
十
六
歳
未
満
の
者
の
同
伴
)
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

東
京
都
青
少
年
の
健
全
な
育

成
に
関
す
る
条
例

(
深
夜
に
お
け
る
興
行
場
等
へ
の
立

入
り
制
限
等
)

第
十
六
条

興
行
場
を
経
営
す
る
者
及

び
そ
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の

従
業
者
並
び
に
設
備
を
設
け
て
容
に

ボ
ー
リ
ン
グ
、
ス
ケ
ー
ト
ま
た
は
水

泳
を
行
わ
せ
る
営
業
を
営
む
者
(
以

下
「
ボ
ー
リ
ン
グ
場
等
経
営
者
」
と

い
う
。
)
及
び
そ
の
代
理
人
、
使
用

人
、
そ
の
他
の
従
業
者
は
、深
夜
(
午

後
十
一
時
か
ら
翠
日
午
前
四
時
ま
で

の
時
間
を
い
う
。
以
下
向
じ
。
)
に
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営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正

化
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一

項
第
七
号
に
掲
げ
る
営
業
を
営
む

者
を
除
く
。
)

(
第
六
号
略
)

2

前
項
に
規
定
す
る
者
(
以
下
「
自

主
規
制
対
象
業
者
」
と
い
う
。
)
文

は
そ
の
組
織
す
る
団
体
は
、
自
主
規

制
の
規
約
等
を
締
結
し
、
又
は
設
定

し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
自

主
規
制
の
規
約
等
の
内
容
そ
の
他
の

規
制
で
定
め
る
事
項
を
知
事
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
届
出

に
係
る
事
項
を
変
更
し
、
又
は
そ
の

属
出
に
係
る
自
主
規
制
の
規
約
等
を

廃
止
し
た
と
き
も
、
問
機
と
す
る
。

3

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に

そ
の
届
出
事
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

大
阪
府
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施

行
規
則
(
自
主
規
制
の
規
約
等
に
係
る
届
出

都
項
)

第
二
条

条
例
第
十
条
第
二
項
の
規
則

で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。

一
自
主
規
制
対
象
業
者
が
条
例
第

十
条
第
一
墳
に
規
定
す
る
協
定
を

締
結
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
協
定
に
参
加
し
た
，
同
主
規
制
対

象
業
者
の
氏
名
(
法
人
に
あ
っ
て

は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
)

及
び
住
所

ニ

白
、
玉
規
制
対
象
業
者
の
組
織
す

る
団
体
が
条
例
第
十
条
第

一
項
に

悦
定
す
る
判
明
約
を
設
定
し
た
場
A
間

に
あ
っ
て
は
、当
該
団
体
の
名
林
、

主
た
る
事
務
所
の
所
作
地
及
び
電

話
番
号
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

三
自
主
規
制
の
規
約
等
に
参
加
し

て
い
る
'
同
主
規
制
対
象
業
者
(
以

下
「
肉
、玉
川
崎
制
参
加
業
者
」
と
い

う
。
)
の
氏
名
(
法
人
に
あ
っ
て

は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
)

並
び
に
、
主
た
る
本
務
所
の
所
在
地

及
び
電
話
番
号

凶
自
主
規
制
参
加
業
者
の
営
業
所

の
名
称
、
所
次
地
及
び
電
話
番
号

(
自
動
版
売
機
に
よ
り
図
書
類
を

販
売
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
自
動
販
売
機
の
設
叩
磁
場
所
)

五

自

主

規
制
の
規
約
等
の
内
谷
及

ぴ
笑
施
年
月
日

(白、
正
規
制
の
規
約
等
に
係
る
届
出
)

第
三
条

条
例
第
十
条
第
二
項
の
規
定
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(
保
護
の
た
め
の
通
報
等
)

第
十
条

旅
館
、
興
行
場
、
飲
食
庖
、

遊
技
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
業

を
営
む
者
及
び
こ
れ
に
従
事
す
る
者

は
、
当
該
営
業
の
施
設
に
お
い
て
青

少
年
が
喫
煙
、
飲
酒
、

有
害
薬
品
類

の
使
用
等
の
不
健
全
な
行
為
を
し
、

又
は
青
少
年
に
対
し
、
そ
の
福
祉
を

害
す
る
行
為
等
が
な
さ
れ
、
若
し
く

は
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
は
、

こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
当
該
行
為
者

に
注
意
を
与
え
、
説
得
し
、
必
要
に

応
じ
、
保
護
者
又
は
関
係
機
関
に
通

報
す
る
等
青
少
年
の
保
護
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
闘
係
業
者
等
の
自
主
規
制
)

第
十
二
条

興
行
を
主
催
す
る
者
、
図

害
等
を
取
り
扱
う
者
、
刃
物
類
(
銃

砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
(
昭
和
三

十
三
年
法
律
第
六
号
)

の
適
用
を
受

け
る
刀
剣
類
を
除
く
。
以
下
同
じ
。)

若
し
く
は
器
具
類
を
販
売
す
る
者
(以

下
「
興
行
者
等
」
と
い
う
。
)
、
広

告
物
を
掲
示
し
、
若
し
く
は
管
理
す

る
者
又
は
遊
技
場
を
営
む
者
は
、
相

互
に
協
力
し
、

背
少
年
の
健
全
な
育

成
を
害
し
な

い
よ
う
白
、
主
的
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
夜
間
の
興
行
等
へ
の
立
入
禁
止
)

第
二
十
条

興
行
者
及
び
客
に
遊
技
又

は
ス
ポ
ー
ツ
を
行
わ
せ
る
営
業
で
知

事
が
定
め
る
も
の
を
営
む
者
(
以
下

「興
行
者
等
」
と
い
う
。
)
は
、
夜

間
(
午
後
十
時
か
ら
午
前
四
時
ま
で

和
歌
山
県
青
少
年
健
全
育
成

条
例 に

よ
る
届
出
は
、
次
の
各
且
す
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
定
め
る
常一
回
数
を
提
出
し
て
行
な
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
白
、
支
規
制
の
規
約
等
を
締
結
し
、

又
は
設
定
し
た
場
合
自
主
規
制

の
規
約
等
設
定

(
・
川
締
結
)
届
出
量
一
一面

(
様
式
第
一
号
)

二

自

主

規
制
の
規
約
等
の
属
出
に

係
る
ん
や
項
を
変
更
し
た
場
合
自

主
規
制
の
規
約
等
変
更
届
出
番
(
様

式
第
二
号
)

三
自
主
規
制
の
規
約
等
を
廃
止
し

た
場
合
自
主
規
制
の
規
約
等
廃

止
届
出
世
宙
(
様
式
第
三
号
)

2

前
項
の
品官級
の
捻
出
部
数
は
、
正

本

一
部
及
び
写
し
一
部
と
す
る
。

の
間
を
い
う
。
以
下
閉
じ
。
)
に
営

業
を
営
む
場
合
は
、
当
該
営
業
の
場

所
に
管
少
年
を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な

ら
な
い
。

2

興
行
者
等
は
、
夜
間
に
営
業
を
営

む
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
規
則
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
営
業

の
場
所
に
入
場
し
よ
う
と
す
る
者
の

見
や
す
い
箇
所
に
、
青
少
年
の
夜
間

に
お
け
る
入
場
を
禁
止
す
る
旨
の
掲

示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

和
歌
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

施
行
規
則

(
営
業
者
等
の
自
主
規
制
)

第
九
条

図
書
を
取
り
扱
う
業
者
、
興

行
を
、主
催
す
る
者
、
が
ん
具
、
薬
品

頼
そ
の
他
の
物
口
附
を
販
売
す
る
者
、

広
告
物
を
掲
示
し
、
又
は
管
理
す
る

者
、
遊
技
場
を
営
む
者
そ
の
他
営
業

を
営
む
者
は
、
相
互
に
協
力
し
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
を
蓄
さ
な
い
よ

う
自
主
的
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(深
夜
に
お
け
る
興
行
場
等
へ
の
入

場
禁
止
)

第
十
三
条

興
行
を
主
催
す
る
者
及
び

設
備
を
設
け
て
客
に
遊
技
又
は
ス
ポ

ー
ツ
を
行
わ
せ
る
営
業
で
知
事
が
別

.11. 
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例広
島
県
同

少
年
健
/九、
1ニ
=恒
同

成
条

岡
山
県
青
少
年
保
護
育
成
条

伺
ν

(夜
間
の
醐
刊
行
総
す
の
指
定
等
)

第
七
条

条
例
第
二
十
条
第
一

一項
に
規

定
す
る
知
事
が
定
め
る
も
の
は
、
次

に
掲
げ
る
営
業
と
す
る

一
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律

(昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
)

第
二
条
に
規
定
す
る
風
俗
営
業
以

外
の
営
業
で
、
硬
貨
又
は
メ
タ
ル

を
投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
作
動
す

る
遊
投
機
を
設
置
し
て
容
に
遊
技

を
さ
せ
る
も
の
。

ニ

設

備
を
設
け
て
答
に
水
泳
、
ス

キ
l
、
ス
ケ
ー
ト
、
卓
球
、
庭
球
、

野
球
の
練
習
、
ゴ
ル
フ
の
練
習
、

玉
突
き
、
ポ
ー
リ
ン
グ
又
は
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
を
行
な
わ
せ
る
も
の

2

条
例
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す

る
掲
示
は
、
午
後
十
時
以
降
に
わ
た

る
興
行
又
は
営
業
が
行
わ
れ
る
日
の

午
後
五
時
か
ら
当
該
興
行
又
は
営
業

の
終
了
す
る
ま
で
の
問
、
別
記
第
四

号
機
式
に
よ
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
し

に
定
め
る
も
の
を
営
む
者
(
次
演
に

お
い
て
「
興
行
者
等
」
と
い
う
。
)

は
、
深
夜
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由

が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
興
行
又

は
営
業
の
場
所
に
青
少
年
を
入
場
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。

2

深
夜
に
お
い
て
興
行
又
は
前
項
の

営
業
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
興
行
者

等
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
入
場
し
よ
う
と
す
る
者
の

見
や
す
い
場
所
に
深
夜
は
青
少
年
の

入
場
を
拒
む
旨
の
掲
示
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(
有
害
施
設
等
へ
の
入
場
禁
止
)

第
十
四
条

次
に
掲
げ
る
営
業
(
風
俗

営
業
等
の
規
制
及
ぴ
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律

(昭
和
二
十
三
年

法
律
第
百
二
十
二
号
)
第
二
条
第

一

項
第
八
号
又
は
同
条
第
四
項
第
三
号

若
し
く
は
第
四
号
の
営
業
を
除
く
。
)

で
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
知
事

が
別
に
定
め
る
も
の
を
営
む
者
は
、

青
少
年
を
当
該
営
業
を
営
む
施
設
又

は
場
所
に
入
場
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

(第
一
号
略
)

ニ

設
備
を
設
け
て
客
に
射
幸
心
を

そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
遊
技
を
さ

せ
る
営
業

(
第
三
号
略
)

2

前
墳
の
営
業
を
営
む
者
は
、
知
事

が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
入

場
し
よ
う
と
す
る
者
の
見
や
す
い
場

所
に
青
少
年
の
入
場
を
拒
む
旨
の
掲

示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

岡
山
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
施

行
規
則
(
深
夜
に
お
け
る
入
場
祭
止
営
業
の

指
定
等
)

第
五
条

条
例
第
十
三
条
第
一

一項の
知

一事
が
別
に
定
め
る
営
業
は
、
設
備
を

設
け
て
答
に
ス
ケ
ー
ト
、
卓
球
、
庭

球
、
野
球
の
打
撃
練
習
、
ゴ
ル
フ
の

練
習
、
た
ま
っ
き
、
ボ
ー
リ
ン
グ
又

は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
行
わ
せ
る
も
の

2

条
例
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
掲
示
は
、
深
夜
に
わ
た
る
興
行

又
は
営
業
が
行
な
わ
れ
る
日
の
午
後

五
時
か
ら
当
該
興
行
又
は
営
業
の
終

了
時
ま
で
の
問
、
様
式
第
二
号
に
よ

り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
図
書
類
の
販
売
等
に
係
る
自
主
規

制
)
第
十
六
条

図
書
類
の
販
売
文
は
貸
付

け
を
業
と
す
る
者
は
、
図
書
類
の
内

容
の
全
部
又
は

一
部
が
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と

き
は
、
当
該
図
書
類
を
青
少
年
に
販

売
し
、
頒
布
し
、
贈
与
し
、
交
換
若

し
く
は
貸
付
け
を
し
、
又
は
こ
れ
を

青
少
年
に
見
せ
、
聴
か
せ
、
若
し
く

は
読
ま
せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(第

一
号
略
)

二

青
少
年
の
粗
暴
性
又
は
残
虐
性

を
誘
発
し
、
又
は
助
長
し
、
そ
の

健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
も
の

(
遊
投
機
に
よ
る
営
業
に
係
る
自
主

規
制
)

第
二
十
二
条

遊
投
機
を
設
置
し
て
客

に
遊
技
を
さ
せ
る
こ
と
を
業
と
す
る

者
は
、
遊
技
機
が
そ
の
構
造
及
び
遊

技
の
方
法
か
ら
み
て
、
第
十
六
条
第

二
号
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
又

は
管
少
年
の
射
幸
心
を
誘
発
し
、
若

し
く
は
助
長
し
、
そ
の
健
全
な
育
成

を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
当
該
遊
技
機
に
よ
り
背

少
年
に
遊
技
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(深
夜
営
業
に
係
る
自
主
規
制
)

第
二
十
四
条

興
行
を
主
催
す
る
者
及

び
設
置
を
設
け
て
客
に
遊
技
又
は
ス

ポ
ー
ツ
を
行
わ
せ
る
営
業
を
営
む
者

は
、
深
夜
に
お
い
て
、

正
当
な
理
由

が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
興
行
又

は
営
業
を
営
む
地
設
又
は
場
所
に
青

少
年
を
入
場
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
自
主
規
制
の
相
互
協
カ
)

第
二
十
五
条

図
書
類
の
販
売
又
は
貸

付
け
を
業
と
す
る
者
、
興
行
を
主
催

す
る
者
、
が
ん
具
刃
物
類
の
販
売
を

業
と
す
る
者
そ
の
他
営
業
を
営
む
者

は
、
相
互
に
協
力
し
、
自
主
的
方
法

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
営
業

に
関
し
て
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を

閲
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(自
主
規
制
の
指
導
等
)

第
二
十
七
条

知
事
は
、
こ
の
章
に
定

め
る
自
主
規
制
の
笑
が
あ
が
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
営
業
を
営
む
者
そ
の

長
崎
県
少
年
保
護
育
成
条
例
施
行

規
則(深
夜
営
業
の
指
定
等
)

第
+
条

条
例
第
十
四
条
第
一

一
項
に
規

定
す
る
営
業
は
、
次
の
各
号
の
一
に

仰向げ
る
も
の
と
す
る
。

一
硬
貨
又
は
メ
タ
ル
を
投
入
す
る

こ
と
に
よ
り
作
動
す
る
遊
技
機
(
条

例
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
定

鹿
児
島
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例

施
行
規
則

(興
行
場
等
へ
の
深
夜
の
立
入
祭
止
)

第
四
条

条
例
第
五
条
の
ニ
第

一
頃
に

規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
営
業
は
、

硬
貨
、
メ
タ
ル
又
は
チ
ッ
プ
を
投
入

す
る
こ
と
に
よ
り
作
動
す
る
遊
技
機

を
設
置
し
て
答
に
遊
技
を
行
わ
せ
る

営
業
と
す
る
。

(
第
二
項
時
)
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(
深
夜
興
行
等
へ
の
入
場
禁
止
)

第
十
四
条

興
行
を
行
う
者
及
ぴ
設
備

を
設
け
て
容
に
遊
技
文
は
ス
ポ
ー
ツ

を
行
わ
せ
る
営
業
で
規
則
で
定
め
る

も
の
を
営
む
者

(
以
下
「
興
行
者
等
」

と
い
う
。
)
民
、
深
夜
‘
当
該
興
行

又
は
営
業
の
場
所
に
少
年
を
入
場
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。

2

興
行
者
等
は
、
深
夜
、
興
行
を
行

い
又
は
営
業
を
営
む
場
合
は
、
規
則

で
定
め
る
糠
織
を
、
当
該
興
行
又
は

営
業
の
場
所
の
入
口
に
掲
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(
特
定
施
設
等
へ
の
入
場
料
一
明
止
)

第
十
五
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
営
業

で
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
規
則
で

定
め
る
も
の
を
営
む
者
は
、
当
該
営

業
の
施
設
又
は
場
所
に
少
年
を
入
場

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

(第

一
号
、
第
二
号
略
)

三
設
備
を
設
け
て
、
客
に
射
幸
心

を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
遊
技
を

さ
せ
る
営
業

(第
四
号
略
)

2

前
項
の
営
業
を
営
む
者
は
、
規
則

で
定
め
る
襟
識
を
、
当
該
営
業
の
施

設
文
は
場
所
の
入
口
に
掲
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(
場
所
の
提
供
又
は
あ
っ
せ
ん
の
禁

止
)
第
十
七
条

何
人
も
、
次
の
各
号
の

一

に
掲
げ
る
行
為
が
少
年
に
対
し
て
な

さ
れ
、
文
は
少
年
が
こ
れ
ら
の
行
為

を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
、
場
所
の
提
供
又
は
あ
っ
せ
ん
を

し
て
は
な
ら
な
い
。

(第
一
号
略
)

ニ

射
幸
的
行
為

(
第
三
号
、
第
四
号
略
)

他
関
係
者
に
対
し
て
必
要
な
指
導
又

は
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

「長|即刻

E
Z紅
側
]

鹿
児
島
県
青
少
年
保
護
育
成

条
例

(興
行
者
等
へ
の
深
夜
の
立
入
禁
止
)

第
五
条
の
ニ

興
行
場
を
経
営
す
る
者

若
し
く
は
興
行
を
、
主
催
す
る
者
又
は

設
備
を
設
け
て
答
に
遊
絞
若
し
く
は

ス
ポ
ー
ツ
を
行
わ
せ
る
営
業
で
規
則

で
定
め
る
も
の
を
営
む
者
(以
下
「
興

行
者
等
」
と
い
う
。
)
は
、
深
夜
に

当
該
興
行
又
は
営
業
の
場
所
に
、
青

少
年
を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

2

興
行
者
等
は
、
深
夜
に
興
行
又
は

営
業
を
営
む
と
き
は
、
入
口
の
見
や

す
い
場
所
に
、
脊
少
年
の
立
ち
入
り

を
祭
ず
る
旨
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

め
る
も
の
を
除
く
。
)
を
設
誼
し

て
客
に
遊
技
を
さ
せ
る
も
の

二
設
備
を
設
け
て
客
に
水
泳
、
ス

ケ
ー
ト
、

卓
球
、
庭
球
、
野
球
の

練
習
、ゴ
ル
フ
の
練
習
、
玉
突
き
、

ボ
ー
リ
ン
グ
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
等

を
行
わ
せ
る
も
の
。

2

条
例
第
十
四
条
第
二
雨
明

(深
夜
に

お
け
る
興
行
者
世
帯
の
純
一示
義
務
)
に

規
定
す
る
標
識
は
機
式
第
六
号
に
よ

る
も
の
と
し
、
そ
の
掲
示
は
深
夜
に

わ
た
る
興
行
又
は
営
業
が
行
わ
れ
る

自
の
午
後
五
時
か
ら
当
該
興
行
又
は

営
業
の
終
了
す
る
ま
で
の
聞
と
す
る
。

(
特
定
施
設
等
に
係
る
営
業
の
指
定

等
)
第
十
一
条

(
第
一
攻
、
第
二
項
略
)

3
条
例
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の

営
業
と
は
、
ス
ロ

y
ト
マ
シ
ン
、
ロ

タ
ミ
ン
ト
等
客
の
射
幸
心
を
そ
そ
る

お
そ
れ
の
あ
る
遊
技
機
で
、
か
っ
、

遊
技
の
結
果
に
応
じ
て
メ
タ
ル
又
は

チ
y

プ
等
が
払
い
も
ど
さ
れ
、
当
該

メ
タ
ル
又
は
チ

ッ
プ
等
を
使
用
し
て

再
度
遊
技
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
遊

技
機
を
設
置
し
て
答
に
遊
牧
を
さ
せ

る
も
の
と
す
る
。
(第
四
項
、
第
五
項
略
)
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中

シットタウン・タイプ
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•• 

北
京
で
開
か
れ
る
国
際
シ
ョ

l
の
出
展
予
定
明
ら
か
に

第三被郵便物認可

中
国

・
北
京
で
三
月
二
十
四
社
が
直
接
出
展
。
ま
た
香

八
日
か
ら
四
月
三
日
ま
で
開
港
か
ら
A
B
C
グ
ル
ー
プ
が

か
れ
る
初
め
国
際
A
M
シ
ヨ
出
展
す
る
ほ
か
、
い
く
つ
か

|

「
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

・

の
日
本
の
乗
物
機
メ
ー
カ
ー

エ
キ
ス
ポ
部
」
の
出
展
予
定
な
ど
が
香
港
の
出
展
社
を
通

が
ほ
ぼ
固
ま
り
、
文
字
ど
お
じ
て
出
品
す
る
も
よ
う
で
あ

り
国
際
的
な
A

M
機
シ
ョ

l

る
。
な
お
泉
陽
、
ト

l
ゴ、

と
な
る
も
よ
う
で
あ
る
。
明
田
聞
は
出
展
規
模
も
大
き
く

同
シ
ョ

!
の
主
催
者
で
あ

注
目
さ
れ
る
。

る
中
国
国
際
会
議
促
進
中
心

米
国
か
ら
は
オ
ム
ニ
映
画

有
限
公
司
(
香
港
)
が
伝
え

・社
な
ど
い
く
つ
か
単
独
出
展

る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
十
こ

す

る
ほ
か
、
チ
ャ
ン
ス
祉
な

月
末
現
在
同
シ
ョ

ー

へ
の
出
ど
が
グ
ル
ー
プ
で
出
展
す
る
。

展
祉
は
十
二
ヵ
国
か
ら
三
十
英
国
か
ら
は
、
英
国
の

A

M

三
社

(
な
い
し
グ
ル
ー
プ
)
協
会
で
あ
る
B
A
C
T
A
が

で
、
け
つ
こ
う
国
際

的

な

メ

出

展
し
、
注
目
さ
れ
る
。
こ

i
カ
l
が
多
数
出
展
す
る
予
れ
は
英
国
の
各
社
が
出
展
す

定
に
な
っ
て
お
り
、
初
の
試
る
よ
り
も
、
協
会
と
し
て
そ

み
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
規
模
の
会
員
各
社
が
ま
と
ま
っ
て

な
俄
し
に
な
る
と
の
こ
と
。

出

展

す

る
も
の
で
、
こ
れ
ま

う
ち
日
本
か
ら
は
三
和
電
で
海
外
の
国
際
シ
ョ

ー
で
B

子
閥
、
泉
陽
興
業
側
、
附
ト

A
C
T
A
が
行
な
っ
て
き
た

|
ゴ
、
明
畠
特
殊
産
業
側
の

実
綴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

ゲームマシン第277号

-
: ~ 、・ム ー '. 

.壬6、ー.， 

¥

知

W

1986年2月1日( 15) 

ハンク・オン「日経・85年
年間優秀製晶賞」に輝くf
ハングオンはメカトロニクの応用性とヤンクeの感性にマッ

チした企函カを評価さオ'L..8 5年度の約2万点の新製品から選

ばれました。ニれも皆様のお除機と感謝申しょげます。本年

もセガは皆織のニーズにマッチした商品を開発申し上げます。

ニ
!
ワ
ー
ル
ド

2
2
4
0
万
人
で
首
位

北
米
遊
園
地
の
年
間
入
場
者
ラ
ン
ク

デ
ィ
ズ

北
米
で
年
間
入
園
者
の
多

い
遊
園
地
は
、
米
国
フ
ロ
リ

ダ
の
ウ
ォ
ル
卜

・
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ワ
ー
ル
ド
/
E
P
C
O
T

セ
ン
タ
ー
で、

二
千
二
百
四

十
万
人
(
米
紙
「
ア
ミ
ュ

ー

ズ
メ
ン
ト

・
ビ
ジ
ネ
ス
」
調

べ
、
八
五
年
十
二
月
二
十
八

日
号
)
と
い
う
結
果
が
出
た
。

昨
年
の
日
本
の
つ
く
ば
博
関

の
入
場
者
数
が
二
千
三
十
三

万
人
だ
か
ら
、
そ
れ
よ
り
多

い
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、

つ
く
ば
博
お
と
異
な
り
デ
ィ

ズ
ニ

ー
ワ
ー
ル
ド
は
恒
久
施

設
で
、
毎
年
拡
大
を
続
け
て

い
く
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
す

ご
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
位
以
下
は
次
の
と
お

り
。
②
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ア
ナ

ハ
イ
ム
、

千
二
百
万
人
)
、

③
ナ

ッ
ツ
・
ベ
リ
|
・
フ
ァ

ー
ム
(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

ブ
エ
ナ
パ

1
ク
、
三
百
五
十

万
人
)
、
④
・
キ
ン
グ
ス

・
ア

イ
ラ
ン
ド

(
オ
ハ
イ
オ
州
、

二
百
九
十
八
万
人
)
、
⑤
ブ

ッ
シ
ュ

・
ガ
ー
デ
ン
(
フ
ロ

リ
ダ
州
タ
ン
パ
、
二
百
九
十

万
人
)
、
⑥
グ
レ
イ
ト

・
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
(
ニ
ュ

l
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、

二
百
九
十
万
人
)
、
⑦
シ
ッ

ク
ス

・
フ
ラ
ッ
グ
ス

・
マ
ジ

ッ
ク

・
マ
ウ
ン
テ
ン

(カ
リ マ95-2674

干144 電略的行43)7432(輯亮司院輔部}
電話 03(743)7433(官官揖 事蝿剖}
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干8'0 電話092(目的4715(代 費}

社東京 都 大田区羽田トト'2

札 嶋市量平区盤早五晶3-2-34
'"凪府蝿中市豊醐町東2-5-3
掴 岡県帽開閉中央区白金2・5-時

立
さ
れ
、
A

M
機
や

A

M
施

設
導
入
を
さ
ら
に
促
進
す
る

こ
と
に
な
っ
た
、
と
の
こ
と
。

こ
れ
に
は
政
府
の
経
済
委
員

会
が
関
与
し
て
お
り
、
と
く

に
経
済
特
別
区
と
さ
れ
る
海

外
沿
い
の
都
市
部
を
は
じ
め

と
し
て
、
す
で
に
い
く
つ
か

の
遊
園
地
が
オ
ー
プ
ン
す
る

な
ど
実
績
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
実
績
の
上
に
さ
ら
に
和
極

的
導
入
を
図
る
、
と
の
こ
と
。

今
回
の
シ
ョ
ー
は

「
中
国
A

M
公
社
」
も
共
催
す
る
形
に

な
る
。
し
か
し
、
経
済
取
引

事
情
の
複
雑
さ
は
相
変
ら
ず

の
も
よ
う
で
あ
る
。

本

札幌宝庫

聞置茸眉

博 多重庖

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
パ
レ
ン
シ
ア
、

二
百
六
十
万
人
)
、
③
オ
プ

リ
l
ラ
ン
ド
U
S
A
(
ナ
ッ
シ

ュ
ビ
ル
、
二
百
五
十
万
人
)、

⑨
オ
ン
タ
リ
オ

・
プ
レ
イ
ス

(ト
ロ
ン
ト
、

二
百
五
十
万

人
)
、
⑬
シ
ッ
ク
ス

・
フ
ラ

ッ
グ
ス

・
オ
ー
バ
ー

-
テ
キ

サ
ス
(
ア

l
リ
ン
ト
ン
、
二

百
五
十
万
人
)。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
系
と
パ

リ

|

社
系
の
め
ざ
ま
し
い
活
削
除
ぶ

り
が
目
立
っ
て
い
る
。

@認奮が.z，'j!J.ーゴSイ叡
•• 

米
国

「ピ
ン
ボ
i
ル
エ
キ
ス
ポ
的
」

シ
カ
ゴ
に
三
百
人
集
結
、

昨
年
十
一
月
二
十
二
日
か

ら
三
日
間
、
シ
カ
ゴ
郊
外
の

ホ
リ
デ
イ
イ
ン

・
オ
へ
ア
で

フ
リ

ツ
バ

l
フ
ァ
ン
の
た
め

の
初
の
催
し
、

「
ピ
ン
ボ
ー

ル
・
エ
キ
ス
ポ
部
」
が
聞
か

れ
、
約
三
百
人
の
フ
ァ
ン
や

コ
レ
ク
タ
ー
が
集
ま
り
、
省

意
義
な
催
し
と
な

っ
た
。
こ

れ
に
は
フ
リ

ッ
パ

|
メ
ー
カ

ー
も
全
両
的
に
協
力
、
回航山人

的
な
ピ
ン
ボ

l
ル
機
を
出
品

し
た
ほ
か
、
ゴ
ッ
ト
リ

i
ブ

フ
リ
ッ
パ
ー
を
製
造
し
て
い

る
プ
リ
ミ
ア

・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

多
彩
な
催
し
に

-
社
の
工
場
見
学
な
ど
も
行

な
わ
れ
、
充
実
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

展
示
会
場
に
は
パ

リ

l
社、

プ
リ
ミ
ア
社
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
社
、
ゲ

l
ム
プ
ラ
ン
祉
な

ど
現
役
の
フ
リ
ッ
パ

l
メ
ー

カ
ー
か
全
両
協
力
出
展
。

こ

れ
に
コ
レ
ク
タ

l
を
対
象
と

し
た
ア
ン
チ
ッ
ク

・
ピ
ン
ボ

ー
ル
取
扱
い
業
者
が
参
加
、

古
い
も
の
か
ら
紋
新
機
的
、

そ
し
て
裂
品
化
さ
れ
た
が
出

荷
さ
れ
な
か

っ
た
か
幻
の
フ

リ
ッ
パ

l
u
ま
で
多
数
出
品

鈎
イF
 
V
 

さ
れ
、
集
っ
た
フ
ァ
ン
を
う

な
ら
せ
た
。
と
く
に
古
典
的

な
機
種
で
は
、
ロ
ッ
ク
オ
|

ラ
社
「
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ア
・

ジ
グ
ソ
ー
」
(
一

九
三
三
年
)

を
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
祉
が
、
ま

た
歴
史
上
初
の
フ
リ

ツ
バ

ー

と
な
っ
た
ゴ

ッ
ト
リ
|
プ
社

「
ハ
ン
プ
テ
ィ

・
ダ
ン
プ
テ

ィ
」
(
一

九
四
七
年
)
を
プ

リ
ミ
ア
社
が
出
品
、
感
激
さ

せ
た
。
最
新
機
種
で
は
パ
リ

|
社
「
ビ
ー
ト

・
ザ

・
ク
ロ

ッ
ク
」
、
ゲ

i
ム
プ
ラ
ン
社

「
ロ
ッ
ク

・
ネ
ス

・
モ
ン
ス

タ
ー
(
ネ
ッ
シ
ー
の
こ
と
)
」

が
披
.
路
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
催
し
は
、
フ
リ
ツ
パ

l
-
コ
レ
ク
タ
ー
の
ロ
パ
ー

ト

・
パ
l
ク
氏

(
オ
ハ
イ
オ

州
)
が
中
心
と
な

っ
て
開
か

れ
た
も
の
で
、
米
国
は
も
ち

ろ
ん
カ
ナ
ダ
、
英
国
か
ら
も

フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
た
。
展

示
会
の
ほ
か
、
各
メ
ー
カ
ー

代
表
に
よ
る
パ
ネ
ル
討
論
、

会
場
近
く
に
あ
る
プ
リ
ミ
ア

社
の
フ
リ

ツ
パ

l
工
場
見
学

ツ
ア

l
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社

に
よ
る
フ
リ

ツ
バ

i
修
理
講

沼
会
な
ど
が
あ
り
、
故
後
の

夜
は
ア
ル
ビ

ン

・
ゴ
ッ
ト
リ

ー
ブ
氏
を
招
い
て
の
パ
ン
ケ

ッ
ト
(
宴
会
)
が
聞
か
れ
た
。

催
し
自
体
の
川
祝
日
制
は
小
さ

い
も
の
で
あ
る
が
、
フ
リ
y

パ
l
愛
好
家
の
た
め
の
充
実

し
た
催
し
と
し
て
大
い
に
説
e

価
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
全

面
協
力
し
た
フ
リ
ッ
パ

|
メ

ー
カ
ー
た
ち
も
満
足
し
た
も

よ
う
で
あ
る
。
な
お
ピ
ン
ポ

ー
ル
と
言
、
え
ば
、
開
時
と
無

線
の

A

M
ゲ
l
ム
機
で
あ
る

フ
リ
ッ
パ
!
と
、
開
問
機
で

あ
る
ビ
ン
ゴ
と
の
総
私
で
あ

る
が
、
米
間
で
は

一
部
地
域

を
除
き
照
的
機
が
然
比
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
に

ピ
ン
ボ
ー
ル
と
は
フ
リ

ッ
パ

ー
の
争
」
と
を
意
味
し
て
お
り

今
回
の
似
し
も
フ
リ

ツ
パ

ー

に
限
ら
れ
て
い
る
。
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|つめのカプセルを打

ち、中型ロポットへの

可変。パワーアップ/

だ

スト
ウラ
イツ
ンク
グポ
採レ l
問パ jレ
i I & 

どのフォーメーションで、

• • • • • • • • • 

それは、

~， 

由

いよいよ大戦が若手を開

ける、まずは、戦闘機

で。カプセルを待て。

か、

自
-つ
君の

戦

相

•• 

画面上の敵を静止させ

るパワーだ。止まってい

る敵にミサイルを打て。

数秒間、無敵になるフ

ァイアー ・クラッシユ

だ。体当りで高得点。

徹ポスの出現だ。激し

い攻明書で怠つく暇もな

い。手ごわいから注意。

白
山
覚
、
吋

型

感

い

太

身

ち

で

合

持

ル

。
気

と

で
札
ル
ト

ア

州市
リ

械

が

•• 

お手持ちの中古差t穏を銘イトして下立し'.

納得締結名、免守て 覧也ましZう.

向REYOU.s向V臥)6To

の
ベ
コ
マ
社
。
国
別
で
は
タ

イ
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ

ン
ス

な
ど
が
こ
れ
に
加
わ
る
。

中
固
め

A
M
機
市
場
に
つ

い
て
は
、
経
済
取
引
事
情
が

わ
か
り
難
い
た
め
、
笑
際
の

回
も
そ
う
す
る
こ
と
に
な
っ
と
こ
ろ
か
市
場
。
と
呼
べ
る

た
。
B
A
C
T
A
は
大
き
な
か
ど
う
か
、
こ
れ
ま
で
疑
問

小
間
出
展
の
ほ
か
、
屋
外
展
が
大
き
か

っ
た
と
言
、
え
る
。

示

も

行

な

う

。

し

か

し

、

同

シ

ョ

l
主
催
者

以
上
の
ほ
か
目
立

っ
た
と
の
説
明
に
よ
る
と
、
中
国
で

こ
ろ
で
は
、
オ

i
ス
ト
ラ
リ
は

A
M
施
設
の
導
入
を
積
極

ア
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ

ッ
ト
社
、
的
に
行
な
う
こ
と
が
中
国
政

イ
タ
リ
ア
の
ザ
ン
ペ
ル
ラ
社
、
府
の
政
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ

西
ド
イ
ツ
の
ジ

l
ラ

i
社
、

る

よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
こ

フ
ス
社
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
イ
ン
の
ほ
ど
「
中
国
ア
ミ
ュ

ー
ズ

タ
|
プ
レ
イ
社
、
オ
ラ
ン
ダ
メ

ン
ト
マ
シ
ン
公
社
」
が
設

でハロ園、とちらは元

• 
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ロ

平
素

は

格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、

し
上
げ

ま

す
。

こ
の
た
び
弊
社
が
発
表
致
し
ま
し
た
「
バ

ト
ル
バ

ー

ド
」

(
B
A
T
T
L

E

B
i
R
D
)
は

弊

社

が
独
自

に
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
製

品

で

あ

り
、

こ
の
製
品
に

関
す
る
一
切
の
権
利
は
弊
社
が
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
弊
社
に
無
断
で
模
倣
、

又

は

類

似

す

る

製

品

を

製

造
、
販
売
、
輸
出
、

及
び

こ

れ

ら

の
製

品

を

使

用
し
て
営
業
す
る
行
為
は
弊
社
の
正
当
な
諸
権
利
を
侵

害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
行
為
の
な

い
よ
う
充
介
に
ご
注
意
を
賜
り
、
業
界
秩
序
の
維
持
、

健
全
な
発
展
の
為
に
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
一
月

厚

く

お
礼
申

大
阪
市
西
区
西
本
町
一

丁
目
十
一
番
九
号
間
本
興
産
ビ
ル

アイ
v

ム
販
売
繰
式
会
社

代
表
取
締
役

高

嶋

由

之

-この商品は弊社(アイ レム)の応諾なしに海外への出荷は出来ません。



(16) 第三綾郵便物認可ゲームマシン

新技術でr /，トルバード」、アイレム

基板も「スペランカー」地底探検ゲーム

ア
イ
レ
ム
販
売
側
(
本
社

大
阪
、
高
嶋
由
之
社
長
)
か

ら
、
立
体
映
像
に
よ
る
T
V

宇
宙
戦
争
ゲ
ー
ム
機

「
バ
ト

ル
パ

l
ド
」
が

一
月
二
十
二

日
い
よ
い
よ
発
売
と
な
っ
た
。

ま
た
地
底
探
検
を
内
容
と
し

た
T
V
ゲ
l
ム
機
「
ス
ペ
ラ

ン
カ
|
」
も
、
同
日
発
売
と

な
っ
た
。
「
バ
ト
ル

バ
ー
ド
」

は一一

つ
の
初
勺
モ
ニ
タ
ー
と
偏
光

フ
ィ
ル
タ
ー
の
組
合
わ
せ
に

よ
り
、
高
度
な
立
体
画
像
を

実
現
し
た
も
の
で
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
窓
の
中
を
の
ぞ
き
込

ん
で
プ
レ
イ
す
る
。
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
は
鳥
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
独
特
の
デ
ザ
イ
ン
で
F

R

P
裂
。
操
作
は
八
方
向
レ
バ

ー
と
発
射
ボ
タ
ン
に
よ
る
。

全
部
で
五
パ
タ
ー
ン
の
展
開

が
あ
る
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
操
作
す
る

宇
宙
船

ρ

バ
ト
ル
パ

l
ド
。

7列島

i車室
の

ス

展

う
無
法
者

「
西
部
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
基
板

1986年2月1日第277号
繋釆上うれレ 発失トレ--， 1 
す つで設たイこ売社側スウマ西
るての定大ヤれと長(」エと部
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に銃にのいまプ 日哲スプ機テ

• 4・

繰
り
返
さ
れ
る
。
画
面
に
は

列
車
の

一
両
分
が
大
き
く
映

サ
ッ
カ
ー
が
テ

i
マ
の
。
フ
ラ
イ
ズ
機

ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ

三
和
電
子
か
ら
「
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
」

第三税郵便物認可

に手商 い社子ルた
な前がこる長側キプサ
つがサれ。 ~~I ラッ
てゴツは か本パイカ
お|カ斜 ら社 |ズ l
りル|め 発東」マを
、とコ に 売京がシテ
盤い |なと、、ン |

商うトつ な斉三「マ
に設でだ っ藤和ゴと
は定、悠 て隆電 lし

ゲームマシン第277号1986年2月1日(17) I 

き
め
の
細
か
い
リ
ア
ル
な

プ
レ
イ
を
楽
し
め
る
T
V
野

球
ゲ

i
ム
機
「
メ
ジ
ャ
ー
リ

による自在プレイで唱トラックボール事

「メジャーリーグJ

の
セガ社から

シ
ユ
|
ト
し
て
く
る
相
手
選

手
た
ち
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か

れ
て
い
る
。

硬
貨
投
入
後
、
上
部
か
ら

ボ
ー
ル
が
次
々
と
盤
商
の
ピ

ン
の
聞
を
抜
け
な
が
ら
転
が

り
落
ち
て
く
る
。

こ
の
ボ
ー

ル
を
下
部
で
受
け
取
っ
て
い

く
が
、
受
け
取
る
の
は
ボ
ー

ル
が

一
度
に
一
個
し
か
入
ら

ー
グ
」
が
、
鮒
セ
ガ

・
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
(
本
社
東

京
、
中
山
隼
雄
社
長
)
か
ら

一
月
二
十
四
日
に
発
売
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
日
ビ
ッ
ト

C
P
U

と
新
サ
ウ
ン
ド
チ
ッ
プ
を
使

用
し
た
「
セ
ガ
・
シ
ス
テ
ム

日
」
シ
リ
ー
ズ
第
-
弥
と
し

て
発
売
さ
れ
た
も
の
。
内
容

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
チ
ー
ム

と
の
野
球
の
試
合
で
、
操
作

と
場
面
展
開
の
画
像
に
特
徴

が
あ
る
。
ゲ
ー
ム
は
ポ
イ
ン

ト
制
で
、
最
初
に
設
定
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
が
プ
レ
イ
の
内

容
に
よ
り
憎
減
し
、
ポ
イ
ン

-、句、
句、

は
、
画
面
内
を
飛
び
回
り
敵
と
H

ミ
ラ
ク
ル
ボ

l
ル
。
が

機
を
次
々
と
迎
撃
し
て
い
く
。
出
現
し
、
こ
の
ボ

l
ル
を
取

敵
機
は
画
面
中
央
か
ら
次
第
る
と
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
ニ

に
拡
大
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
述
射
攻
撃
が
で
き
、
高
得
点

ま
な
飛
行
パ
タ
ー
ン
で
迫
つ
が
加
算
さ
れ
る
。
巨
大
な
空

て
く
る
。
発
射
弾
は
常
に
画
中
要
塞
が
現
わ
れ
る
と
、
そ

面
中
央
部
へ
向
か
っ
て
飛
ん
の
中
心
部
に
数
発
命
中
さ
せ

で
い
く
。
敵
機
の
ほ
か
機
雷
て
破
壊
で
き
れ
ば

一
パ
タ
ー

や
限
右
も
飛
ん
で
く
る
の
で
ン
終
了
。
パ
タ
ー
ン
を
追
う

注
意
。
敵
機
は
ほ
と
ん
ど
編
ご
と
に
ゲ
ー
ム
は
難
し
く
な

隊
で
、
編
隊
を
全
滅
さ
せ
る

.
っ
て
い
く
。
宇
宙
船
の
持
ち

し
出
さ
れ
、
パ
ッ
ク
は
西
部
っ
て
進
ん
で
い
く
。
各
車
両

の
街
並
や
砂
漠
、
草
原
な
ど
ご
と
に
物
を
投
げ
て
き
た
り

が
右
か
ら
左
へ
と
流
れ
て
い
ラ
イ
フ
ル
を
発
射
し
て
く
る

く
。
八
方
向
レ
バ

ー
と
二

つ

者

が

い
て
、
前
進
を
阻
む
。

の
ボ
タ
ン
を
操
作
す
る
。
こ
れ
を
パ
ン
チ
と
キ
ッ
ク
(
ボ

ま
ず
格
闘
シ

l
ン
か
ら
始
タ
ン
)
で
倒
し
、
あ
る
い
は

ま
り
、
列
車
め
最
後
部
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
伏
せ
た
り

機
関
尊
ま
で
屋
根
の
上
を
伝
。
し
て
避
け
な
が
ら
進
む
。
機

関
車
ま
で
来
る
と
一
ス
テ
ー

ジ
終
了
、
次
に
銃
撃
戦
と
な

る
。
列
車
の
窓
か
ら
発
砲
し

て
く
る
の
を
馬
の
脇
に
隠
れ

て
か
わ
し
な
が
ら
相
手
を
銃

撃
、
ま
た
相
手
の
投
げ
る
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
を
撃
ち
落
と
し

た
り
連
結
部
に
命
中
さ
せ
る

と
高
得
点
。
持
ち
人
数
が
倒

さ
れ
る
と
ゲ

l
ム
終
了
。
基

板
販
売
の
み
で

O
P
価
絡
十

四
万
八
千
円
。

ウヱスタン・エクスプレス

-1. 
な
い
コ
の
字
形
の
も
の
で
、

こ
れ
は
ハ
ン
ド
ル
を
回
す
こ

と
に
よ
り
左
右
へ
平
行
移
動

す
る
。
ゲ
ー
ム
は
タ
イ
マ
ー
制

(
四
十
秒
か
ら
九
十
秒
ま
で

切
替
可
能
)
で
、
そ
の
聞
に

一
個
一
点
(
切
替
可
能
)
で

三
十
点
(
左
上
に
デ
ジ
タ
ル

表
示
)
入
る
と
景
品
カ
プ
セ

ル
が
払
出
さ
れ
る
。
景
品
は

最
上
部
の
透
明
ボ
ッ
ク
ス
に

収
納
。
定
価
三
十
三
万
円
。

バトルバード

機
数
が
な
く
な
れ
ば
ゲ

l
ム

終
了
だ
が
、
一
定
得
点
以
上

で

一
機
追
加
と
な
る
。
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
大
き
さ
は
ヨ
コ

八
十
八
今
、
奥
行
約
百
七
十

三
勺
、
高
さ
約
百
三
十
二
勺
。

定
価
百
九
十
八
万
円
。

次
に

「
ス
ペ
ラ
ン
カ
|
」

は
、
米
国
ブ
ロ

l
ダ
l
バ
ン

ド
社
の
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
を

業
務
用
化
す
る
許
諾
を
得
た

も
の
で
、
地
下
に
あ
る
迷
路

状
の
洞
く
つ
を
進
み
な
が
ら
、

宝
物
や
武
器
、
次
の
通
路
へ

入
る
た
め
の
カ
ギ
な
ど
を
取

っ
て
い
く
ゲ

l
ム
。
画
面
は

プ
レ
イ
ヤ
ー
ρ

ス
ペ
ラ
ン
カ

l
e
の
動
き
に
応
じ
て
、
映

し
出
さ
れ
て
い
る
画
商
の
三

十
二
倍
に
ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
。

四
方
向
レ
バ

ー
と
発
射
、

ジ
ャ
ン
プ
の
二
つ
の
ボ
タ
ン

を
操
作
し
、
途
中
で
邪
魔
を

関
東
娯
楽
か
ら

定

す
る
地
底
人
や
コ
ウ
モ
リ
な

ど
を
や
っ
つ
け
て
い
く
。
ま

た
通
路
上
の
大
き
な
岩
は
燦

蝉
を
仕
掛
け
て
(
レ
パ

l
下

方
向
と
発
射
ボ
タ
ン
で
セ
ッ

ト
)
崩
す
。
カ
ギ
を
取
る
と

そ
の
カ
ギ
と
同
色
め
ド
ア
を

聞
け
ら
れ
る
。
魔
像
に
た
ど

り
着
く
と
一
ス
テ
ー
ジ
終
了
。

全
部
で
四
ス
テ
ー
ジ
あ
る
。

三
人
が
や
ら
れ
る
と
ゲ

l
ム

終
了
だ
が

一
定
得
点
以
上
で

一
人
追
加
。
基
板
販
売
で
O

P
価
格
十
四
万
八
千
円
、
改

造
用
サ
ブ
ボ

l
ド
販
売
も
あ

り
O
P
価
格
七
万
九
千
円
。

「
コ
マ
ン
、
ダ

l
H」

困
問
問
嗣
凶
阻

定
選
型
乗
物
機
「
ス
ペ
ー

ス
コ
マ
ン
ダ
l
H
」
が
、
関

東
娯
楽
工
業
側
(
本
社
東
京
、

中
村
哲
社
長
)
か
ら
発
売
と

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
同
社
バ
ッ
テ
リ
ー

カ
|

「
ス
ペ
ー
ス

コ
マ
ン
ド
」
を
定

置
型
乗
物
機
に
し

た
も
の
。
基
本
的

な
ス
タ
イ
ル
は
同

じ
だ
が
、
宇
宙
空

間
を
飛
ぶ
ス
ク
ー

タ
ー
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
を
高
め
る

た
め
、足
を
置
く
部

分
に
フ
ー
ド
、
フ

ロ
ン
ト
部
に
ラ
ン
プ
が
付
け

ら
れ
、
配
色
も
工
夫
し
豪
華

な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

作
動
中
に
効
果
音
が
鳴
る
。

前
後
二
人
乗
り
で
、
定
価
五

十
八
万
円
。

• • 

ブ
ル
型
定
価
五
十
六
方
向
。

な
お
基
板
(
コ
ン
パ

ネ
付
き
)

販
売一
は
二
月
十
日
か
ら
で
O

P
価
格
二
十
二
万
八
千
円
。

第

4
弾

加
藤
工
業
の

。=、
ニ
メ
リ
l
H

2 定
置
回
転
式
采
物
機
「
恐

竜
」
が
、
加
藤
工
業
側

(本

社
大
阪
、
加
藤
克
彦
社
長
)

か
ら
発
売
と
な
っ
て
い

る
。

こ
れ
は
同
社

ρ

ミ
ニ

メ
リ

|
シ
リ
ー
ズ
u

第
四
弾
で
、

従
来
の
問
機
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

犬
、
象
、
馬
に
、
恐
竜
の
H

ブ

ロ
ン
ト
ザ
ウ
ル
ス
8

と
。
ス

ス
、
選
手
交
代
な
ど
を
行
な
テ
ゴ
ザ
ウ
ル

ぃ
、
リ
ア
ル
で
本
格
的
な
プ
ス
。
が
加
わ

レ
イ
が
楽
し
め
る
。
ポ
イ
ン
っ
た
。
回
転

ト
は
攻
撃
で
ヒ

ッ
ト
や
盗
塁
、
テ
ー
ブ
ル
の

守
備
で
ア
ウ
ト
を
と
る
と
増
上
に
二
種
の

え
、
逆
に
三
振
し
た
り
エ
ラ
恐
竜
が
設
置

ー
を
す
る
と
減
る
。
英
語
に
さ
れ
、
そ
れ

よ
る
笑
況
ア
ナ
ウ
ン
ス
、

歓

ぞ

れ

ま
た
が

声
、
効
果
音
な
ど
が
ゲ
ー
ム

っ
て
乗
る
。

を
盛
り
上
げ
る
。
国
勺
テ

l

動
き
は
テ
|

ト
が
な
く
な
る
ま
で
ゲ

i
ム

が
続
け
ら
れ
る
。

画
面
は
ボ

l
ル
の
動
き
に

合
わ
せ
て
ス
ク
ロ
ー
ル
し
、

ボ
l
ル
は
地
面
か
ら
の
高
さ

に
応
じ
て
大
き
く
な
っ
た
り

小
さ
く
な

っ
た
り
す
る
。
ま

た
走
者
の
い
る
塁
は
そ
の
部

分
だ
け
拡
大
さ
れ
、
画
函
端

に
映
し
出
さ
れ
る
。
操
作
は

パ
ネ
で
回
転
す
る
パ
ッ
ト
で

打
球
、
ボ
ー
ル
ス
イ

ッ
チ
H

ト

ラ
ッ
ク
ボ
ー
ル
H

で
走
塁
ス

ピ
ー
ド
や
打
球
の
コ
ー
ス
と

ス
ピ
ー
ド
を
自
在
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
、
そ
し
て
四
つ
の
ボ

タ
ン
で
球
質
や
投
球
ス
タ
ン

ゴールキーパー

ブ
ル
の
回
転
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
恐
竜
が
交
互
に
ア

ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
す
。

作
動
時
聞
は
六
十
秒
、
九
十

秒
、百
二
十
秒
の
三
段
切
替
。

作
動
中
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ

る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

F
R

P
製
で
交
換
可
能
。

パ
ラ
ソ

ル
付
き
で
定
価
六
十
万
円
。

テ
ク
モ

「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」

基
板
も

電
飾
コ
ン
ノ〈

ネ
付

二
人
同
時
プ
レ
イ
の

T
V

付
き
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

パ
ネ

サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム

機

「

ワ

|

ル

(
二
人
用
で

ル
ド
カ
ッ
プ
」
が
一
月
十
六

赤

と
車問
の
二
つ

目
、
テ
ク
モ
側
(本
社
東
京
、
が

一
組
)
と
の

柿
原
桝
入
社
長
)
か
ら
発
売
セ
ッ
ト
。
問
コ

と
な
っ
た
が
、
本
紙
前
号
で
ン
パ
ネ
は
ヨ
コ

紹
介
し
た
立
っ
て
プ
レ
イ
す
約
三
十
日ン
、
タ

る
も
の
を
み
ス
タ
ン
ド
タ
イ
テ
二
十
勺
、
厚

プ
H

と
し
、
こ
れ
と
と
も
に
さ
十
勺
の
桁
形

テ
ー
ブ
ル
烈
用
北
板
キ
ッ
ト
で
、
コ
ン
ト
ロ

が
同
時
発
売
と
な
っ
て
い
る
。
ー
ル
ボ
ー
ル
と

こ
の
法
桜
キ

ッ
ト
は
問
機
そ
の
周
囲
が
内

装
械
と
H

ト
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ル
。
政
ラ
ン
プ
で
凸
…

メジャーリ ーグ

-、旬、
句、

灯
す
る
の
が
特
徴
。
ゲ
!
ム

内
容
は
本
紙
前
号
本
欄
を
参

照
。
基
板
キ
ッ
ト
は

O
P
価

格
十
六
万
九
千
八
百
円
。
な

お
ス
タ
ン
ド
タ
イ
プ
は
定
側

五
十
八
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

スベースコマンダ一日 スベランカー恐竜ワールドカップ(テーブル型)

な
ん
で
も

‘
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。

'
b
 

売りますL基板在庫2，000枚Y
FOR SAlE:2.000PCBS AlWAYS 

IN OUR STOCK 

WEEXPORT 
， 

&ロ

平
素
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
発
売
し
ま
し
た
「
ス
ペ
ラ
ン
力
|
」

(
S

P
E
L
U
N
K
E
R
)
は
米
国
ブ
ロ
ー
ダ

l
バ
ン
ド
社

よ
り
許
諾
を
受
け
、
弊
社
が
ア
ー
ケ
ー
ド
用
ビ
デ
オ
ゲ

i
ム
と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
、
こ
の
製
品
に
関
す
る

一
切
の
権
利
は
弊
社
が
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
弊
社
に
無
断
で
模
倣
、
文
は
類
似
す
る
製

品
を
製
造
、
販
売
、
輸
出
、

及
び
こ
れ
ら
の
製
品
を
使

用
し
て
営
業
す
る
行
為
は
不
正
競
争
防
止
法
、
工
業
所

有
権
法
、
著
作
権
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
正
当
な
権

利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
c

就
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分

ご
注
意
を
賜
り
、
業
界
秩
序
の
維
持
、
健
全
な
発
展
の

為
に
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
昭
和
六
十
一
年
一
月

-この商品は弊社(アイレム)の応諾なしに海外への出荷は出来ません。

厚
く
お
礼
申

大
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市
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丁
目
十
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本
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産
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販
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株
式
会
社
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ら
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
の
判

烈
で
雑
な
製
本
の
本
で
あ
っ

た。
ハ
ー
ド

・
ボ
イ
ル
ド
と
い

う
請
を
巷
に
広
げ
た
の
は
、

こ
の
マ

イ
ク

・
ハ
マ
ー
も
の

で
あ
る
の
だ
が
、今
で
は
、
マ

イ
ク

・
ハ
マ
ー
の
よ
う
な
人

は
、

ハ
ー
ド

・
ボ
イ
ル
ド
と

は
言
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

や
は
り
時
代
だ
な
と
お
も

う
の
は
、

マ
イ
ク

・
ハ
マ
ー

の
時
代
は
た
し
か
朝
鮮
動
乱

帰
り
の
兵
隊
の
時
代
で
あ
っ

た
は
ず
だ
。

今
、
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
帰
り

の
兵
隊
さ
ん
た
ち
の
世
代
が

探
偵
を
し
て
い
る
ミ
ス
テ
リ

ー
が
多
多
登
場
し
て
き
て
い

る
の
だ
が
、
両
者
の
ち
が
い

を
見
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
も

ア
メ
リ
カ
の
推
移
が
く
っ
き

り
と
吃
び
あ
が
っ
て
く
る
。

マ
イ
ク

・
ハ
マ

l
の
時
代

に
は
、
朝
鮮
動
乱
は
ア
メ
リ

カ
流
の
正
義
の
発
動
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
知
識
層
は
別

に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
中
流

さ
ん
、
ア
メ
リ
カ
の
大
衆
に

と
っ
て
は
、
弱
き
を
助
け
、

強
き
を
挫
く
、
あ
の
コ
ミ
ユ

ニ
ズ
ム
と
い
う
途
方
も
な
い

こ
と
を
企
て
て
い
る
真
赤
な

巨
大
な
怪
物
か
ら
、
吹
け
ば

と
ぶ
よ
う
な
半
島
の
端
っ
こ

の
韓
国
を
守
っ
て
や
れ
る
の

は
ア
メ
リ
カ
し
か
な
い
と
い

う
正
義
感
に
も
と
づ
く
良
い

戦
争
と
と
ら
れ
て
い
た
一
あ

る
い
は
と
ら
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
迷
い
を
感
じ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

一
方
で
、
た
と

え
正
義
感
に
も
と
づ
く
良
い

戦
争
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

戦
争
に
参
加
し
た
兵
隊
に
と

っ
て
は
、
良
い
悪
い
の
名
目

と
は
関
係
な
し
に
、
戦
争
が

も
っ
や
り
き
れ
な
い
体
験
を

た
っ
ぷ
り
味
わ
ら
さ
れ
て
帰

還
し
て
く
る
。

朝
鮮
動
乱
ま
で
は
帰
還
兵

た
ち
は
一
応
ヒ
ー
ロ

ー
と
し

て
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

ヒ
ー

ロ
ー
と
し
て
、
正
義

の
味
方
と
し
て
、
あ
る
経
度

ま
で
は
寛
谷
さ
を
示
す
環
境

の
中
で
、
戦
場
で
の
や
り
き

れ
な
さ
、
恐
怖
感
を
伎
と
し

て
そ
れ
が
表
に
な
り
・装
に
な

り
、
ご
く
単
純
な
形
で
恭
カ

が
発
露
さ
れ
る
よ
う
に
ス
ト

ー
リ
ー
が
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
、

強
い
ア
メ
リ
カ
の
犠
牲
に
な

る
の
が
当
時
は
弱
い
性
と
さ

れ
て
い
た
女
性
で
あ
り
、

エ

ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
い
う
よ
り

も
グ

ロ
テ
ス
ク
な
サ
デ
ィ
ズ

ム
の
対
象
と
し
て
女
性
が
登

場
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

マ
イ
ク

・
ハ
マ
ー
は
今
に

し
て
お
も
え
ば
ミ
ス
テ
リ

ー
の
世
界
を
吹
き
荒
し
た
、

マ
ッ
カ

l
シ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。

マ
イ
ク

・
ハ
マ

l
の
影
響

は
、
わ
が
国
に
も
お
よ
び
大

薮
春
彦
が
登
場
し
た
。

今
、
ヴ
ァ
イ
オ
レ
ン
ス
小

説
と
し
て
よ
く
売
れ
て
い
る

小
説
、
西
村
、
梓
な
ど
は
こ

の
筋
に
迷
っ
て
い
る
よ
う
だ

し
、
夢
枕
な
ど
も
っ
と
若
い

世
代
へ
と
こ
の
筋
が
い
く
ら

で
も
伸
び
続
け
て
ゆ
く
の
は
、

日
本
の
経
済
の
高
度
成
長
期

の
厳
し
さ
が
こ
う
い
う
形
を

と
っ
て
自
己
増
殖
を
続
け
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。

話
を
元
に
も
ど
し
て
、
ミ

ス
テ
リ
ー
の
新
風
と
し
て
、

あ
る
い
は
ハ

l
ド

・
ボ
イ
ル

ド
と
勘
違
い
さ
れ
て
、

マ
イ

ク

・
ハ
マ

l
は
華
華
し
く
登

場
し
て
き
て
、
ま
さ
に
一
世

を
風
勝
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

の
だ
が
、
あ
れ
は
マ
ツ
カ
l

シ
ズ
ム
と
同
じ
で
、
過
ぎ
て

し
ま
え
ば
、
ぞ
っ
と
す
る
よ

う
な
毒
々
し
い
あ
の
悪
い
時

代
の
仇
花
に
し
か
過
ぎ
な
か

っ
た
。
そ
の
仇
花
が
今
わ
が
国
で

咲
き
競
っ
て
い
る
の
を
見
る

の
は
、
あ
ま
り
気
分
が
い
い

も
の
で
は
な
い
。
(
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ビデオシステム株式会社

ゲームマシン

あ
ま
り
変
り
ば
え
し
な
か

っ

た
よ
う
だ
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
に
な
か
な
か

新
し
い
ミ
ス
テ
リ
ー
が
く
い

こ
め
な
か
っ
た
。

流
石
に
ル
パ
ン
も
の
な
ど

に
つ
い
て
は
早
い
時
期
か
ら

ル
パ
ン
は
ル
パ
ン
で
あ
る
だ

け
で
あ
る
と
冷
た
く
外
さ
れ

て
い
っ
た
の
だ
が
、
〈
賞
色

い
部
屋
の
謎
〉

、

〈
赤
い
館

の
秘
密
〉

、

〈
赤
毛
の
レ
ド

メ
イ
ン
〉
な
ど
は
、

〈
赤
毛

の
レ
ド
メ
イ
ン
〉
は
ま
だ
し

も
、
前
二
若
は
、
笑
際
に
読

ん
で
み
る
と
、
非
常
に
閑
の

び
を
し
た
話
の
運
び
方
で
そ

の
テ
ン
ポ
の
返
さ
に
到
底
つ

い
て
行
き
難
い
古
風
な
小
説

で
あ
る
の
に
、
ず
っ
と
ベ
ス

ト

・
テ
ン
の
A

高
速
で
あ
っ
た

り
し
た
。

そ
れ
で
も
、
一
方
で
は
常

に
新
風
が
望
ま
れ
る
と
い
う

風
潮
も
い
つ
の
時
代
に
も
あ

る
も
の
で
、
戦
後
の
新
風
を

み
る
と
、
ま
ず
話
題
に
な
り

よ
く
売
れ
た
の
が
、
ミ

ツ
キ

|・

ス
ピ
レ

l
ン
の
マ
イ
ク
・

ハ
マ

ー
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
年
前
後
に
あ
ち

お
よ
ん
で
い
て
、
〈
シ
ヤ
|

ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
〉
に
つ

い
て
は
、
ご
く
微
細
な
こ
と

に
ま
で
研
究
が
す
す
め
ら
れ

て
い
る
。

殆
ん
ど
全
文
の
一

一語

一
旬

に
ま
で
わ
た
っ
て
注
釈

・
注

解

・
注
琉

・
校
注

・
補
一
任

・

頭
注

・
脚
注
・訓
注
・割
注
・

集
注
が
附
さ
れ
て
い
る
、
注

の
ほ
う
の
分
量
が
今
迄
の
〈
シ

ャ
l
ロ
ッ
ク

・
ホ
ー
ム
ズ
〉

金
集
の
分
量
の
何
倍
も
あ
る

と
い
う
よ
う
な
、
〈
シ
ヤ

|

ロ
ッ
ク
・ホ
ー
ム
ズ
大
事
典
〉

と
い
う
べ
き
全
集
ま
で
発
行

さ
れ
た
。

こ
ん
な
番
物
を
み
る
と
、

衰
え
た
り
と
は
い
、ぇ
、
や
は

り
大
英
帝
国
の
も
つ
優
雅
な

余
裕
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い

そ
う
だ
。

架
空
の
探
偵
を
だ
し
に
し

て
、
立
派
で
豪
華
な
写
真
集

が
次
次
に
出
版
さ
れ
た
の
も

〈
シ
ャ

l
ロ
ッ
ク

・
ホ
ー
ム

ニ
う

L

-ズ
〉
が
そ
の
鴫
矢
で
あ
ろ
う
。

ど
う
も
戦
前
か
ら
昭
和
四

十
年
代
ま
で
、
わ
が
国
に
お

い
て
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
の
ベ

ス
ト

・
テ
ン
と
い
う
の
は
、

ン

・
ド
イ
ル
へ
と
続
い
て
ゆ

く
の
だ
が
、
ミ
ス
テ
リ
ー
-

フ
ァ
ン
の
人
に
き
く
と
、
多

く
の
人
た
ち
は
、
こ
の
〈
シ

ヤ
|

ロ
ッ
ク

・
ホ
ー
ム
ズ
〉

も
の
を
先
に
読
ん
で
、
後
に

な
っ
て
か
ら
、
主
と
し
て
ミ

ス
テ
リ
ー
か
ら
の
興
味
で
、

エ
ド
が
|
-
ア
ラ
ン

・
ポ
ー

の
短
編
を
読
む
よ
う
だ
。

戦
後
に
つ
い
て
だ
け
考
、え

て
み
て
も
、
〈
シ
ャ

l
ロ
ッ

ク

・
ホ
ー
ム
ズ
〉
の
全
集
ら

し
き
も
の
ほ
ど
繰
り
か
、え
し

ま
き
か
え
し
出
版
さ
れ
た
も

の
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

泊
。

A
H
N
 

全
集
の
王
者
、
〈
激
石
全

飽
き
も
〈
シ
ヤ

|
ロ
ッ
ク

・

ホ
ー
ム
ズ
〉
の
前
で
は
顔
色

な
し
で
あ
ろ
う
。

ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
で
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
が
占
め
て
い
る
よ

う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
、
ま
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
け
で
い
え
ば

ミ
ス
テ
リ
ー
に
お
い
て
は
、

コ
ナ
ン

・
ド
イ
ル
と
い
う
よ

り
，も

〈
シ
ヤ
|
ロ
ッ
ク

・
ホ

ー
ム
ズ
〉
が
占
め
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
、
シ
ャ

1
ロ
ツ

キ
ア
ン
の
組
織
は
全
世
界
に

ミ
ス
テ
リ
ー

生
物
の
個
体
に
つ
い
て
み

る
と
、
水
に
漂
う
、
ひ
と
つ

の
細
胞
が
あ
る
契
機
を
き

っ

か
け
に
二
つ
に
増
え
、

四
つ

に
増
、え
と
増
殖
し
て
ゆ
く
と

こ
ろ
か
ら
そ
の
物
語
が
展
開

さ
れ
て
ゆ
く
。

は
じ
め
は
水
に
潔
う
と
こ

ろ
か
ら
と
ゅ
う
の
は
国
の
場

一合
も
同
じ
な
の
か
、
日
本
の

一神
話
で
も
、
〈
ら
げ
な
す
と

一
い
う
諸
を
つ
か

つ
て
い
る
。

一

国
も
〈
ら
げ
の
よ
、
う
つ
に
深

ロ号写一

つ
て
い
た
頃
が
あ
つ
た
の
で

ワ7，η一
ミ
ス
テ
リ
|
の
世
聞
界
介
は
ど

第
一
7
い
、
う
つ
水
に
ど
、
う
フ
い
、
う
つ
水
母

一
が
漂
う
と
こ
ろ
か
ら
話
が
は

日一

じ
ま
っ
た
の
か
、
凝
り
性
の

月
一

人
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
ま
で

♂
一

湖
っ
て
考
、え
た
が
る
人
も
あ

が
-
る
が
、
だ
い
た
い
ポ

i
、
あ

8
の
大
鵠
の
、
エ
ド
ガ
|
・

ア

9
ラ
ン

・
ポ
ー
か
ら
話
が
は
じ

ま
る
。そ
う
し
て
、

〈
シ
ヤ
|
ロ

ッ
ク

・
ホ
ー
ム
ズ
〉
の
コ
ナ

PARTII 
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• 

• 

• 6・

• 

• 

• 

• 

未米を創造する:oli:+技術の

1< =>->]デタイヨト器
本 社 .干167東京総杉並区上荻2-31-12ヒース荻窪宮(03)392・4151

研究所 干167車京都杉並区南事窪d-41・10データイーストビル宮(03)331・5441
札幌営着陸所 :〒O印乳需市中央区立一義i!li19-2・ 1伊蒔ピMF~(01l)611・9211
仙台営難所 〒9801'由古市上杉ト15-24林産上杉ピル宮(0222)63・0646

名古屋出張所 司F466 幸吉1ii mllil相(RS金 1-&・IOf~不 ιル IFft(052)811-1 m 
大阪営機所。〒550大級市茜区京町名2・14・2?曹吉ピル合(06)4'8-860 1 

指向営紫所 : 〒8121羽市博多霊世吾苧東3・ 13・ 12f，~ヒル宮( 092 ) 474-0 120

(〒550)大阪市西区西本町卜11-9岡本興産ビル

ft(06)535-1060(代表)

(〒106)東京都港区南麻布ト19-23オーク南麻布ビル

宮 (03)442-3081(代表)

第三種郵便物認可

ゃく
v

-この商昂は弊社の応諾なしに海外への出荷はできません。

.... iシ

ゲームマシン

ヰ土

東京販売

本

船団を護送せよ
宇宙暦2017年アンタレ
ス£一II。そこ には銀

河帝国軍と、しし座連

合軍との壮絶な戦いが

あった。-3D宇宙空間で
繰り広げられるリアルで

エキサイテイングな空文サ

空戦ゲームの登場だグ

11 
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(20) 第三線郵{誕物認可ゲームマシン第277号1986年2月1日第三役郵便物認可ゲームマシン第277号1986年2月1日(21) 

|新風営法でゲ(ムセシターほどラ:変るか?:::「新風営法-入門講座j ⑩• () 

国
会
決
-

の

「ゲ

l
ム
機
の
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

問

結
局
、

「
八
号
営
業

所
」
で
の
ゲ
ー
ム
機
の
入
れ

替
え
に
つ
い
て
は
、

「
届
出

事
項
」
と
な
る
も
の
と
、
届

出
の
必
要
が
な
い
も
の
と
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
個

々
具
体
的
な
も
の
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
所
轄
の
繁
察
署

段
階
の
判
断
に
沿
っ
て
行
な

わ
れ
る
、
と
ttfえ
て
よ
ろ
し

い
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
場
合

そ
の
警
察
署
の
判
断
が
正
当

か
ど
う
か
、
と
い
う
疑
問
が

残
り
ま
す
ね
。

答

疑
問
は
残
っ
て
も
、

現
実
に
は
そ
う
い
う
形
で
処

理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き

た
こ
と
か
、
り
す
れ
ば
、
正
当

な
判
断
は
、
立
法
趣
旨
か
ら

「
賭
博
に
使
用
さ
れ
や
す
い

遊
校
機
」
に
焦
点
を
当
て
、

ま
た
「
青
少
年
の
非
行
の
た

ま
り
場
」
と
な
り
や
す
い
か

ど
う
か
、
と
い
う
点
に
留
意

し
な
が
ら
、
こ
う
し
た

「届

出
事
項
」
な
ど
に
つ
い
て
判

断
を
下
す
の
が
最
替
の
も
の

だ
、
と
言
え
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
杓
子
定
規
(
し
ゃ
く
し
じ

よ
う
ぎ
)
な
態
度
で
処
現
し

よ
う
と
す
る
と
、
か
え

っ
て

法
の
趣
旨
を
と
り
違
、え
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
の
で
、
十
分
慎
重
に
処
理

し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
思

い
ま
す
。

聞

な
る
ほ
ど
、
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、

先
ほ
ど
の
法
改
正
の
際
に
衆

参
両
院
に
よ
る
決
議
文
の
中

の
「
ゲ
ー
ム
機
の
規
制
の
あ

り
方
に
つ
い

て
引
き
続
き
検

討
す
る
こ
と
。
」
(
衆
院
地

，.ne句
FEBRUARY 

行
委
、
五
九

・
七

・
五
。
参

院
地
行
委
、
五
九
・八
・七
)

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
決
議
と

の
関
連
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

答

国
会
の
「
委
員
会
会

議
録
」
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。

丘
十
九
年
の
大
改
正
の
審
議

に
お
い
て
、
衆
参
両
院
で
い

ず
れ
も
ゲ
ー
ム
機
の
規
制
は

い
わ
ゆ
る
賭
博
用
ゲ
ー
ム
機

に
限
定
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
が
、
数
多
く
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
結
局
、
ど

ん
な
ゲ

l
ム
機
で
も
賂
博
に

使
え
る
か
、
帥
問
時
用
に
容
易

に
改
造
で
き
る
と
い
う
論
理

で
政
府
側
が
押
し
切
っ
た
形

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
問
院

の
地
方
行
政
委
員
会
で
は
こ

の
点
に
つ
い
て
い
わ
ば
態
度

を
保
-
留
し
た
、
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
、
つ
。

と
い
う
の
は
、
賭
博
の
未

然
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
す

る
な
ら
賭
博
用
ゲ
ー
ム
機
だ

け
を
規
制
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
は
、
火
を
見
る
よ
り
も
明

ら
か
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が

こ
の
、
い
わ
ゆ
る
賭
博
用
ゲ

ー
ム
機
に
つ
い
て
の
十
分
な

実
態
調
査
な
り
、
そ
の
分
析

が
な
く
、
は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
。
行
政
(
暫
察
、
法
務
)

側
は
、
こ
れ
ま
で
笑
態
と
し

て
賭
博
に
使
用
さ
れ
た
遊
投

機
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、

将
来
に
わ
た
り

「ど
う
い
う

遊
技
機
が
賭
博
に
使
用
さ
れ

う
る
の
か
」
と
い
う
分
析
結

果
を
出
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
業
界
側
も
で
き

る
限
り
こ
の
調
査
研
究
に
協

力
す
べ
き
で
す
が
、
あ
ま
り

企
業
利
益
を
優
先
せ
ず
、
公• • 

含平{面(RATING)

アップライト、コックピット型TVゲーム機
IUPRIGHT /COCKPIT VIDEOS) 

機種名(メーカー名) ‘ f 

MODEL (MANUFACTURER) 

スペースハリアー (ローリングタイプ) (セ方、社)
Space Harrier (Rolling Type) (Sega) ・・・….. . . . . . . . . . . . .…'9.40 

fl'J 
In 1 

1 

評価
(RATING) 

リアル麻雀 牌牌(アノレパ)
Real Mahjong傍 (Alba)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.83

テーブル型TVゲーム機 (TABLEVIDEOS) 

機種名(メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

山削

凶

l 

課
題
残
る

正
な
観
点
か
ら
協
力
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

問

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

今
述
べ

ら
れ
た
こ
と
は
今
後

の
課
題
と
し
て
、
国
会
で
も

十
分
論
じ
ら
れ
る
こ
と
で
す

の
で
、
A
M
業
界
で
も
対
応

で
き
た
ら
、
と
思
い

ま
す
。

き
て
、

「
象
認
卓
項
」
と

「
届
出
事
項
」
に
つ
い
て
、

ま
だ
疑
問
は
残
り
ま
す
が

一

応
切
り
あ
げ
て
先
へ
進
め
ま

し
ょ
う
。
次
の
問
題
は
、
す

で
に
許
可
を
得
て
い
る
八
号

営
業
で
、
ど
う
い
う
点
を
守

っ
て
お
か
な

い
と

「許
可
の

取
消
し
」
な
ど
の
行
政
処
分

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
が
、

ど
う

で
し
ょ
う
。

答

そ
れ
に
答
、
え
る
に
は

新
風
営
法
で
の
許
可
制
の
仕

組
み
を
、
も
う
一
度
お
さ
ら

い
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

ね
。
風
俗
営
業
の
許
可
制
に

つ
い
て
の
解
説
は
省
略
す
る

と
し
て
、
新
風
営
法
の
下
で

許
可
が
失
わ
れ
る
場
合
は
本

シ
リ
ー
ズ
@
ー
@
で
触
れ
て

き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、

「対

人
的
」
か
つ
「
対
物
的
」
許

可
と
い
う
本
質
か
ら
、
そ
の

同
一
一
慌
が
失
な
わ
れ
た
場
合

に
風
俗
営
業
の
許
可
は
消
滅

し
ま
す
。
ま
た
、
風
営
法
違

反
で
「
指
示
」

な
ど
も
さ
か

な
い
悪
質
な
違
反
に
対
し
て

は
行
政
処
分
と
し
て
「
許
可

の
取
消
し
」
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
な
お
風
営
法
に
限
ら
ず

法
令
違
反
で
人
的
欠
格
事
由

が
生
じ
て
、

そ
の
事
実
が
判

明
し
た
場
合
に
も
許
可
の
取

消
し
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
「
対
人
的
」
同
一
性
が
失

わ
れ
た
場
合
と
考
え
て
い

い

で
し
ょ
う
。

問

一
般
的
に
は
そ
う
な

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

で
は
行
政
処
分
に
至
る
ま
で

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
追
っ

て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

新
風
営
法
で
は
第
二
十
五

条
(
指
示
)
、
第
二
十
六
条

(
営
業
の
停
止
等
)
で
「
風

俗
営
業
者
又
は
そ
の
代
理
人

等
が
、
当
該
営
業
に
闘
し
、

法
令
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ

く
条
例
の
規
定
に
違
反
し
た

場
合
に
お
い
て
(
:
:
:
・
:
)

必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
、
以
上
の
よ
う
な

相
場
合
ま
た
は

「
指
示
」

を
含

む
処
分
も
し
く
は
「
許
可
条

件
」
に
違
反
し
た
場
合
、
①

そ
の
風
俗
営
業
の
許
可
を
取

消
す
か
、
②
六
ヵ
月
以
内
の

営
業
停
止
を
命
じ
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答

そ
う
で
す
ね
。
旧
法

と
の
違

い
は
、
風
営
法
違
反

に
対
し
て
そ
れ
が
比
較
的
悪

質
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

「
指
示
」
を
与
え
、
「
指
示
」

も
き
か
な
い
よ
う
な
悪
質
な

も
の
に
つ
い
て
は
許
可
取
消

し
か
営
業
停
止
処
分
で
対
処

す
る
、
と

い
う
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
悪
質
な
法
令
違
反
に

対
し
て
、
罰
則
が
つ
い
て
い

る
も
の
で
は

「
検
挙
」
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
検
挙
|
逮
捕

|
取
調
べ
の
上
、
送
検
さ
れ

る
と
い
う
の
は
、
刑
事
訴
訟

法
に
基
づ
き
行
な
わ
れ
ま
す
。

従
っ
て
、

「指
示
」
を
新

し
く
追
加
し
た
の
が
、

新
風

営
法
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
、

こ
の

「指
示
」
は
行
政
処
分

の
ひ
と
つ
と
考
、
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問

す
る
と
「
指
示
」
に

つ
い
て
は
、
あ
ま
り
軽
視
で

き
ま
せ
ん
ね
。
次
回
は
「
指

示
」
の
原
因
、
そ
の
効
果
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

新
風
営
法
を
勉
強
す
る
会

スーノfー ・デットヒート (;タイトー)
Super Dead Heat (Taito)…・・……・・・・・・・…・・・・・……・・・…'8.67

スペースハリアー (シットダウンタイプ) (セガ杜)
Space Harrier (Sit Down Type) (Sega) ..…・・・・…・….. . .. 8 . 33 

ハングオン (ライドオンタイプ) (セガキ土)
Hang-On (Ride On Type) (Sega) ・・・・・ー・・・・・….• . . . . . . • . • . 8 . 15 

ハングオン(シットダウンタイプ) (セ方、社)
Hang-On (Sit Down Type) (Sega) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.86

パギーボーイ(辰巳電子)
Buggy Boy (Tatsumi) .....一-一.. . . . . . .…・・・….. . . . . • .…・・・・7.60

3 

2 

4 

@ 

@ 

4 

5 

パステルギャル(日本物産)
Pastel Gal* (Nichibutsu) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.00

グラディウス(コナミ)
Gradius [Nemesis) (1くonami).................................6.18 

ロー ドラ ンナー ・魔人の復活 (アイレム)
Lode Runner-Golden Labyrinth (lrem) .…・・・・・・・・・….. . .. 5. 93 

A S 0 (新日本企画/ナムコ)
Arian Mission (SNIく/トJamco)・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . .…・・.. . . . 5 . 93 

ファイナライザー (コナミ)
Finalizer (1くonami)…・ー・・…・・・…・・・・・・….. . . . . . . . . . . . . . .…5.92 

3 

12 

6 

5 

@ 

@ 

。
。

6 6 4 6 

TX-l V8  (辰巳電子)
TXー1V8 (Tatsumi) …一一・・・・・・・・・・・・・・……・・ー…・・・・・…一'7.40
6 7 スカイキッド (ナムコ)

Sky Kid (Namco) ・・・・・・…・・・・・…・・・・・・…・・・…・・…・・・・…....5.89
2 7 

シューテイングマスター (セガ社)
Shooting Master (Sega) …・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・一.. . .…'6.89 5 8 

n
6
 

nδ 
F

ヘリV

、、，，
，モ

…

庁

/

・

-ア

一

，，.、、
ピンボーノレアクシ ョン
Pinball Action (Tecmo) 
9 。

• ~. 

N.Y.キャプター (タイトー)
N . Y. Captor (Taito)・・…….. . . . .…・・・・・・…一・・…・・・・・・・…・'6.868 9 

タイカφーへリ (タイトー)
Tiger-heli (Taito) ・・・・・・・・・・・・・・一-・・・…一.. . . . . . . . . . . .一….....5.79 11 。

インディー ・ジョーンズ魔富の伝説 (アタリ/ナムコ)
Indiana Jones and the Temple of Doom (Atari!Namco). 6.20 9 10 

いっき(サン電子/ナムコ)
Farmer' s Rebellion (Sun Electronics/れlamco)・・….......5.7121 ⑪ 

@CAPCOM 開躍。R F-2 (コナミ/ナムコ)
1くonamiGT (1くonami!Namco)・・…・・…・・・・…ー・・・・・・・・・…"6.091 1 テラ クレスタ (日本物産)

Terra Cresta (Nichibutsu)…・ー・・・…・・・・…・・・ー・・・・・…......5.50⑪ 

ペーノマーボーイ (アタリ/ナムコ)
Paperboy (Atari/Namco) ・ー・・…・・・・・・・・・・…・・・・…・…......6.00

10 

12 12 
1 9 4 2 (カプコン)
1942 (Capcom) ........ ・・・・・・・り・・・….• . . .…・・・・・・・・・…一"5.36

14 

15 @ 

TXー1(辰巳電子)
TXー1(Tatsumi) ・・・・・……・・・・・・・…・・・・・ー・…・・・….. . . . . . . . . 5 . 63 11 13 スイートギャル(日本物産)

Sweet Gal* (Nichibutsu)・・…ー・…・・・・・・…・・…・・…ー・・・…'5.36
18 @ 

ロー ドプラスター (データイースト)
Road Blaster (Data East)……. . . . . . . . . . . . . .…・・・・・・・・・…・・・・5.2514 14 

ガンスモーク(カプコン)
Gunsmoke (Capcom) ・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・...一-…-・…・・5.35
7 14 

ポールポジションII (ナムコ)
Pole Position II (Namco) ……・・ー・・・・・・…・・・・・….........5.1313 15 

ナイ トギャル ・サマー(日本物産)
Night Gal Summer‘ (N ichibutsu) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.2026 @ 

• :・
(FLIPPERS) 

コメ ット(ウィリアムズ)
Comet (Williams)…・・….. . . . . ...・・・・ー・・・・…・・・・…・・…・・・…'6.71

。
ツハーフリ

1 

スカイデストロイヤー(タイトー)
Sky Destroyer (Taito) ・・…・・…・・・・…ー・…・・…・・・・…・・・・・・・5.14

ギャリパン (日本物産)
Galivan (Nichibutsu) ・・…・・・…・・・…・・・…・・・…・・…... . . . . . 4. 88 

エキサイ ティング・アワー(テクノスジャノマン/;タイトー)
Matmania (Technos Japan/Taito) .........…・・・・・・・・・・・・・・・4.87

23 

10 

17 

@ 

17 

18 

ソーセラー(ウィリアムズ)
Sorcerer (Williams)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一.. . . . . . .….. "'5.75 
3 @ マスターズコ。ルフ(大平技研)

Master's Golf (Nasco Yuvo)....…一.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . • . . 4 . 86 16 19 

スペースシャトル (ウィ リアムズ)
Space Shuttle (Williams)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.57
2 3 vsシステム サッカー (任天堂)

VS. System Soccer (Nintendつ)…. . . .…・…・・・……・・・…'4.86
@ 

xxx隼、
偏暗を温めるItヲ‘
つL'Iこ、

ロボット (ザッカリア)
Robot (Zaccaria) ・・・・・・…・・ー・・・・・・…・・・・…・・・…・・・・・・・・・・・・・5.50
4 4 草野球(タイトー)

Sandlot Baseball (Taito) .......................................4.80 22 @ 

ブラックピラミッ ド(パリー)
Black Pyramid (Ballyi .................. ........................4.20 
7 @ ドルア一方、の塔(ナムコ)

The Tower of Druaga (れlamco)・・・・・・・・・一.. . . • . . . . . . . • . . .…4.75 39 @ 

… "'~33 

. 

• • 

調査ご協カJ吉
Jレナパーク (東京 ・新宿)、ロサ ・ゲームラン ド(東京 ・池袋)、ド リームイン河原町(京都 ・四条河原町)、

タイト ースペンヤル(大阪 ・侮悶)=側タイ トー; J & B (東京 ・神図)、UFO ( 東京 . ~谷) 、 セガ
センター ・ニュー光(大阪 ・心斎僑)、モンテカルロ立命 (京都 ・北区)、カーニパノレプラザ{東京 ・新

宿)=1附セガ ・エンタープライゼス ; プレインティキャロット新宿I苫(東京 ・新宿)、ビッグキャロ y

ト新総応 (東京・新総)、なんばシテ ィビッグキャ ロット (大阪・鍛i波)=胸ナムコ; アメニティパー
ク・ リノ千日前硲(大|仮 ・千日前)=附アポロ， ゲームコー十一 ・プルプル(北海道 ・札幌)=須貝興

行~W ; ワールドゲーム・ ミヤコ(東京 ・新宿)=(悌東京キャピオー ト ， 7ァンシテ ィ水道4政府(東京・
水道係)=テクモ繍 ， 名鉄レジャ ック (名古屋 ・駅前)=側水野商会; ビデオイン ・マツヤ (京都 ・

今出川)=(附関節陶会， ji造ゲームセンター{大阪 ・二五造)=目。遊興業; ボウルタカハシ ・ゲームセ

ンター (大阪 ・阿倍野)=(的大阪サービスゲームス ; ビデオイン ・キャ yスル(小倉 ・駅前)=削太平

会館。 ー このアンケー トにご協力いた

だけるお腐を募ります {おr.!iの場所、該自主機械台数、特徴などを含めて編集部までお申し出下さL、)。

グリーンベレー (コナ ミ)
Green Beret [Rush' n Attack) (1くonami).......................4.71

ナイ トギャル(日本物産)
Night Gal* (Nichibutsu) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.....4，70 

.The Traditional Japanese Games 

調査ロケーションの設置後穫を売よげと人気度から見たランク付けで、各オベレーターの判断

によるデー?を集計、その平均値を示したもの。数字の意味は10:これ以よない爆発的な人気
と売上げ、 9:すばらしい人気と禿上げ、8:大変いい人気と売上げ、7 いい人気と売上げ、

6 :まあいい人気と売上げ、 5 平均約なもの、 4 平均以下(以下省略)

• 

セクシ ョンz(カプコン)
Section Z (Capcom)ー…・…・…・・・…・・・…・・・………ー・…'4.60

25 

31 

8 

@ 

(RATING) 

@ 

25 

評価
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SNK EしECTRONICSCORP. 

STORY <相棒でも気をつけろグ〉
特殊部隊を乗せた飛行機が敵の本拠地上空で突然火を吹き墜落した。墜落した飛行

機からは二人の隊員しか脱出できなかった。「これは敵の妨害工作としか考えられな

い事故を前もって知らない限り助かるはずがない。もしかしてこいつは敵かも知れ

ない。」二人は互に不信を抱いた、しかし敵は直ぐにでもやって来る。二人は武器を

取り前進した、生きてここから脱出し昧方に会う為には戦い抜くしか道はないのだ/

大 阪本 社 干564大阪府吹田市豊津町12-41号
東 京 支信干160東京都新宿区四ツ谷IT目5番地 佐禁ピル
東大阪営業所 干578東大阪市吉田町7丁1a2番35号 ホワイトシャトウ

TEL(06) 338-7∞7(代)
TEL (03) 356-9361 (代}
TEL (0729) 65-0533 (代)25新日本企画

SNK ELECTRO陶CSCORP. 
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About 26，000“Operation No.8" 
Locations NPA Announced 
The Result of“Fuei" Survey '85 
According to an announcement 
made December 21， 1985， by the 
National Police Agel'lcy (NPA)， there 
are 24，873“Operation No. 8" loca-
tions across Japan， as of the end of 
October， 1985_ Of the total， 6，601 
(26.5%) are independent locations (i.e. 
game centers)， and 18，272 (73.5%) are 
annexed locations (game corners) at 
tea houses， hotels， etc. With the en-
forcement of the New Fuei Act， these 
locations have been subjected to the 
)icense system since February 13， last 
year， and applications for Jicense have 
been investigated and authorized. 
There still seem to be locations which 
are being investigated. When these are 
added， there seem to be virtually 
26，000“Operation No. 8". 
Towards the end of last year， 
the NPA announced the results of a 
comprehensive survey of various oper-
ations， including cabarets and 
‘pachinko' parlors， and covered game 
centers as part of the survey. With the 
enforcement of the New Fuei Act， 
there have been considerable changes. 
Though it is not easy to explain these 
changes， let's try. 
First， locations operating games do 
not necessarily fall under “Operation 
No. 8" with the enforcement of the 
New Fuei Act. This treatment is based 
the NP A's judgement ¥hat it is not 
effective to strictly control big restau-
rants having only one video game. Ac-
cording to the current (tentative) 
standard， locations， whose game area is 
less than 1/30 the total business area， 
need not obtain a Fuei license_ Thus， 
locations satisfying these requirements 
have not surfaced. However， all of 
locations whose g創nearea is 1/30 and 
must obtain a Fuei license， have not 
necessarily applied for license (and it is 
pointed out that these locations must 
include those engaged in gaming); thus 
there stil1 seem to be “hidden Opera-
tion No. 8" locations. 
Although it is true that the NP A's 
survey is somewhat reliable， it is an 
outcome of the NPA's totaling of 
results sent from the prefectures. Since 
the method of prefecturaJ survey is 
not necessarily uniform， the NP A's 
survey cannot necessarily be deemed 
complete. However， since there is no 
other survey that is inore reliable， we 
are obliged to base our analysis on it. 
In view of these circumstances， let's 
summarize the transition of game-
installed locations from 1981 to 1985_ 
(Note: Figures for 1985 児P児sent
“Ope凶 ionNo. 8" locations) 

Editor: Masumi Akagi 
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9・16，Kamiyamacho， Kita-ku， 
Osaka， 530 Japan 。1986Arnuscment Press， Inc. 
Printcd in Japan 

Game Game Total ccnter corner 
'81 4，415 49，141 53，556 
'82 4，700 43，885 48，585 
'83 3，607 32，685 36，292 
'84 5，094 34，565 41，166 
'85 6，601 18，272 24，873 

In the table above， game corners 
mean single-site locations， including 
tea houses， restaurants， bars， snack 
bars， drive-ins， and hotels. So far， these 

game corners have not been stationed 
by full-time persons responsible for 
game operation. The New Fuei Act， 
however， places even those locations 
under an obligation to station full-time 
persons. It， however， remians doubtful 
whether this obligation can be fulfi1l-
ed. 
We must also survey the state of 
gaming criminals using gaming videos. 
According to the NP A's data on those 
arrested for each calendar year (Jan. -

Japan-Korea Trade Conference 
Intended To Wipe Out Copiers 
On December J 7， the Japan-Korea 
Trade Conference was held at the 
special conference room of the Minis-
try of International Trade and Indus-
try (MITI)， and it was pointed out by 
the Japanese party that a large number 
of video games developed by Japanese 
video game manufacturers have been 
copied in Korea without any permis-
sion， and are being exported overseas. 
Responding to it， the Korean party 
assured that they would instruct the 
Korean trade people not to commit 
copying， and that they could protect 
Japanese manufacturers by revising the 
Korean Copyright Act within this 
year. Actua11y， however， a large num-
ber of unauthorized copies are being 
exported from Korea， and it remains 
quite doubtful to which extent the 
Korean government c組 controlthem_ 
Japan Amusement Machinery Manu-
facturers Association (JM.伽 A)stated 
that the current move was the “first 
step forwardぺandwill tはemore 
powerful steps in future. 

Japan-Korea Trade Conference was 
held two days from December 16 to 
17; the general meeting on Dec_ 16， 
and the meeting to discuss respective 
problems on Dec. 17. According to a 
MITI source， the meeting held on 
Dec. 17 was attended by Souzaburo 
Okamatsu， director for Economic 
Cooperation， MITI， on behalf of 
Japan， and Pak Unso， director of 
Trade and lndustry Promotion Bureau， 
Commerce and Industry Department， 
on behalf of Korea. Based on 
JAMMA's request (see Game Machine 
NO. 2万)， the Japanese party asse巾 d
as follows: 

-Korean video game copiers have 
committed unauthorized copying of 
games developed by Japan， and ex・
ported them in large quantities， to 
such an extent that 20 member com-
panies of JAMMA have incurred dam-
ages amounting to 10，000 million/ 
year. So， Japan requests the Korean 
governinent to prohibH such Korean 
copymg‘ 
In reply， the Korean party respond-

ed as foJlows: -We are currently in-
vestigating the situation， but intend to 
prohibit such “fraudulent use"， and 
guide the trade people in that direc-
tion. So， it is hoped that you supply 
more inforrnation about these facts to 
use. In 1986 Korea will revise the 
Copyright Act， and incorporate there-
in protection of intellectual property_ 
Outlined above was the first round 
of exchanges between responsible 
government officers about the Korean 
copies. A1though JAMMA recognized 
that the conference was of some 
effect， it stressed that the current 
action was only the first step. The 
mere assurance of Korean party is 
quite doubtful as to its effect upon 
extermination of Korean copies. Thus， 
JAMMA will cooperate with American 
Amusement Machine Association 
(AAMA) of the Uふwhichis similarly 
inflicted by them， and take more 
powerful steps_ 

Oct. for 1985 alone)， those arrested， 
etc. are as follQws: 

Those Games Locations 
arrested scized exposed 

'81 2，513 1，263 459 
'82 10，353 13，483 1，858 
'83 8，482 13，002 1，621 
'84 4，493 7，326 937 
'85 1，848 3，347 357 

Almost all of these 10cations ex-
posed are game corners at tea houses， 
etc. Once arrested， it virtually becomes 
impossible to resume operation， so， it 
may be said that those game corners 
have disappeared. The number of loca-
tions operating gaming videos has 
more than halvedfor fjve years since 
1981， and this may be said to be 
attributable to the police activities. 
They are not vio1ators of the New Fuei 
Act -they have been arrested simp1y 
as the conventiona1 gaming criminals. 
Thus， the doubt remains -why have 
game centers been obliged to obtain a 
Fuei license? Without resort to the 
New Fuei Act， the police authorities 
can fully dispose of gaming crimes_ 
Along with the current announce-
ment of the survey results， the NPA 
commented: “Game centers， which 
have so far been not covered by law， 
are taking root as‘Operation No. 8' 
that requires a license". Taking root? 
Worrying about decreased operation 
income and social criticism， amuse-
ment game operators not operating 
gaming devices are strongly demanding 
the abolition of the Fuei license sys-
tem_“We'.. flatly r句ectto warming to 
the New Fuei Act，" shout those opera-
tors， and this sounds far more true. 
The current survey results did not 
show data on games operated under 
“Operation No. 8" and the breakdown 
(number of units) (e.g. of slot ma-
chines， gaming videos， amusement 
videos， etc.) Probably because the 
erroneous view -slot machines， gam・
ing， amusement video games， or any 
other games can be used for gambling 
-is prevalent， the NP A remains silent 
as to the number of those games in 
operation. 
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